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 億当たったんだけど異世界に移住する⑨
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序章

　

　空気を震わせるほどの大歓声のなか、カイレンは二輪馬車に乗って大通りを進んでいた。

　響き渡る歓声は、すべて彼を称賛するものだ。

「よくぞ我らの想いを代弁してくれた！」

「カイレン軍団長万歳！」

「真のバルベール人、カイレン・グリプスに栄光あれ！」

　浴びせられる称賛の言葉に、カイレンは自信に満ちた笑顔で応える。

　そんな彼の前方では、第13
 、14
 軍団長のラッカとラースが、ちらちらと彼を振り返っていた。

「ラッカ、ラース！　さっきからどうした!?
 」

　歓声にかき消されないよう、大声でカイレンが声をかける。

　彼らは互いに顔を見合わせていたが、ラタを操ってカイレンの隣へと駆けてきた。

「カイレン、この様子だと根回しは済んでいるようですが……相手は誰ですか？」

「執政官の１人のエイヴァーだ」

　ラッカの問いにカイレンが答えると、彼は「なるほど」と
頷
 うなず

 いた。

「確か、彼は平民から選出された執政官ですね。どうやって協力に応じさせたのですか？」

　エイヴァーは平民から立候補した執政官であり、貴族や元老院議員との繋がりも薄い叩き上げである。

　市民の生活水準向上や不満解消につながる政策案を次々に議会で取り上げ、反発する議員に対しては、市民からの支持を盾にして一歩も引かない強固な姿勢を取っていた。

　執政官になってから１年ほど経っているが、市民寄りの政策によって金銭的なあおりを食った議員や貴族から、かなり
疎
 うと

 まれる存在になっていた。

「腐敗した元老院の浄化をしようって話を持ちかけたんだ。だいぶ驚いていたが、すぐに乗っかってきたぞ」

「乗っかってきたって……疑われなかったのかよ？　反逆に手を貸せと言ってるようなもんだし、いくら何でも怪しまれるだろ」

　ラースの言葉にカイレンが
頷
 うなず

 き、「だから……」と話を続ける。

「今まで俺が集めてきた元老院議員たちの
賄
 わい

 
賂
 ろ

 や不正の証拠を、丸ごと全部見せてやったんだ。それに加えて、俺がやってきた裏取引の証文もいくつかくれてやった」

　カイレンの言葉に、ラッカとラースがぎょっと目を
剥
 む

 いた。

　元老院議員たちの不正の証拠だけならまだしも、自分の首を差し出すような真似をするとはどういうことか。

「な、何やってるんだお前！　エイヴァーが証文を議会に突き出したら終わりじゃねえか！」

「カイレン、あなたという人は……そこまで……」

　怒るラースとは対照的に、ラッカは何かを悟ったのか
呆
 あき

 れた顔をしている。

「あ？　何だよラッカ。どういうことだ？」

「どうもこうもありません。カイレンは、エイヴァーに『もし自分が嘘をつくような真似をしたら殺してくれてかまわない』と宣言したのですよ。命と引き換えに、協力を求めたのです」

「な……おい、カイレン、そうなのか？」

　ラースが
愕
 がく

 
然
 ぜん

 とした表情でカイレンに目を向ける。

「お、さすがラッカだな。そうそう、そのとおりさ。エイヴァーとしても、これくらいしなきゃ安心して協力なんてできないだろうからな」

「だが、もし裏切られたらどうするんだ。あいつからしてみれば、お前も不正を働いた貴族の１人だろ。ことが済んだら、もう用済みだと切り捨てられるかもしれないだろうが」

　ラースの言い分に、カイレンは「んー」と少し考え、にっと笑った。

「まあ、その時は仕方ないな。
諦
 あきら

 めて縛り首でも何でもなってやるさ」

「アホか、もう少し慎重になれ！　お前らしくもない！」

「カイレン、意図は分かりますが、少々独りよがりにすぎますよ」

　怒るラースとは対照的に、ラッカが
諭
 さと

 すように静かに言う。
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「ティティスさんにとって、あなたのやろうとしていることは何の価値もないことです。彼女にとって、一番大切なことは――」

「分かってるよ、そんなこと」

　言いかけたラッカをさえぎり、カイレンが困ったように言う。

　そして、真面目な顔で正面を見つめた。

「これはただの自己満足だ。だがな、やらなきゃ収まりがつかないんだよ。俺は俺自身に決着をつけるために、やるって決めたんだ。ラッカ、ラース、力を貸してくれ」

「……お前、何か格好いい感じに言ってるけどよ。要は『俺のやりたいことのために、お前ら命がけで手伝え。見返りは特にない』ってことだろ」

　
呆
 あき

 れ顔で言うラースに、カイレンは引き締めていた表情を崩して笑顔を向けた。

「そうそう、分かってるじゃんか。付き合いが長いだけのことはあるな！」

「よし、ここにいる間、お前名義で毎日豪遊してやるからな。目玉が飛び出るほどの請求が来るのを、震えて待っとけ」

「だってよ、ラッカ。浪費癖のある兄を持つと大変だな！」

「お・ま・え・に・言っ・て・る・ん・だ・よ！」

　ラースがカイレンの
頬
 ほほ

 をつまみ、思い切り引っ張る。

　ラッカはやれやれとその様子を横目に、迫ってきた元老院議事堂へと目を向けた。

　

　元老院議事堂の前に到着した３人は、ヴォラス執政官、エイヴァー執政官をはじめとする、大勢の元老院議員に笑顔で迎えられた。

　ヴォラスはカイレンに歩み寄り、背中に手を添えて議事堂内へ招き入れる。

　ラッカ、ラース、そしてエイヴァー執政官も、その後に続いた。

「よくぞ戻ってきてくれたな、カイレン将軍。あのアルカディアの
砦
 とりで

 を落としてみせるなんて、報告を聞いた時は驚きすぎて腰を抜かしたぞ」

　はは、と笑いながら、
朗
 ほが

 らかにヴォラスが語りかける。

　口では笑っているが、目はまったく笑っていない。

「勝手な真似をしてしまい、申しわけございません。ですが、彼らを打ち倒すには、ああするよりほかになかったのです」

「うむ、
砦
 とりで

 を奪ったことは朗報だが、この一件で他国との予定が少々狂いそうでな。いや、貴官を責めているわけではないのだ。勘違いしないでもらいたい」

「分かっておりますとも。ここにいる全員が、国のために命を懸けていることは承知しております。今後も、皆で力を合わせていきましょう」

　いけしゃあしゃあと語るカイレンに、ラッカとラースは内心ヒヤヒヤしていた。

　うんうん、と
頷
 うなず

 くヴォラスは顔が朱に染まり始めており、どう見ても怒りを
堪
 こら

 えていることは明白だ。

　よくキレないなと、２人は尊敬の念さえ抱いていた。

「ところで、
砦
 とりで

 を制圧した時に、面白い物を発見したのです。ご覧になられますか？」

「面白いもの？　いったい何を見つけたのだ？」

「少々お待ちください。今お見せいたします。おい、持ってこい！」

　カイレンが声をかけると、兵士が２台の荷馬車を引いて議事堂内に入ってきた。

　周囲を付いて来ていた他の議員たちから、どよめきが起こる。

「こ、これ！　議事堂にラタを入れるなど――」

「申しわけございません。なにぶん、大きなものでして」

　荷台には布が被せてあり、かなり大きなものが載せられているようだ。

　兵士が布をはぎ、中身が現れる。

「……む、これは」

「アルカディアが発明した、水車と製粉機です。重い石材などを持ち上げる道具も、分解して持ってきてあります」

　カイレンの言葉に、議員たちから「おお」と声が上がった。

　カイレンがヴォラスに笑顔を向ける。

「どうやら、彼らはかなり進んだ技術を保有しているようです。鉄の生産もそうですし、
砦
 とりで

 を攻めずにあのまま時が過ぎれば、かなり手こずる相手になっていたはずです」

「うむ、それは我らも
把
 は

 
握
 あく

 している。元老院とて、何もせずにいたわけではないのだ。すでに、それについては手を打っていた」

　ヴォラスの
台詞
 せりふ

 に、カイレンが小首を
傾
 かし

 げる。

　彼は議事堂の奥に顔を向けた。

「アロンド！　カイレン将軍に、これらの道具について詳しく説明してやってくれ」

　ヴォラスの呼びかけに、奥の柱の陰から若い細身の青年
 ――アロンド・ルーソン――が姿を現した。彼はつかつかとカイレンの前までやってくると、深々と頭を下げた。

「アロンド・ルーソンと申します。ゆえあって、アルカディアからバルベールに身を寄せることとなりました。以後、お見知りおきを」

「……アルカディアから？　貴君は、アルカディアの人間なのか？」

　アロンドが笑顔で
頷
 うなず

 く。実に優し気な、見るものをほっとさせるような
完
 かん

 
璧
 ぺき

 な笑顔だ。

「はい。イステール領にて、文官をしておりました」

　カイレンが、ヴォラスの後方にいるエイヴァーに目を向ける。

　彼はそしらぬ顔をしており、どうやら知っていたが教えてくれなかったようだ。

　カイレンは内心舌打ちをし、再びアロンドに目を向けた。

「文官か。いったい、何を担当していたんだ？」

「そちらの水車や製粉機などの道具の開発、それに資材の融通から他領との取引まで、多方面にわたり主導しておりました」

「なっ……！」

　驚きのあまり、カイレンが言葉を詰まらせる。

　まさか、それほど重要な立場の人間を寝返らせることに成功していたとは。

　アロンドはカイレンの様子を気にするでもなく、荷馬車に載せられた機械に目を向けた。

「なるほど。どこも壊れていない、
完
 かん

 
璧
 ぺき

 なものですね。他には何か、お持ちになられたのですか？」

「あ、ああ。さっきも言ったが、重いものを上げ下ろしする道具を分解して持ってきた。以上の３つだ」

「そうでしたか。水車と荷揚げ装置の設計図は持ち出すことができなかったので、大変助かります。これらは、こちらで預からせていただいてもよろしいでしょうか？」

「……ああ。もちろんだ」

　カイレンの呆然とした様子を見てヴォラスは機嫌が直ったのか、顔色が元に戻っている。アロンドの隣に行くと、彼の肩にぽんと手を置いた。

「これらの他にも、アロンドは穀物のもみ
殻
 がら

 を取り除く
唐
 とう

 
箕
 み

 という道具と、豆油を
搾
 しぼ

 るスクリュープレスという道具の設計図を持ってきてくれてな。おかげで、今後は食料生産の効率がかなり良くなりそうなのだ」

「そ、そうでしたか」

「うむ。それに、文官としての腕も一流だ。大っぴらに政治に関わらせるわけにはいかないが、今も私の側近として働いてもらっている。アロンド、今後もよろしく頼むぞ」

　ヴォラスの言葉に、アロンドがにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「はい。亡国の臣になろうとしていた私を救っていただいた御恩、決して忘れません。バルベールのため、命を
賭
 と

 して働かせていただきます」

　ヴォラスは満足げに
頷
 うなず

 くと、カイレンに目を向けた。

「ということなのだ、カイレン将軍。アルカディア国内の情勢については、アロンドから詳しく聞いている。もし何か知りたいことがあれば、貴官も帰る前に聞いていくといい」

「ヴォラス様。私もカイレン様から、
砦
 とりで

 での戦いについて話を伺いたいのですが」

　アロンドがそう言うと、ヴォラスは少し意外そうに眉を上げた。

「ん？　戦いの話なぞ聞いてどうする？」

「
砦
 とりで

 では、ジルコニア様を捕らえたと聞いております。あの
苛
 か

 
烈
 れつ

 な御方を、どうやって捕らえることができたのか、気になってしまって」

「ああ、それは私も気になるな。よし、カイレン将軍。この後この６人で食事でもとりながら、ひとつ話して聞かせてはくれないか？　他の議員たちへの説明は、午後からの議会でやってくれ」

　何やらおかしな方向に進み始めた会話に、後ろで控えるラッカとラースは困惑していた。

　カイレンの様子から察するに、どうも彼の想定していたような流れではないらしい。

　ともあれ、もっとも懸念していた、カイレンが糾弾されて罪に問われるといったことにはならなそうだ。

　この後どう転がるのかは分からないが、今はこのまま、彼に付いていくほかないだろう。





　

第１章　覚悟の決断

　

　真っ暗な地下通路を、ペンライトの明かりを頼りにジルコニアとロズルーは速足で進む。

　通路の両脇には土を掘って作られた棚が何段にもわたってあり、大量の
頭
 ず

 
蓋
 がい

 
骨
 こつ

 がむき出しで
納
 おさ

 められていた。

　棚にはそれぞれ、『身元不明者』と書かれた木板が張り付けられている。

　名前も分からないままにまとめて火葬された、戦死者たちのものだ。

「先ほどの悲鳴を聞きつけられたかもしれません。急ぎましょう」

「ええ。でも、あなたどうやって
砦
 とりで

 に侵入したの？　脱出経路は？」

　並ぶ遺骨を見やりながら、ジルコニアが問いかける。

「防壁上の見張りを弓で始末し、そのまま壁をよじ登って侵入しました。脱出経路は、来た道を戻るだけです」

「……え？　よじ登ってって、
梯子
 はしご

 とかは？」

「使っておりません。なので、帰りは飛び降りなくては」

「ちょ、ちょっと待って。飛び降りるって、あんな高さから跳べるわけがないでしょう」

　にべもなく答えたロズルーに、ジルコニアがぎょっとした声を上げる。

　壁の高さは10
 メートル近くあり、とてもではないが飛び降りることなど不可能だ。

　その声に、ロズルーはちらりと彼女を振り返った。

「大丈夫です。私が先に飛び降りて、ジルコニア様を受け止めますので」

「受け止めるって……第一、あんな高さを飛び降りたら大
怪
 け

 
我
 が

 どころか、下手すれば死んじゃうでしょ。絶対無理よ」

「着地と同時に上手く転がれば大丈夫です。現に、私はここに来る前に防壁から
砦
 とりで

 内に飛び降りて
怪
 け

 
我
 が

 一つありません。任せてください」

「ええ……」

　同じ人間だとは思えないような
台詞
 せりふ

 を吐くロズルー。

　そうして数十秒ほど進み、納骨堂の地下部分へと到達した。

　広々とした地下室はひんやりとしており、名前入りの遺骨箱が収められた木製の棚が所せましと並んでいる。

　部屋の
隅
 すみ

 の階段を上り、１階へと出た。

　それと同時に、建屋の外から複数の怒声が
微
 かす

 かに聞こえた。

　先ほどフィレクシアが発した悲鳴を聞きつけて、誰かが様子を見に倉庫へ入ったのだろう。

「急ぎましょう。こちらです」

　ロズルーは落ち着いた様子で壁際へと進み、窓を開けて外へ出た。

　ジルコニアもそれに続き、静かに外へと出る。

　そこは隣り合う建物との間の路地になっており、真っ暗だ。

　遠くから、ジルコニアの脱走を知らせる叫び声が聞こえてくる。

　ロズルーは背負っていた弓を手に持ち、矢を１本取り出した。

「離れず付いてきてください。行く手の敵を排除しつつ、防壁まで一気に走ります」

「分かった」

　建物の陰に沿うようにして
闇
 やみ

 に身を隠しつつ、２人は走り出した。

　ほどなくして、カンカン、という警鐘の音が辺りに響き渡る。

　数秒置いて、ロズルーのイヤホンにノイズ音が走った。

『こちらバレッタ。ロズルーさん、現状を報告してください。どうぞ』

　ロズルーは胸元の無線機を操作し、送信に切り替える。

「こちらロズルー。ジルコニア様と合流し、納骨堂から路地に出たところだ。まだ見つかってはいないが、脱走に気づかれてしまった。今から――」

　そこまで言ったところで、ロズルーは突如として足を止め、身をかがめた。

　ジルコニアも慌てて急停止し、彼に
倣
 なら

 って姿勢を低くする。

　前方に、小さく
松
 たい

 
明
 まつ

 の明かりが見えた。

「引き返してやり過ごす？」

　ジルコニアの問いに、ロズルーが首を振る。

「ここで時間を食っては命取りです。それに、床板を閉じたとはいえ、地下通路が発見されている可能性があります。戻るのは危険です」

「人数は？　よく見えないんだけど」

「５人、短槍と盾を持っています。ギリギリまで引き付けて、何人かを弓で――」

「なら、先頭の１人は任せるわ。よろしくね」

　言うが早いか、ジルコニアは腰の剣を抜くと駆け出した。

　ロズルーは慌てて、弓をかまえる。

「……ん？　誰――」

　先頭にいた兵士が言いかけた口に、高速で飛来した矢が突き刺さった。

　衝撃で頭を大きくのけ反らせ、そのまま後方に倒れ込む。

　突然の出来事に、残りの４人が驚きの声を上げて立ち止まった。

　それとほぼ同時に、
闇
 やみ

 の中を
迅
 じん

 
雷
 らい

 のごとく疾走したジルコニアが彼らに肉迫した。

　前にいた２人が、反射的に短槍と盾をかまえる。

　ジルコニアは地面を舐めるほどに身をかがめ、ヴッ、と空気を切り裂く音を響かせて、剣を
横
 よこ

 
薙
 な

 ぎに振り抜いた。

　びちっ、という湿った鈍い音とともに、左の兵士の両足首と、右の兵士の片足首が切断された。

「なっ!?
 　いた――ぐぶっ!?
 」

　彼らの背後にいた兵士の叫びかけた口を、ジルコニアが高速で突き上げた剣の切っ先が貫いた。

　わずかにだが声を上げられてしまったことにジルコニアは舌打ちをしながらも、最後の１人を始末しようと剣を引き戻す。

　それと同時に、彼女の頭の数センチ横を通って飛来した矢が、その兵士の
眉
 み

 
間
 けん

 に突き刺さった。

　足を切り落とされて
呻
 うめ

 く兵士たちの脇に、絶命した２人が倒れ込む。

「あ、危ないわね。私に当たったらどうするのよ……」

　ジルコニアが冷や汗をかきながら、背後の
闇
 やみ

 を振り返る。

　そして、地面で
呻
 うめ

 いている兵士たちに目を向けた。

「や、やめ――」

　制止の声を上げかけた１人の首に、ジルコニアは無言で剣を突き刺した。

　刃を抜かれ、鮮血を吹き出す仲間の姿に、最後に残った片足の兵士が引きつった悲鳴を漏らす。

「……よかった。何も感じない」

　絶命し、倒れ伏している兵士を見ながら、ジルコニアがぽつりとつぶやいた。

　何を、と残された兵士が疑問を頭に浮かべた瞬間、彼の喉にずぶりと刃が刺し込まれた。

　一息に
頸
 けい

 
椎
 つい

 を貫いて
止
 とど

 めを刺し、剣を引き抜く。

「ジルコニア様、お
怪
 け

 
我
 が

 は？」

　背後から駆け寄ったロズルーが、ジルコニアに声をかける。

「ないわ。それより、最後の矢、危なかったわよ。先頭の１人だけお願いするって言ったでしょう」

　返り血を浴びて全身血まみれのジルコニアが、ぎろりとロズルーを
睨
 にら

 み付ける。

　まるで戦鬼のようなその姿に、さしものロズルーも
悪
 お

 
寒
 かん

 が走った。

「も、申しわけございません」

「行きましょう。今立てた音で、人が集まってくるかもしれない」

　ジルコニアが血濡れの剣を
鞘
 さや

 にしまう。

　ロズルーは
頷
 うなず

 き、再びジルコニアを先導して防壁へと走り出した。

　

「ロズルーさん、どうしました!?
 　応答してください！　どうぞ！」

　その頃、
砦
 とりで

 を望む森の中では、バレッタが必死にロズルーに呼びかけていた。

　突如として切れてしまった通信に、皆の顔に不安が浮かぶ。

　数秒置き、再度バレッタが送信ボタンを押そうとした時、皆のイヤホンにロズルーの声が響いた。

『すまない。敵と鉢合わせして戦闘になっていた。今、防壁に向かっているところだ。どうぞ』

　皆が、ほっとした息を同時に漏らす。

　彼の妻のターナにおいては、その場にへたり込んでしまっている。

「分かりました。あとどれくらいで
砦
 とりで

 を出られそうですか？　どうぞ」

『もう間もなく防壁だ。すぐに……なっ！』

　急に言葉を止めたロズルー。

　皆、
固唾
 かたず

 を飲んで言葉の続きを待つ。

『……防壁の階段付近に、兵士たちが集まってきてしまっている。ここからの脱出は無理だ。別の経路を探す。どうぞ』

　バレッタは慌てて暗視スコープを取り出すと、それを使って防壁を見た。

　倍率を上げ、防壁上をズームする。

　それとほぼ間を置かず、
松
 たい

 
明
 まつ

 を手にした数人の兵士が防壁上に姿を現した。

　どうやら、見張りがいないことに気づいて、たった今その場に駆けつけてきたようだ。

　絶命している同僚を見つけたのか、何やら叫んでいる。

「……ロズルーさん、他の脱出経路を探している時間はありません。そんなことをしていたら、防壁も城門も完全に封鎖されてしまいます。こちらで兵士の気を引きますから、その隙を突いて強行突破してください。どうぞ」

『気を引く？　いったいどうやって？　どうぞ』

「防壁付近にいる人間全員が注意を向けるくらい大きな音を出します。それまで、見つからないように隠れていてください。通信終わり」

　バレッタは無線機から手を離し、隣にいたバリンに暗視スコープを押し付けた。

「お父さん、これ持ってて。私、行ってくる」

「なっ!?
 　ま、待て、それなら私も行く！」

「何人もで行ったら敵に見つかっちゃうよ。私１人で行くから、ここで待ってて」

「バレッタ！」

　引き留める父親にかまわず、バレッタは
砦
 とりで

 へと駆け出した。

　限界まで身をかがめて
闇
 やみ

 の中を猛然と走りながら、『万が一』のためにとポケットに忍ばせておいた、小さな丸い物体を取り出した。

　以前、
一
 かず

 
良
 ら

 が女性陣にプレゼントしてくれた、防犯ブザーだ。

　ジルコニアを救出して森へと逃げ込んだ後、もし誰かがはぐれて迷子になってしまった場合に備えて用意しておいたものだ。

　無線があるとはいえ、真っ暗な森の中で合流することは至難の
業
 わざ

 である。

　そんな時のためにと、一番大きな音が出るものを持ってきておいた。

　もちろんその時には追手にも音を聞かれて居場所がばれてしまうだろうが、森の奥深くに逃げ込んだ後であれば問題ない。

　身体能力が大きく向上している救出班の面々ならば、追手よりも早く森の中を駆け抜け、合流できるだろうと考えていたからだ。

　――２人を助けるには、これしかない。それにもう、私たちは止まれない。

　一抹の不安を振り払うかのように、バレッタは奥歯を噛みしめた。

　防壁から50
 メートルほどの位置で立ち止まり、防壁上を見上げる。

　今いる場所は、ロズルーが侵入した地点よりも１００メートルほど北に位置している。

　防壁に上がってきた兵士たちは皆、死体に意識がいっているようで、今のところこちらに目を向けている者は誰もいない。

「っ！」

　視界の端に、城門がゆっくりと開き始める様子が映った。

　おそらく、外を捜索するために騎兵が繰り出されるのだろう。

　かなり距離はあるが、はたして自分は逃げ切れるだろうか。

　――２人とも、お願い、急いで。

　バレッタは祈りを込めて、防犯ブザーのピンプラグを引き抜いた。

　同時に、耳をつんざくような騒音が、防犯ブザーから鳴り響く。

　防壁上の兵士たちが、ばっとこちらに顔を向けた。

　バレッタはそれを目の端で捕らえながら、防犯ブザーを
砦
 とりで

 内目掛けて全力で投げ飛ばした。

　

「な、何だ！　何の音だ!?
 」

「何かがあっちに飛び込んできたように聞こえたぞ！　確認しろ！」

　突然響いた爆音に、防壁付近に集まっていた兵士たちが驚いた様子で駆け出して行く。

　建物の陰に身をひそめてその様子を
窺
 うかが

 っていたジルコニアは、一瞬肩を跳ねさせた。

　今まで生きてきて、一度も聞いたことのない種類の音だ。

「す、すごい音ですね。カズラ様の道具でしょうか」

　背後を見張っていたロズルーが、小声でジルコニアに話しかける。

「ええ。たぶん、防犯ブザーっていう道具の音だと思うわ。前に説明を聞いたことがあるし」

　兵士は皆、鳴り続ける音の方へ向かい、階段付近には誰もいなくなった。

　だが、防壁の上で死体を調べていた何人かの兵士は、
砦
 とりで

 の外を指差して何やらわめいていた。

　防犯ブザーを投げた際に、バレッタが見つかってしまったのだろう。

　彼女を捕縛すべく、すぐに追手が出されるはずだ。

「行きましょう。私も一緒に防壁から飛び降りるわ。受け止めてもらってる時間なんて、ないでしょうし」

「分かりました。着地の際は、足がついた瞬間に膝を折って、前転するように肩から転がってください。もし
怪
 け

 
我
 が

 して動けなくなっても、私が
担
 かつ

 いで行きます」

「……想像しちゃうでしょ。怖いこと言わないでよ」

「す、すみません」

　ジルコニアは剣が装着されたベルトを外し、路地から顔をのぞかせて周囲を見渡した。

　防犯ブザーが落ちた辺りへと走っていく兵士たちの後ろ姿が見える。

　反対方向からも兵士が走ってきているが、まだ距離がある。

「今よ」

　ジルコニアの合図とともに、２人は防壁の階段へと駆け出した。

　通りを横断し、一気に階段を駆け上がる。

「おい！　そっちじゃない！　
砦
 とりで

 の外に誰か――」

　音の方へと駆けて行ってしまう仲間を必死で呼び止めていた防壁上の兵士が、階段を駆け上がる音に気づいて振り返った。

　ちょうど階段下から姿を現したジルコニアの姿に、その兵士は驚きのあまりに身を硬直させてしまう。

　ジルコニアはそんな彼には目もくれず、そのままの勢いで防壁のふちに足をかけ、跳んだ。

　――あ。これ、死ぬかも。

　真っ暗な
闇
 やみ

 の中に身を
躍
 おど

 らせた瞬間、跳んだことを後悔した。

　暗すぎて地面がまったく見えず、着地点との距離感がまるで掴めない。

　心臓を直接掴まれるような恐ろしい浮遊感に襲われ、喉が引きつる。

　まるで何十秒も浮遊しているような、妙な感覚が全身を支配した。

　そして、突如として足先に衝撃が走った瞬間、反射的に膝を折り、左斜め前方へと転がった。

　上手くいった、と思ってそのまま立ち上がろうと、顔を上げる。

「つっ！」

　だが、両足首と左肩に激痛が走り、
堪
 こら

 えきれずにそのまま無様に倒れ込んでしまった。

　そのすぐ隣に、草まみれの人間が軽い音とともに転がりながら着地してきた。

　ロズルーは流れるような動きで立ち上がると、倒れ込んでいるジルコニアの膝下と脇の下に手を差し入れた。

「失礼します！」

「きゃっ!?
 」

　お姫様抱っこされ、思わずか細い悲鳴を上げてしまう。

　ロズルーはかまわず、前方の森へと全力で駆け出した。

　彼の腕の中で振動と激痛に耐えていると、右手から騎兵の
蹄
 ひづめ

 の音が聞こえることに気が付いた。

　だが、その音はなぜか少しずつ離れて行っているようだ。

　ジルコニアは彼の胸にしがみつきながら、その
闇
 やみ

 の中へと目を向け続けた。

　

　２つの影が防壁から跳ぶのを目にするのと同時に、バレッタは森へと駆け出した。

　背後から、複数の
蹄
 ひづめ

 の音が迫ってくる。

　今の自分なら、全力で走れば何とか引き離せるのではないか、などと
微
 かす

 かな希望を持っていたのだが、どうもそれは無理なようだ。

　２００メートル以上は離れていた距離が、みるみるうちに詰まる。

「追え！　逃がすな！」

「な、なんて足の速い奴だ！」

　追手の声が、はっきりと耳に届く。

　前方に広がる森までは、まだかなりの距離がある。

　このままでは、どうあがいても森に入る手前で追いつかれてしまうだろう。

　敵は複数、そのうえ騎兵だ。

　幸い、太ももには
投
 とう

 
擲
 てき

 用ナイフが数本装備してある。

　イチかバチか、急停止してそれらを
投
 とう

 
擲
 てき

 し、追手のラタを仕留めようと考えた時。

　行く手に広がる森の入口から、こちらに手を振る人影が目に入った。

　アイザックたちが先回りしていたのかという考えが、一瞬よぎる。

　だが、次の瞬間、バレッタは
驚
 きよう

 
愕
 がく

 に目を見開いた。

　その人影の後ろから、成牛ほどの大きさもある巨大な狼のような獣――ウリボウ――が姿を現したからだ。

　
巨
 きよ

 
躯
 く

 のウリボウが、遠吠えのような
咆
 ほう

 
哮
 こう

 を上げる。

　さらに、その背後の森の中から、
巨
 きよ

 
躯
 く

 のウリボウよりも二回りほど小さいウリボウが数十、姿を現した。

「うおっ！　な、何だありゃ!?
 　ウリボウか!?
 」

「お、落ち着け！　暴れるな！」

　バレッタの背後から、兵士たちの慌てふためく声とラタのいななきが響く。

　ウリボウの
咆
 ほう

 
哮
 こう

 にラタが
怯
 おび

 え、制御不能となってしまっているようだ。

　バレッタも肉食獣の群れに突っ込むわけにもいかず、慌てて急ブレーキをかけた。

　――こっちへ！

　足を止めたバレッタの頭に、涼やかな女性の声が響いた。

　ぎょっとして周囲を見渡すが、自分の他には誰もいない。

　――早く！　捕まってしまう！

　頭に直接響いた警告に、バレッタは背後を振り返った。

　ラタの制御を何とか取り戻した１騎が、すぐ間近まで迫っていた。

　とっさに、バレッタは前方へと駆け出した。

「ま、待て！　食い殺されるぞ！　止まるんだ！」

　背後の騎兵が、大声で叫ぶ。

　まるでそれに合わせるかのように、
巨
 きよ

 
躯
 く

 のウリボウがこちらへと猛然と走り出した。

　ウリボウが、先ほどよりもさらに大きな
咆
 ほう

 
哮
 こう

 を上げる。

　その
咆
 ほう

 
哮
 こう

 でラタはパニックを起こし、急停止しようとして転倒した。

　ラタはもがきながらもすぐに起き上がり、主人を捨てて見当違いの方向へと逃げていく。

　投げ出された兵士は打ち所が悪かったのか、倒れ伏したままぴくりとも動かない。

　遅れてこちらに向かってきていた他の騎兵も、ラタが暴走して
方
 ほう

 
々
 ぼう

 へと散って行ってしまっていた。

　バレッタは振り返ってそれを確認すると、ほっと息をついて速度を
緩
 ゆる

 めた。

　視線を前方に戻す。

　目の前数メートルの位置に、
巨
 きよ

 
躯
 く

 のウリボウがいた。

「う……」

　間近で見据えられ、バレッタがたじろぐ。

　その時、ウリボウの耳がぴくりと動き、ばっと後方に飛び跳ねた。

　１秒前までいたその位置を、
短
 たん

 
槍
 そう

 が高速で飛び抜けて行った。

「バレッタ！」

　剣を手にしたバリンが、バレッタの前に割り込んだ。

　額に脂汗を浮かべながら、
巨
 きよ

 
躯
 く

 のウリボウを
睨
 にら

 み付ける。

　逃げ戻ってくるロズルーたちに皆が駆け寄るなか、娘可愛さに１人飛び出してきてしまったのだ。

　ウリボウは一瞬目を細め、ふん、と鼻を鳴らすと
踵
 きびす

 を返した。

「あ、あの！」

　声を上げたバレッタに、ウリボウの足がぴたりと止まった。

　こちらを振り返り、再びバレッタに目を向ける。

　――約束は、守っているようだな。

「っ！　や、やっぱりあの時の！」

　頭に響いた声に、バレッタが叫ぶ。

「お、おい。さっきから何を１人で話してるんだ？」

　バリンは何が何やら分からない様子で、ウリボウに剣を向けたままバレッタに声をかけた。

　どうやら、声はバレッタにしか聞こえていないらしい。

　――我らの筋が必要なのか？

　質問とは関係ない問いを返され、バレッタは一瞬『何のことだろう』と言葉に詰まった。

　だがすぐに、
縄
 なわ

 や弦の材料に使う動物の
腱
 けん

 のことを言っていることに気が付いた。

「え、えっと……あれば嬉しいですが、なくても髪の毛で代用できるから大丈夫です」

　――毛でもよいのか。

「はい」

　――分かった。

　ウリボウは振り返り、元いた森へと駆け戻って行った。

　森の入口からこちらを見ていた人影が、ぺこりと頭を下げる。

　ウリボウはその人影の隣で足を止め、一度こちらを振り返った。

　そしてすぐに顔を戻すと、他のウリボウや人影と一緒に森の中へと消えていった。

「オルマシオール様……」

「なんだって!?
 」

　バレッタのつぶやきに、バリンがぎょっとした顔になった。

「たぶんだけど、オルマシオール様だよ。私、今話してたもん」

「私は何も聞こえなかったぞ」

「頭の中に直接話しかけられたの。前にも山の中で、似たようなことあったし」

「……何ということだ」

　顔を青ざめさせているバリン。

　危うく、神に
槍
 やり

 を突き刺すところだったのだ。

　
罰
 ばち

 
当
 あ

 たりどころの話ではない。

「こ、今度私が謝っておくから」

「……そんな簡単に話せる相手なのか？　カズラさんのように、いつでも顔を合わせられる相手じゃないんだろう？」

「今度、毛をくれるみたいなこと言ってたから、たぶん会えると思うよ」

「は？　毛？」

「うん」

　そんな話をしていると、
砦
 とりで

 の方向からばたばたと迫ってくる音が響いてきた。

　２人ははっとして、仲間たちが待つ森の中へと駆け込んだ。

　

「カズラ……」

　弱々しいリーゼの声に、
一
 かず

 
良
 ら

 は彼方へ向けていた視線を隣に移した。

　リーゼはぴったりと
一
 かず

 
良
 ら

 に寄り添っており、不安げな眼差しで彼を見上げている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の右手を強く握るその手には、じっとりと汗がにじんでいた。

　背後にはエイラとマリーもおり、緊張した様子で２人を見守っていた。

「大丈夫、すぐに助け出したって連絡がくるさ」

　リーゼを安心させようと、笑顔を向ける。

　
一
 かず

 
良
 ら

 とて緊張と不安で胸が張り裂けそうだったが、彼女たちの前でそんな姿を見せるわけにはいかなかった。

『こちら救出班。イステリア聞こえますか。どうぞ』

　その時、
一
 かず

 
良
 ら

 たちのイヤホンに、バレッタの声が響いた。

　びくっ、とリーゼの身体が緊張で跳ねる。

「こちらイステリア。よく聞こえます。作戦の
進
 しん

 
捗
 ちよく

 はどうですか？　どうぞ」

『ジルコニア様の救出に成功しました。救出班の皆も、誰一人欠けていません。現在、山岳地帯の森の奥へと退避しているところです。どうぞ』

「っ！」

　それを聞いた途端、リーゼの
瞳
 ひとみ

 から涙が流れた。

　気が抜けたのか、膝から崩れ落ちそうになってしまう。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は慌てて彼女の肩を抱き、しっかりと支えた。

「ナルソンさん」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がナルソンに声をかける。

「うむ。上手くいったようですな。予定どおり、作戦を開始しましょう」

　ナルソンが、待機していた
近衛
 このえ

 
兵
 へい

 に指示を出す。

　彼は緊張した声で返事をすると、階下へと駆けて行った。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそれを見届け、無線の送信ボタンを押した。

「了解です。こちらも行動に移ります。救出班は、回収ポイントＡ地点に向かうということでいいですか？　どうぞ」

　ジルコニア救出後に備えて、彼女たちを回収すべく完全武装の
近衛
 このえ

 
兵
 へい

 の集団を、
砦
 とりで

 に通じる街道の脇に伏せさせている。

　不測の事態に備え、回収ポイントも複数選定しておいた。

　彼らにも無線機を渡してあり、今頃はこちらからの連絡を待っているはずだ。

　ちなみに、そのうちの１人はプチアイザックこと、アイザックの
従弟
 いとこ

 のルートである。

　グリセア村の村人たちも数十人付き添わせており、彼らには改良型クロスボウを数十
艇
 てい

 持たせてある。

　よほどの人数が相手でない限り、負けることはないだろう。

『それが、脱出の際に敵に見つかってしまって追手がかけられているので、回収ポイントは一番
砦
 とりで

 から離れているＣ地点でお願いします。ジルコニア様が負傷してしまって、あまり長距離は移動できそうにありません。今夜はいったん潜伏し、夜が明けたら枝と
蔓
 つる

 で担架を作って、その後移動を開始します。どうぞ』

「えっ!?
 」

　それを聞き、リーゼが驚いた声を上げた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 のマイクを掴み、送信ボタンを押す。

「負傷って、お母様は大丈夫なの!?
 　ねえ!?
 　どうなのよ!?
 」

「ちょ、ちょっと待て！　落ち着けって！」

　叫ぶように言うリーゼを、
一
 かず

 
良
 ら

 が慌ててなだめる。

　どうにも、彼女はジルコニアのこととなると落ち着いてはいられないようだ。

　ジルコニアを失うことを、
酷
 ひど

 く恐れているように
一
 かず

 
良
 ら

 には見えた。

「バレッタさん、ジルコニアさんの傷の具合を教えてください。どうぞ」

『左肩が
脱
 だつ

 
臼
 きゆう

 していたので、先ほどアイザックさんが
嵌
 は

 めました。あと、両足首が
腫
 は

 れています。折れてはいないようなので、たぶん
捻
 ねん

 
挫
 ざ

 かヒビが入っているかと思います。どうぞ』

　それを聞いて、
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼは
安
 あん

 
堵
 ど

 の息を漏らした。

　
腫
 は

 れているという足が心配だが、命に別状がないならひとまず万々歳だ。

「よ、よかった。びっくりしたよ……カズラ、マイク使っていい？」

「いいぞ。ほら」

「ありがと」

　リーゼはようやく落ち着きを取り戻し、マイクを受け取った。

「バレッタ、お母様はどうしてそんな
怪
 け

 
我
 が

 しちゃったの？　どうぞ」

『えっと、
砦
 とりで

 の防壁から飛び降りて脱出した時にやっちゃったみたいです。本当はロズルーさんが先に降りて受け止める予定だったんですけど。どうぞ』

「え？　飛び降りてって、あの高さを飛び降りたの？　
梯子
 はしご

 とか、ロープは持って行かなかったわけ？　どうぞ」

『はい。もとより、そんなことをしている時間はなかったので。それと、脱出の際に、ちょっとまずいことになって……敵兵の注意を
逸
 そ

 らすために、防犯ブザーを
砦
 とりで

 の中に投げ入れてしまいました』

　思いがけぬ報告に、
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼは顔を見合わせた。

　
砦
 とりで

 に投げ入れたということは、敵の手に防犯ブザーが渡ってしまったということだ。

　相手方に
一
 かず

 
良
 ら

 のような人間がいる場合、これがどういった結果を招くことになるのかは未知数である。

　そんな人間はいないだろうという、当初の予想が当たることを祈るしかない。

『ごめんなさい。あの状況では、そうするしかなくて……どうぞ』

　沈んだバレッタの声に、
一
 かず

 
良
 ら

 がリーゼからマイクを受け取る。

「いえ、そのおかげでジルコニアさんたちは助かったんでしょう？　バレッタさんが謝ることじゃないですよ。よくやってくれました。どうぞ」

『はい。戻ったら、経緯を詳しく報告しますね。あ、せっかくなので、ジルコニア様に代わりますね。ちょっと待っててください』

　バレッタが通信を切り、数十秒後。

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちのイヤホンに、約１カ月ぶりの声が響いた。

『え、もう話せるの？　でも何も……うん、押してる。このボタンでしょ？　なのに、何も聞こえないんだけど。……あ、押してる間はこっちは聞こえないの？　え？　今はあっちに聞こえてるの!?
 　ちょっと！　この間抜けな会話も全部聞こえてるってこと!?
 　先に言ってよ！』

「何か大変そうだな」

　わたわたとしたジルコニアの話し声に、
一
 かず

 
良
 ら

 が気の抜けた声を漏らす。

　ナルソンはふっと
微
 ほほ

 
笑
 え

 むと、
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向けた。

「どうやら、大丈夫そうですな。カズラ殿、私は下に行って演説の準備をします。一段落したら、降りてきてください」

「あ、ナルソンさん、話していかなくていいんですか？」

「なに、すぐにまた顔を合わせることになるのです。話すのはその時でいいでしょう」

　そう言うナルソンの顔からは、先ほどまであったような険しさが消えていた。

　では、と
一
 かず

 
良
 ら

 に軽く頭を下げ、階下へと降りて行ってしまった。

『ええと、こちらジルコニア。肩と足首がすごく痛いけど元気です。……え？　終わったら「どうぞ」って言わなきゃいけないの？　……どうぞ』

「お母様、よくぞご無事で……早く、会いたいです……っ」

　リーゼは大切そうに無線機を両手で握り、涙をこぼしてしゃくりあげ始めてしまった。

『……ごめんね、心配かけて。すぐに会えるから、もう少しだけ待っててね。どうぞ』

「はいっ！」

　優しく
諭
 さと

 すようなジルコニアの声に、リーゼが笑顔で返事をする。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が無線機を受け取り、口を開く。

「ジルコニアさん、無事でよかったです。かき氷やアイスクリームを山ほど用意してありますから、楽しみにしていてくださいね。どうぞ」

『アイスクリーム？　それは何ですか？　どうぞ』

「冷たくて甘いお菓子のことです。ジルコニアさんに送ったチョコレート……芋虫のお菓子と同じような味なんですが、冷たくてとろけるような食感で、いろんな種類の味があるんですよ。どうぞ」

『えっ!?
 　あの芋虫ってお菓子だったんですか!?
 　それに、山ほど用意してくれているって本当ですか!?
 　どうぞ！』

　突然元気になった声に、思わず
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼは噴き出してしまう。

　まったく心配はいらなそうだ。

「お母様、全然大丈夫そうだね」

「ものすごく元気そうだな」

『カズラさん！　もしかして、私もカズラさんの持っている食べ物を、もう何でも食べていいんですか!?
 　どうぞ！』

　歓声のようなジルコニアの声が、２人の耳に響く。

「はいはい。何でも食べていいですよ。好きなものを好きなだけ食べさせてあげますから」

　それからもしばらくの間、ナルソン邸の屋上には賑やかな声が響いていた。

　

　
薄
 う

 っすらと朝日に照らされる街の大通りを、たくさんの人々が慌ただしく進む。

　招集を申し付けられていた家々からは、武具に身を包んだ市民たちが慌てた様子で飛び出してきていた。

　皆が身に着けている防具は自前の物で、手にしている武器もそれぞれだ。

「お、おい、今から出撃って本当か？　俺たち、ろくすっぽ訓練もしてないぞ？」

　ばたばたと軍事区画へ向かって走っていた若者が、隣を行く友人に声をかけた。

「俺だって知らねえよ。夜中にいきなり『緊急招集』って叩き起こされただけで、何の説明も受けてないんだからさ」

　彼ら２人は第４階級の市民兵で、投げ
槍
 やり

 と
短
 たん

 
槍
 そう

 を扱う軽装歩兵だ。

　
砦
 とりで

 をバルベールに奪われてからというもの、招集命令を受けた彼らは毎日速成訓練を受けていた。

　しかし速成訓練とはいえ、その日数はわずか20
 日ほどである。

　行軍訓練、基礎体力訓練、野営地設営訓練のみが集中的に行われ、投げ
槍
 やり

 の
投
 とう

 
擲
 てき

 訓練や近接戦闘訓練は申しわけ程度にしか
行
 おこな

 っていない。

　また、彼らと一緒に訓練を受けていたのは、第３階級から第５階級の者たちだけだった。

　富裕層である第１階級、第２階級の者たちは、別の場所で
隔
 かく

 
離
 り

 されて訓練を受けていたらしい。

　時折、ものすごい音が
隔
 かく

 
離
 り

 された訓練場から響いていたが、いったい何が行われていたのだろうか。

「だけどさ……もし本当に、
砦
 とりで

 を奪還するための出撃だとしたら……」

「……俺たち、死ぬよな。どう考えてもさ」

　訓練不足の兵士を前線に送り込むなど、軍隊としては末期状態である。

　こちらの街や陣地に寄った防衛戦闘ならまだ多少は利があるが、敵が待ちかまえている場所へ出向くとなると話は別だ。

　戦は生き物なので状況にもよるが、バルベール軍が同数以上とあっては戦いらしい戦いもできぬままに打ち負かされる可能性が高い。

　しかし、国民の義務である
徴
 ちよう

 
兵
 へい

 を拒否すれば、財産没収のうえ
奴
 ど

 
隷
 れい

 身分に転落だ。

「やっぱり、最近流れてる
噂
 うわさ

 は本当だったのかな。
砦
 とりで

 どころか、奥方様まで敵の手に落ちたせいで、ナルソン様は――」

「バカ、滅多なこと言うんじゃない！　衛兵にでも聞かれたらしょっ引かれるぞ！」

「でもさ、最近妙な
噂
 うわさ

 が多くないか？　ナルソン様もそうだけど、グレイシオール様の
噂
 うわさ

 もやたらと聞くようになったよな」

「ああ……
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯の復活はグレイシオール様の力だとか、毎年必ず洪水にやられてた地区が今年は無事だったのも、グレイシオール様が知恵を授けてくださったから、とかだろ？」

「うん。
砦
 とりで

 が奪われてから、やたらと
噂
 うわさ

 を聞くようになったよな」

「そうだな。でも、
噂
 うわさ

 は
噂
 うわさ

 だろ。
砦
 とりで

 を奪われて皆不安になって、神様だなんだって誰かが言い始めたんじゃないか？」

「いや、それがどうも、そうじゃないらしいんだよ。ほら、例のリーゼ様の婚約者。あれ、グレイシオール様らしいぞ」

　妙なことを言う友人に、男は
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔を向けた。

「は？　婚約者って、たまに２人で街を歩いてたり、馬車に乗ってたりする男のことだよな？　俺も何度か見たことあるけど、普通の人間だったぞ」

「そいつがグレイシオール様なんだとさ。詳しくは知らないけど、イステール家はグレイシオール様の加護を授かってるって話だ。神の力で、イステール領はたった一年で復興したうえに大発展したんだと」

「なんだそりゃ。まるでおとぎ話だな。お前、信じてるのか？」

「信じてるっていうか、信じたいな。もしそうなら、俺たち死なずに済むかもしれないし」

　大通りをひた走り、街の中心にある軍事施設の訓練場にたどり着いた。

　有事の際の集合場所として指定されていたその場所は、すでに多くの武装した市民たちでごった返していた。

「隊ごとに整列！　無駄口を叩くな！」

　部隊番号を記した大旗の前で、中隊長たちが声を張り上げる。

　旗の数から、どうやら招集されたのは２個軍団のようだ。

　皆を見下ろせる高さに造られた演壇の上には、ナルソンとマクレガーが並んでいた。

　２人とも、鎧姿だ。

　市民兵たちは口を閉ざして素早く整列し、姿勢を正して指示を待つ。

「これより、我らイステール領軍は、国境
砦
 とりで

 へと向けて出陣する！」

　訓練場中に響き渡るほどの大声で、マクレガーが言い放つ。

「目的は、奪われた
砦
 とりで

 の奪還である！　
砦
 とりで

 にこもるバルベール軍を撃滅し、奴らの手から
砦
 とりで

 を奪い返すのだ！」

　市民兵たちの表情が、
愕
 がく

 
然
 ぜん

 としたものに変わった。

　約１カ月前に
砦
 とりで

 の戦いで何が起こったのか、バルベール軍がいかに恐ろしい兵器を有しているのかを、彼らは
噂
 うわさ

 伝いで知っている。

　
砦
 とりで

 の防壁をも、簡単に破壊できる大型投石機。

　相手はそんな兵器を有し、しかも職業軍人で構成された２個軍団だ。

　多数の古参兵も混じっているとはいえ、大半が市民兵で構成された急ごしらえのイステール領軍が
太
 た

 
刀
 ち

 
打
 う

 ちできるとは思えない。

　色を失う市民兵たちに、マクレガーに代わってナルソンが口を開く。

「領民たちよ！　バルベールは、
卑
 ひ

 
怯
 きよう

 にも休戦協定を一方的に破り、不意打ちというかたちで我らの
砦
 とりで

 を奪い去った！　このまま放置しておけば、奴らはこの街にも遠からず攻め入ってくるだろう！」

　先ほどのマクレガーにも劣らぬナルソンの大声が、訓練場に響く。

　不安に満ちた目で彼を見つめる市民兵たちだったが、次の言葉を聞いて表情を変えた。

「だが、奴らは我らの実力を見誤った！　
卑
 ひ

 
怯
 きよう

 な奇襲攻撃によって
砦
 とりで

 こそ奪われたが、我々はジルコニア将軍の奪還に成功した！　数日後には彼女と合流できるだろう！」

　市民兵たちが数秒、
唖
 あ

 
然
 ぜん

 とした顔をナルソンに向けた。

　だが、すぐにすさまじい歓声が
沸
 わ

 き起こった。

　ナルソンは数十秒歓声に耳を傾けた後、片手を上げて皆を静まらせた。

「諸君！　バルベール軍は、捕虜１人満足に捕えておくことすらできない大まぬけだ！　彼女を奪還する際、こちらが送り込んだ兵の数を教えてやろう。たった１人だ！　たった１人、それも、その兵士は正規兵ではない！　グリセア村出身の狩人だ！」

　それを聞き、市民兵たちがどよめいた。

　何割かが、近くの者と顔を見合わせてざわついている。

　ナルソンはそれを視界の端で認めながら、続きを言うべく口を開く。

「彼らの防備はザルである！　大規模な救出部隊を送らずとも、ジルコニア将軍を奪還できたことが何よりの証拠だ！　今こそ、
砦
 とりで

 を奪還する好機である！　我らがジルコニア将軍とともに、奴らから
砦
 とりで

 を奪い返すのだ！」

　その後も数分にわたり、ナルソンの演説は続いたのだった。

　

「ナルソンさん、お疲れ様でした。名演説でしたね！」

「お父様、お疲れ様でした」

　執務室に戻ってきたナルソンに、
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼがねぎらいの言葉をかける。

　ナルソンはソファーにどかりと腰を下ろし、心底疲れたようなため息をついた。

　ちなみに、現在広場では、一部の兵士にクロスボウ、鉄製のボルト、特殊形状の矢が配布されている。

　装備の配布が終わり次第、第１軍団から順次出発という予定になっている。

「やれやれ、これで後は進軍するだけですな」

　ここ数日、よく眠れていないらしく、彼の顔には疲労が色濃く残っている。

　ナルソンはリーゼやエイラたちと同様に、日本産の食料を与えて身体能力を強化してある。

　精油やハーブティーも与えていたのだが、精神的な負荷が大きすぎたせいか、あまり効力を発揮しなかったようだ。

「お父様、疲れの取れるハーブティーです」

「おお、すまんな。ありがとう」

　リーゼが差し出すお茶を、ナルソンが笑顔で受け取る。

　エイラが氷式冷蔵庫から冷やしタオルを取り出し、ナルソンの汗を
拭
 ぬぐ

 った。

　マリーは屋上で無線機の番をしており、ここにはいない。

「そういえば、さっき演説中にジルコニアさんと一緒に
砦
 とりで

 を奪還、とか言ってましたけど、ジルコニアさんに指揮を
執
 と

 ってもらうんですか？」

「いえ、肩と両足を負傷しているのでは、さすがに無理でしょう。兵たちを安心させるための顔見せ程度になるかと。軍団には同行させますが」

「そうですか……。でも、あまり無理はさせられませんね。足も、もしかしたらヒビが入ってる可能性もあるわけですし」

「確かにそうですが、そこは耐えてもらわねば。彼女がいるのといないのとでは、兵の士気に
雲
 うん

 
泥
 でい

 の差が出ますので」

「そんなに、ジルコニアさんがいると違うものなんですか？」

　驚いた様子の
一
 かず

 
良
 ら

 に、ナルソンが
頷
 うなず

 く。

「はい。一般的な指揮官とは違い、彼女は将軍という立場にありながら、重装歩兵として一般の兵と肩を並べて部隊の最前線に立つのです。軍団の最高司令官が自ら命がけで戦うので、兵士たちも一歩も引かずに死に物狂いで戦います。彼女のような指揮官は、アルカディアには他に１人もいません」

「さ、最前線って、指揮官がそれでいいんですか？　上手く指揮が
執
 と

 れないような……」

「はい。兵たちの戦意は格段に上がりますが、指揮など
執
 と

 れたものではありません。実際に軍団の指揮を
執
 と

 るのは、副官のマクレガーです。彼女は作戦の立案に少し口を出すくらいですな」

「なるほど、役割分担されているんですね。でも、それって下手したら、ジルコニアさんは死にますよね……」

「ええ。ですので、何度も
止
 や

 めるように言ったのですが、『この手でやらなきゃ意味がない』とまったく聞く耳を持ちませんでな」

「そうだったんですか……」

「お父様、一つよろしいでしょうか」

　黙って話を聞いていたリーゼが、２人の会話に口を挟んだ。

「何だ？」

「先ほどの演説のなかで――」

　リーゼが言いかけた時、コンコン、と扉がノックされた。

　ナルソンが返事をすると、警備兵が１人入ってきた。

「ナルソン様、フライス領から伝令が到着しました」

「フライス領から？　まさか、もう援軍を寄越したのか？」

「はい。正規兵の重装歩兵３個中隊と騎兵４００が、５日後にイステリアに到着するとのことです。大量の食料も携えているので、好きに使って欲しいとのことです」

「……ヘイシェルの奴め、常備兵を半数近くも送ってくるとは。しかも、こんなに早く」

　ナルソンが額を
撫
 な

 でながら、難しい顔で
唸
 うな

 った。

　半月ほど前、王都で開かれた各領地の使者たちによる会議にて、フライス領はイステール領に『急いで常備の兵力を送る』と宣言していた。

　それを見事実行したのだが、これではフライス領は国境守備に
割
 さ

 ける兵力がかなり減ってしまうだろう。

　フライス領はイステール領と同じく、クレイラッツと国境を接している。

　万が一クレイラッツが裏切り、フライス領を攻めるようなことになったら大変だ。

「カズラ殿、伝令と面会して参ります」

「分かりました」

「それと、ご同行の件は考えていただけましたかな？」

「大丈夫です。付いていきますよ」

　演説の前、
一
 かず

 
良
 ら

 はナルソンに『ぜひとも軍団に同行してくれ』と頼まれていた。

　同行させられるだろうな、とは
一
 かず

 
良
 ら

 も考えていたので、特段驚くようなことではない。

　リーゼやバレッタ、そしてグリセア村の人々の、精神的な支えになってくれと言われているのだろう。

　ナルソンの性格なら、もしかしたらそれ以上の考えもあるかもしれない。

　だが、それはそれでかまわないと
一
 かず

 
良
 ら

 は思っていた。

　その時には、ひとこと言うつもりではあるのだが。

　ちなみに、リーゼはジルコニアの代わりに臨時で第２軍団長を務めることになっている。

　実際に指揮を
執
 と

 るのは副官のマクレガーなので、彼女は形だけの軍団長だ。

　留守を預かるのは、療養中のイクシオスである。

「ありがとうございます。エイラ、装備は用意してあるな？」

「はい。特注の鎧を一式と、イステール家の家紋入りの短剣を用意してございます」

「よ、鎧ですか」

　少し期待のこもった声を漏らす
一
 かず

 
良
 ら

 に、リーゼがくすっと笑った。

「ふふ、何だか嬉しそう。やっぱり、カズラも男の子だね」

「う……こんな時に不謹慎かもしれないけど、ああいうのって憧れがあるんだよな。初めて着るしさ」

「そっか。なら、着るのは私が手伝ってあげる。エイラ、私たちの鎧は作業部屋にお願い」

「かしこまりました」

　話しがまとまったとみて、ナルソンが席を立つ。

「では、面会が終わったら私もそちらに伺いますので、待っていてください」

「分かりました。また後ほど」

　

「へえ、その髪型ってそうやって作るのか」

　作業部屋へと戻った
一
 かず

 
良
 ら

 は、鏡の前で
侍
 じ

 
女
 じよ

 に髪を結い上げられていくリーゼを眺めていた。

　
侍
 じ

 
女
 じよ

 は実に見事な手さばきで、あっという間にお団子頭を作っていく。

　
一
 かず

 
良
 ら

 も別の
侍
 じ

 
女
 じよ

 に手伝われながら、鎧下を着ているところだ。

「今度カズラもやってみる？　頭、貸してあげるよ？」

「いやいや、俺には無理だよ。そんなに器用じゃないからな」

「えー、いいじゃん。将来子供ができた時に、きっと役に立つよ？」

「どんだけ先の話だよ。自分が親になるなんて想像もつかないわ」

「すぐになれるって。相手はここにいるんだし」

　鏡越しに、リーゼが
一
 かず

 
良
 ら

 に流し目を送る。

　
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちは２人の会話に苦笑しながら、黙々と作業を続けている。

「おま、
侍
 じ

 
女
 じよ

 さんたちの前で何てこと言うんだ。ていうか、リーゼはまだ15
 歳になったばかりだろ。子供だなんだって言う歳じゃないだろうに」

「え？　早い子は14
 歳で
身
 み

 
籠
 ごも

 って15
 歳で産んでるし、別におかしくないでしょ？」

「……え？　14
 歳で妊娠するのか？」

「うん。貴族じゃあんまり見ないけど、街の人たちならそこまで珍しくもないと思うよ」

「マジか……こっちじゃ、それが普通なのか……」

　髪の結い上げと鎧下の着付けが終わったところで、鎧の乗ったカートを押してエイラが入ってきた。

「失礼いたします。鎧をお持ちしました」

「おお……」

　銀色に輝く鎧の登場に、
一
 かず

 
良
 ら

 が思わず声を漏らす。

　それを見て、リーゼがくすりと笑った。

「じゃあ、まずはカズラから着よっか」

「お、お願いします」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は４人がかりで鎧を着付けられながら、鏡で自分の姿を見つめる。

　腰当を付け、胴鎧を装着した。

　見た目はかなり重厚だが、着てみると思っていたほど重くはない。

　なかなかに様になっているように見えた。

「
馬
 ま

 
子
 ご

 にも衣装ってやつか。我ながら、それなりに見える気がする」

「何それ、ことわざ？　どういう意味？」

「立派な衣装を着れば、どんな人間でも立派に見えるって意味。見た目が貧弱な俺にはうってつけなことわざだろ」

「貧弱ってことはないでしょ。事務仕事ばっかりしてるわりには、まあまあいい身体してると思うけど？　ねえ、エイラも……どうしたの？」

　エイラが思いつめたような表情をしていることに気づき、リーゼが
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔を向ける。

「っ、い、いえ」

「……泣いてるの？」

　その言葉に、皆の視線がエイラに向く。

　その途端、エイラの
瞳
 ひとみ

 から涙があふれた。

「っ！　も、申しわけございません！」

　リーゼは少したじろいだ様子だったが、すぐにポケットからハンカチを取り出して彼女に渡した。

「あなたたちは、もう下がって」

　２人の
侍
 じ

 
女
 じよ

 を退室させ、リーゼがエイラに向き直る。

「どうしたの？　何かあった？」

「……」

「戦いのことなら、心配いらないわ。カズラだって協力してくれたんだし、絶対に負けるはずがない。きっと上手くいくから」

　エイラは何も言わず、肩を震わせすすり泣いている。

　その様子に、リーゼが困ったように眉をひそめた。

　エイラがリーゼの前で涙を流したことなど、今までただの一度もなかったのだ。

　いつも一緒にいる彼女のことなら、リーゼは何でも分かっているつもりだった。

　だが、今は彼女が何を思っているのか、なぜ涙を流しているのかが、まったく分からない。

「エイラさん……」

　その様子を見かねて、
一
 かず

 
良
 ら

 がエイラに声をかけた。

　びくっ、とわずかにエイラの肩が動いた。

　リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 をちらりと見上げ、視線を足元に落とす。

「……私、隣の部屋に行ってるね」

「え？　お、おい、リーゼ！」

　リーゼはさっさと部屋を出て行ってしまい、部屋には
一
 かず

 
良
 ら

 とエイラが残された。

　エイラは泣き声を
堪
 こら

 えながら、肩を震わせている。

「え、えっと……エイラさん、どうしたんですか？　何で泣いてるんですか？」

「……っ」

　その声を皮切りに、エイラはその場にしゃがみ込み、しゃくりあげて泣き出してしまった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はどうしていいか分からず、その場に膝をついて彼女の背に手を添えた。
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「エイラさん、もしかして、俺が原因――」

「ごめんなさいっ！　私、カズラ様になんてことをっ……！」

　エイラが涙でくしゃくしゃになった顔を
一
 かず

 
良
 ら

 に向けた。

「私だけ、我がままを言うようなことをしてっ！　皆、必死で、命がけで……！　それなのに、私はっ……！」

　その言葉で、彼女が何を言っているのかがようやく分かった。

　１カ月ほど前、親族を軍団に編入しないよう手を回してくれと
一
 かず

 
良
 ら

 に頼んだことについて、彼女は言っているのだ。

　これから軍団とともに出撃する
一
 かず

 
良
 ら

 の鎧姿を見て、罪悪感で一杯になってしまったのだろう。

「エイラさん、いいんですよ」

　涙で濡れた
瞳
 ひとみ

 で見つめてくる彼女を、
一
 かず

 
良
 ら

 はまっすぐに見つめ返す。

「家族を危険な目に
遭
 あ

 わせたくないと思うのは、当たり前のことです。俺がエイラさんの立場だったら、きっと同じようにしたと思います。誰でも、きっとそうしたはずです」

「っ……うぅ……」

　エイラはうつむき、声を上げて泣き出してしまった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は彼女を引き寄せ、抱きしめた。

　ふわりと、柔らかなラベンダーの香りが彼女の髪から感じられた。

「いいんです。エイラさんは何も悪くありません。そんなふうに泣かなくても、いいんです」

「ひっぐ……カズラ……さま……っ」

　カズラの胸に
縋
 すが

 りつき、エイラは泣き続けている。

　そういえば前にも似たようなことがあったな、と
一
 かず

 
良
 ら

 がバレッタのことを思い起こしていると、落ち着きを取り戻したエイラが顔を上げた。

「……私、分かっていたんです」

　エイラは
一
 かず

 
良
 ら

 の鎧に添えている手を強く握った。

「ああ言えば、カズラ様なら先ほどの言葉をかけてくださるって……ごめんなさい」

「……そっか。正解を言えてよかったです。答えを間違っていたら、今頃どうなってたんだろ」

　冗談めかして言う
一
 かず

 
良
 ら

 に、エイラが小さく笑う。

「カズラ様」

「はい、何ですか？」

「すべてが終わってからも……毎晩、お茶会に来てくださいますか？」

「お茶会？　ええ、もちろん。今までどおり、毎晩行きますよ。エイラさんとお茶しないと、一日が終わった気がしないんで」

「……はい。私もです」

　そう答えるエイラに、
一
 かず

 
良
 ら

 はほっとしたように
微
 ほほ

 
笑
 え

 むと立ち上がった。

　差し出された手を取り、エイラも立ち上がる。

「それじゃあ、リーゼのところへ行きましょうか。きっと待ちくたびれてますよ」

「……はい」

　扉へと向かう
一
 かず

 
良
 ら

 の背を、エイラはじっと見つめていた。





　

第２章　反撃の狼煙

　

　約１時間後。

　軍団の待つ広場へと向かい、
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼはナルソンを先頭に軍事区画の通路を進んでいた。

　エイラとマリーも後に続いており、２人とも軍団に同行する。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は２人に留守番しているように言い聞かせたのだが、「付いて行く」とエイラはもとよりマリーにまで
頑
 かたく

 なに言われてしまい、結局折れた。

　従者である２人が主人に同行することは当たり前なので、
一
 かず

 
良
 ら

 の言い分のほうが我がままになってしまうのだが。

　イステリアと軍団が通信できるように、屋上には無線機を残してある。

　取り扱いはコルツの両親に任せてきた。

　他にもグリセア村の村人が何人かイステリアに残る。

　コルツは軍団に付いていくと言い張ったのだが、両親に叱りつけられてしょげかえっていた。

「カズラ殿、進軍中はリーゼの
傍
 そば

 を離れないようにお願いいたします。他の者には、カズラ殿はリーゼの助言役ということにしてありますので」

「助言役ですか。むしろ、俺がリーゼにいろいろ聞いてばかりになると思うんですが……兵士たちに変な目で見られそうだ」

　困ったように言う
一
 かず

 
良
 ら

 に、隣を進むリーゼがくすりと笑う。

「大丈夫だって。
一
 かず

 
良
 ら

 はただ、私の隣でどーんとかまえてればいいの」

「ええ……そんなので本当に大丈夫かな？　絶対に怪しまれると思うんだけど」

「そんなことないって。それに、カズラが
傍
 そば

 にいてくれれば、私はいくらでも頑張れるの。だから、離れないでね」

　にこりと
一
 かず

 
良
 ら

 に笑顔を向け、リーゼが言う。

　あまりにも自然にそんな
台詞
 せりふ

 を言われてしまい、
一
 かず

 
良
 ら

 は言葉に詰まってしまった。

「お、おう。分かった」

「あれあれ？　何で赤くなってるのかな？　もしかして、照れちゃった？」

「う、うるさいな！　こんな時にからかうんじゃない！」

　ムキになっている
一
 かず

 
良
 ら

 にリーゼは少し笑うと、前を行くナルソンに顔を向けた。

「お父様、カズラのことなのですが」

「ん、何だ？」

　歩きながら、ナルソンが問い返す。

「カズラを……グレイシオール様の存在を公にして、市民の戦意
高
 こう

 
揚
 よう

 に使おうとしているのでしたら、おやめください」

　カツン、とナルソンが足を止めた。

　振り返り、険しい顔をリーゼに向ける。

　リーゼも笑顔から一転、鋭い視線をナルソンに向けていた。

「やはりそうでしたか。そんなこと、私が絶対に許しません。もしそうするのなら、私は――」

「俺はそれでもかまわないよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に、リーゼが驚いた顔を向けた。

　エイラはじっと
一
 かず

 
良
 ら

 を見つめており、マリーはおろおろと皆の顔に目を向けている。

「ナルソンさん、さっきの演説でわざわざ『グリセア村の狩人』と言っていたのは、そのためですね？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が問いかけると、ナルソンは疲れたようなため息をついた。

「違います。そのようなことはいたしません」

「……え？　だったら、どうしてあんなことを？」

「グリセア村の名前を出したのは、
巷
 ちまた

 に流れているグレイシオール様出現の
噂
 うわさ

 に便乗したものです。ですが、カズラ殿を祭り上げるといった意図はありません」

「でも、それなら何で俺に付いてこいって言ったんですか？　市民にグレイシオールとして認知させるためじゃ……」

「カズラ殿がグレイシオール様だという
噂
 うわさ

 が多少なりとも広まっているのは確かです。しかし、それを利用してどうこうするつもりはありません。私は――」

「お父様、嘘をつかないでください。今さら、カズラを
騙
 だま

 して利用するようなことをして、どうするのですか！」

　リーゼがナルソンにきつい口調で言い放つ。

　ナルソンは、やれやれと
顎
 あご

 をさすった。

「リーゼ、よく考えてみろ。カズラ殿を失う危険を
冒
 おか

 してまで、何か私に……いや、この先イステール領に得るべき利益があると思うか？」

「……ありません。ですが、戦い前の戦意
高
 こう

 
揚
 よう

 は十分すぎる理由かと」

「そうかもしれないな。だが、それなら演説でやったように少々
噂
 うわさ

 を
煽
 あお

 ってやって、後は放っておくだけで十分だ。おそらく今回の戦闘では、第三階級以降の市民兵に出番はほとんどない。戦闘時に
恐
 きよう

 
慌
 こう

 をきたして逃亡するような危険さえなくなれば、それでよいのだ」

「では、なぜカズラに付いてくるように頼んだのですか？」

「リーゼ、お前のために頼んだのだ」

「……え？」

　父の言葉に、リーゼがたじろぐ。

「この先、私やジルに何かあれば、軍を統括し領政を主導するのはお前の役目になる。そのためにも、お前には実戦で経験を積んでもらわねばならん。だが、まだお前には荷が重すぎるということも分かっている」

　そう言うと、ナルソンは
一
 かず

 
良
 ら

 に顔を向けた。

「これから先、カズラ殿にはリーゼの支えになっていただきたいのです。他の者では、代わりになれません。どうか、娘をよろしくお願いいたします」

「は、はい」

　思わず
一
 かず

 
良
 ら

 が
頷
 うなず

 くと、ナルソンはふっと笑みを浮かべた。

「その返事を聞けて安心しました。リーゼ」

「は、はいっ！」

　リーゼがぴしっと背筋を伸ばして返事をする。

「お前は賢い。私なんかよりも、よっぽどな。だが、少しばかり感情に振り回されやすいところが問題だ。
為
 い

 
政
 せい

 
者
 しや

 たるもの、それはよろしくない。直したほうがいいぞ」

「分かりました！」

「うむ。では、行くとするか。ジルと合流するまで、第２軍団はリーゼに預ける。マクレガーを副官に付けるが、指示を出すのはお前の役目だ。しっかりやれ」

「はいっ！」

　リーゼの返事にナルソンは
頷
 うなず

 くと、コツコツと靴の音を響かせて歩き出した。

　
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼは、離れていくその背を呆然と見つめる。

「……俺たちの考えすぎだったみたいだな」

　ちらりと、
一
 かず

 
良
 ら

 がリーゼに目を向ける。

　リーゼは真っ赤な顔で、自分の父親の背を見つめている。

「リーゼ？」

「ひゃ、ひゃいっ!?
 」

　リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 に顔を向け、目が合うと慌てて
逸
 そ

 らした。

「い、行こっか！　置いてかれちゃう！」

　
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 すようにそう言うと、ナルソンを追って駆けて行った。

「……え？　もしかして、さっきのって、そういうふうに取られたのか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がエイラとマリーを振り返る。

「ど、どうでしょう。ですが、ナルソン様の言っていた意味は違う気が……」

「リーゼ様、お顔が真っ赤でしたね……」

　うーん、と
唸
 うな

 る３人。

　だが、ここでこうしていても仕方がないと、リーゼたちの後を追うのだった。

　

　その頃、国境
砦
 とりで

 の防壁上に、バルベール第10
 軍団秘書官ティティスの姿があった。

　ジルコニアたちが逃げ去ったという森を眺め、ため息をつく。

「まだ見つかりませんか。困りましたね」

「参りましたな。まさか、倉庫に地下通路があったとは……それに、この高さを飛び降りて逃げるとは思いませんでした」

　隣に控える老兵士が、やれやれと首を振る。

　彼の名はセイデン。

　古くからカイレンに付き従う副官だ。

　軍団の中でも、最古参の１人である。

　カイレンに拾われて軍団にやってきたティティスを、あれこれ世話してくれたのも彼である。

「しかし、
梯子
 はしご

 も使わずにどうやって侵入したのか……さっぱり見当が付きませんな」

「この高さを飛び降りて走り去るような人たちです。壁をよじ登って侵入したのでは？」

「……ふむ」

　セイデンが身を乗り出して、壁面を眺める。

「それはともかくとして、これはカイレン様が戻られたら大目玉を喰らいますぞ」

「……そうですね」

　ティティスが暗い顔でうつむく。

　カイレンは現在、元老院に召還されてバルベール首都へ行っている。

　独断で休戦協定を破り、
砦
 とりで

 を攻撃したことについて説明をしに行っているのだ。

　普通なら、軍団指揮権を
剥
 はく

 
奪
 だつ

 され、死罪になってもおかしくないほどの暴挙である。

　だが、カイレンは『絶対に大丈夫』と言って出発して行った。

　何か策があるらしいが、ティティスは詳しい内容までは聞かされていない。

「カイレン様の『策』が、ジルコニア将軍を捕虜にしたことだとしたら、かなりまずいですね。私のせいで、カイレン様が……」

「なあに、元老院がそれを知ることになるのは10
 日も後です。今すぐどうこうなる話ではないでしょう」

　カイレンの身を心配するティティスとは違い、セイデンにそこまで深刻な様子はない。

「それよりも、重要なのはこれからです。敵が彼女を救出しに来たということは、ハナから交渉をするつもりなどなかったわけです。奴らは、数日のうちに
砦
 とりで

 を奪い返しに来るやもしれません」

「……さすがに、それはないでしょう。私たちが
砦
 とりで

 を攻撃してから、まだ１カ月も経っていないのですよ？」

　物騒な予想を言うセイデンに、ティティスがいぶかしんだ視線を向ける。

「そんなに早く、アルカディア側が攻略部隊を用意できるはずがありません。
間
 かん

 
者
 じや

 の報告では、彼らは20
 日前に
徴
 ちよう

 
兵
 へい

 を始めたばかりではないですか」

「ええ、そのとおりです」

「だったら、数日のうちに攻撃など不可能でしょう。各領地から軍団を移動させる日数だってかかるんですよ？」

「確かにそうですな。ですが、イステール領軍のみを用いて攻略しようとするなら、話は別です」

「……イステール領軍のみで？」

　小首を
傾
 かし

 げるティティスに、セイデンが
頷
 うなず

 く。

「ええ、そうです。兵を集められるだけ集めて、ここに向かってくるかもしれませんな」

「ただ数だけ集めて攻めたって、こちらは全員正規兵なうえに
砦
 とりで

 を持っているのですよ？　ただの自殺行為じゃないですか」

「ですが、そうでなければ奴らがジルコニアを奪い返して交渉を
放
 ほう

 
棄
 き

 した説明がつきません。必ず勝てる自信がないのに、こんなことをしでかしますかな？」

「……」

　セイデンの言葉に、ティティスが考え込む。

　
砦
 とりで

 を有する完全武装の２個軍団に、訓練不足の
徴
 ちよう

 
募
 ぼ

 
兵
 へい

 の軍団で挑むことなどありえるだろうか。

　自分が敵の立場なら、相手に攻めさせて地の利をもって迎撃する。

　そう考えていると、激しい
蹄
 ひづめ

 の音が
砦
 とりで

 内から聞こえてきた。

　ティティスはそちらに顔を向け、はあ、とため息をつく。

「まったく、何度も何度もやらかしてくれるものだな！　
呆
 あき

 れてものが言えん！」

　老将軍が、ラタ上からティティスに大声で言い放つ。

　ティティスは胸に手を当て、深々と礼をした。

　彼はバルベール第６軍団長のマルケスだ。

「勝手に
砦
 とりで

 を攻撃して休戦協定を破り！　捕らえた大量の捕虜を独断で解放し！　あげくの果てにはジルコニアを殺しもせずに奪い返され！　貴様らはいったい何がやりたいのだ!?
 　本当に我らの友軍なのか!?
 」

　マルケスはわめき散らしながら、ラタを飛び降りた。

　護衛兵をその場に残し、階段を上がってくる。

「聞かせてもらおう、ティティス秘書官！　なぜ捕虜に逃げられるようなことになった!?
 」

「……彼女を収容していた倉庫の地下が、隣の納骨堂に通じていました。そこから敵に侵入され、逃げられてしまいました」

「何？　ということは、その地下道は
砦
 とりで

 の外まで続いているのか？」

「いえ、彼女らは納骨堂から
砦
 とりで

 内の路地へ出て、この防壁までたどり着いて飛び降りたんです」

　ティティスの説明に、マルケスが防壁の真下をのぞき込む。

「……ここを飛び降りたというのか？」

「はい。目撃した兵がおりますので、間違いありません」

「確かに、奴は
悪
 あつ

 
鬼
 き

 のように戦う女だったが……そうか、奴ならやりかねんな」

　マルケスは納得したように
頷
 うなず

 くと、ティティスに視線を戻した。

「
砦
 とりで

 内への侵入経路は？」

「はっきりとは分かりませんが、おそらくこの場所かと。兵士が単独で、防壁をよじ登ってきたのではと推察しているのですが」

「……まるでトカゲだな。だが、ありえない話でもない。他の経路は調べたのか？」

「現在調査中です」

「カイレン将軍が戻るのはいつだ？」

「早くても10
 日後かと」

「そうか。ならば、調査の続きと
砦
 とりで

 の防備は我が第６軍団が受け持つ。貴様らは全員ここから撤収し、我らが使っていた軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 に移り住め。設備はそのまま使ってもよい」

「マルケス様、それは！」

「休戦協定破りという、ことがことだけに今まで手を出しあぐねていたが、もう限界だ。これ以上状況が悪化しないよう、青二才が戻るまでは私に仕切らせてもらおう」

　表情を
歪
 ゆが

 め、マルケスが
苛
 いら

 
立
 だ

 った様子で言う。

「それだけのことを貴様らはしでかしたのだ。嫌とは言わせんぞ」

「……」

　ドスの利いた声でマルケスに言われてしまい、ティティスが押し黙る。

　マルケスはティティスの隣に立つセイデンを
睨
 にら

 み付け、再びティティスに視線を戻した。

「いいか、よく覚えておけ。もしまた奴が、私に恥をかかすような真似をした時は……」

「……した時は？」

「貴様ら２人とも、第10
 軍団にいられないようにしてやる。肝に銘じておくんだな」

「……それはどういう意味でしょうか？」

「あの青二才の手綱をしっかり握っておけと言っているのだ。軍団長の暴走を止められないような副官や秘書官に存在価値はない！　貴様らに付いている肩書は、飾りではないのだぞ!!
 」

　マルケスは吐き捨てると、肩を怒らせて階段を降りて行った。

「……ぐうの
音
 ね

 も出ませんな」

「……これでもかというくらいの正論でしたね」

　はあ、と２人してため息をつく。

　ティティスもセイデンも、カイレンを信じてここまで付いてきた。

　だが、あまりにもマルケスの言い分がもっともすぎて、振り回されている彼が可哀そうになってきてしまう。

「そういえば、フィレクシア嬢はまだ倉庫に？」

　思い出したように、セイデンがティティスに問いかける。

「はい。だんまりを決め込んで、倉庫で、
砦
 とりで

 に投げ込まれた小物とにらめっこしているかと。しかし、あれはいったい何なのか……まったく見当も――」

「ティティス秘書官！」

　ティティスが話していると、階段下のマルケスが声をかけてきた。

「はい、何でしょうか？」

「どうして、ジルコニアを殺さなかった？　奴を殺してしまえば、アルカディアの戦意を一挙に
削
 そ

 ぐことができたかもしれんのだぞ」

「……生かしておけば、いくらでも使い道はあったからです。それに、殺してしまってはアルカディア国民の
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 
心
 しん

 を
煽
 あお

 ることにもなりかねませんでしたので」

「……そうか。だが、こんなことになるなら、さっさと殺しておくべきだったな」

　そう言うと、マルケスはラタに飛び乗って去っていった。

　

　５日後の夕方。

　イステリアを出発したイステール領軍は、
砦
 とりで

 へと続く街道脇で野営の準備を進めていた。

　２個軍団ともなると、付き従えている
奴
 ど

 
隷
 れい

 や使用人を合わせれば１万を優に超える大所帯だ。

　辺り一面に所狭しと天幕が張られ、大勢の人々が慌ただしく動き回っている。

　そんな野営地の中心で、
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼは並んでその光景を眺めていた。

　２人とも鎧は脱いでおり、身軽な服装になっている。

「それにしても、あっという間に野営地ができていくな。前にアイザックさんの士官練兵隊で見た時とはえらい違いだ」

　次々に組み立てられていく天幕を眺め、
一
 かず

 
良
 ら

 が懐かしそうに言う。

「士官練兵隊じゃ仕方ないよ。貴族の新兵なんて、武器の扱い以外は何もできない人たちばっかりなんだし」

「そういうのを考えると、市民兵って頼りになるんだな。まあ、きちんと野営地設営の訓練をしてたってのが大きいんだろうけどさ。……しかし、すごい人数だ」

「だよね。２個軍団でもこんな大人数なのに、多い時はこれの５倍くらいにまで増えるっていうんだから、どうなるのか想像もつかないよ」

「ああ、もし他領の軍団もまざるとなると、兵士だけでも４万人とかになるのか。今回の相手は２個軍団だから、向こうも同じくらいの人数なんだよな？」

「うん。数で言えばほとんど
互
 ご

 
角
 かく

 だね。騎兵はこっちのほうがだいぶ多いと思うけど」

　鐙の登場により、イステール領軍は騎兵が従来の倍近くに増加していた。

　導入されてからまだ２カ月弱しか経っていないが、それまで技量不足とされていた貴族兵がごっそり正規の騎兵へと昇格されたためである。

　実戦に耐えうる訓練済みのラタをすべて駆り出してしまったため、現在は兵士よりもラタが不足している状況だ。

　ラタ自体はグレゴルン領とフライス領から購入し、数は十分いるのだが、軍馬としての訓練が追い付いていないという悩ましい状態になっている。

　市民からも馬術に
長
 た

 けた者をいくらか登用しているため、今後イステール領の騎兵は急激に増加していくだろう。

「ラタたちの調子はどうだ？」

「ばっちりだよ。いくら走っても疲れ知らずだって評判になってる。そのせいで、グレイシオール様
降
 こう

 
臨
 りん

 の
噂
 うわさ

 が騎兵の間でも広がっちゃってるみたいだけど」

　出撃の２週間前から、ラタの食事には通常の飼料に加えて、
一
 かず

 
良
 ら

 が持ってきた白米を
粥
 かゆ

 にして食べさせている。

　すべてのラタが疲れ知らずかつ剛力になったため、荷馬車はほぼ休憩不要となり、積載できる荷物もかなり増えた。

　そんな状態でも、
随
 ずい

 
伴
 はん

 する歩兵よりも移動速度が速いくらいなのだ。

　
斥
 せつ

 
候
 こう

 に出している騎兵たちも同様で、大幅に
索
 さく

 
敵
 てき

 可能範囲が広がった。

　ラタの調子が明らかに良すぎるため、皆困惑しているようだが。

「カズラ様！　リーゼ様！」

　そうして話していると、天幕の間からニィナが走ってきた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の護衛兼小間使いとして、村の娘たちも同行している。

「バレッタたちが見えました！　もうすぐ到着しますよ！」

　彼女が言い終わると同時に、２人は駆け出した。

　

「うわ、なんつう騒ぎだ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちが野営地の末端にたどり着くと、そこは多くの市民兵たちがごった返して大変な騒ぎになっていた。

　どうやら、ジルコニアを出迎えようと数千人が集まってきてしまったようだ。

　あちこちから、「ジルコニア様万歳！」と彼女を
讃
 たた

 える声が上がっている。

「あ、あれ。さっきはこんなんじゃなかったんですけど……見つけた時、私が大騒ぎしたせいかも」

　ニィナが気まずそうに
一
 かず

 
良
 ら

 を横目で見る。

「うーん、それはやってしまいましたね……他の娘たちはどこに？」

「ナルソン様に伝えに行ったり、イステリアに報告するために無線機を取りに行ってます」

「ちょっと！　これじゃ通れないじゃない！　そこをどいて！」

　リーゼの声に気づいた市民兵たちが道を空けようとするが、いかんせんすし詰め状態でニッチもサッチもいかない。

　後ろからも次々に人が押し寄せてきていて、身動きが取れなくなってしまった。

　３人は引っ付いたまま、人波に流されていく。

「いたたっ!?
 　どいてください！　通してくださいー！」

　これは流れに身を任せるかと
諦
 あきら

 めかけた時、
喧
 けん

 
騒
 そう

 の中から聞き覚えのある声が
微
 かす

 かに耳に届いた。

「バレッタさん!?
 」

「っ！　カズラさんっ!?
 」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が大声で呼びかけると、人ごみの中から細い手が上に伸びた。

　その場で飛び跳ねているのか、ぴょんぴょんと小刻みに上下している。

「こっちですっ！　通れないんですぅ！」

「どいてっ！　通してください！」

　無理やり人ごみをかき分けて、その手の
下
 もと

 へと向かう。

　やがて人々の隙間から、バレッタの顔がわずかにのぞいた。

「カズラさんっ！」

「バレッタさん！」

　互いに手を伸ばし、何とか掴む。

　ぐい、と互いに引き寄せ合い、ぎゅっと抱きしめた。

「おかえりなさい！　無事でよかった！」

「カズラさんっ、会いたかったですっ……ふぇぇ」

　久々の再会に感極まったのか、バレッタは
一
 かず

 
良
 ら

 の胸に顔をこすりつけて泣き出してしまった。

「本当に、無事でよかった。さっき痛がってましたけど、大丈夫ですか？」

「ぐすっ……大丈夫です。少し足を踏まれただけなので」

「ジルコニアさんたちは、この先にいるんですか？」

「はい。まだ歩けないので、馬車に乗っています。野営地に近づいたら、大勢駆け寄ってきてしまって……たぶん、動けなくなってるんじゃないかな」

　そう言って、バレッタが背後を振り返る。

　だが、あまりにも人が多すぎて、とてもそちらへは向かえそうにない。

「ううむ、あっちか……リーゼ、いったん戻ろう。無理に行くと
怪
 け

 
我
 が

 しそうだ」

　真後ろにいるリーゼに振り返り、
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかける。

「うん、そうだね。……バレッタ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の腕の中にいるバレッタを、リーゼがのぞき込む。

　涙目の彼女と目が合い、にっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「おかえり！」

「……はい、ただいまです」

　リーゼの優しい
微
 ほほ

 
笑
 え

 みに、バレッタも
微
 ほほ

 
笑
 え

 み返すのだった。

　

　数十分後。

　駆けつけてきた正規兵に手伝ってもらい、集まっていた人々を何とか端に寄せて道を作った。

　開けた道の先から、ラタに乗ったアイザックとハベルが向かってくる。

　その後ろには、２頭のラタに引かれた馬車が続いていた。

「お母様！」

　リーゼが待ちきれず、馬車へと駆け出して行く。

　
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタも後に続いた。

　馬車の窓から、ジルコニアが顔をのぞかせる。

「馬車を止めて！」

　ジルコニアの声で馬車が止まり、扉が開く。

　その音に、アイザックが慌てて振り返った。

「だ、ダメですよジルコニア様！　馬車に乗っていてください！　歩いてはいけません!!
 」

「大丈夫よ！　全然痛くないんだから！」

「で、ですが、バレッタさんが、『後でテーピングするまで絶対に歩くな』と言ってたじゃないですか！　おい、ハベルも何とか……って、どこ行くんだお前!?
 」

　制止するアイザックを無視して、ジルコニアは馬車から飛び降りた。

　そこに、リーゼが駆け寄って抱き着いた。

　アイザックの隣を進んでいたハベルもラタを飛び降り、駆け寄ってきたマリーを抱きとめている。

「ひっぐ……お母様ぁ……！」

「リーゼ……心配かけたわね」

　母の胸に顔をこすりつけ、リーゼが
嗚
 お

 
咽
 えつ

 を漏らす。
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　その光景に、集まっている者たちが大きな歓声を上げた。

　ジルコニアはリーゼを抱きしめたまま、
一
 かず

 
良
 ら

 に顔を向ける。

「おかえりなさい、ジルコニアさん」

「カズラさん、ただ今戻りました。私がいない間、リーゼを守ってくださってありがとうございました」

　ジルコニアたちの
下
 もと

 に、
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタも歩み寄る。

「本当に、無事でよかったです。足、平気なんですか？」

「はい。昨晩までは少し痛みがありましたけど、今はまったく痛くありません」

「えっ、それってまだ歩いちゃダメなんじゃないですか？　
捻
 ねん

 
挫
 ざ

 って、痛みが引いてからもしばらく安静にしておかないと、後で関節に異常が出るって聞いたことが……」

「え!?
 」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の不穏な発言に、ジルコニアがバレッタに目を向ける。

　バレッタは笑顔だ。

　明らかに怒っている笑顔だが。

「ジルコニア様、今すぐ馬車に戻ってください」

「うっ……はい……」

「お母様、私に掴まってください」

　リーゼに支えられながらジルコニアが馬車に戻ろうとした時、ひと際大きな歓声が響いた。

　ラタに乗ったナルソンが、護衛兵を伴って現れたからだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタは、邪魔にならないように端に寄った。

「あれ？　何でナルソンさん、ラタに乗ってるんだ？」

「たぶん、他の人たちから見えるようにですよ。一大イベントですし」

「なるほど」

　ナルソンは小声で話す２人の前を通り過ぎ、ジルコニアの正面に来るとラタを止めた。

　それに合わせるように、騒ぎがぴたりと止む。

「ジル、よく無事に戻ってきてくれたな」

「バレッタたちのおかげよ。まさか、防壁から飛び降りることになるなんて思わなかったけど」

「うむ、そうだったらしいな。足は平気か？」

「ええ。でも、まだしばらくは歩いちゃダメなんですって。馬車に戻らないと」

「いや、それはこれが終わってからにしてくれ」

　ナルソンはそう言うと、背後の護衛兵をラタから降ろし、そのラタをジルコニアの前へと連れていかせる。

「乗れ」

「え？　で、でも、足が……」

「手を貸してやる。ほれ」

　ジルコニアは困惑しながらも、ナルソンが差し出した手を取る。

　護衛兵が彼女の後ろに回り、腰を支えた。

　ぐい、とすさまじい力で引き上げられ、ラタに
跨
 またが

 る。

「ナルソン、あなたも力を……」

「その話は後だ。ほら、これを使え」

　ナルソンが、
鞘
 さや

 に
納
 おさ

 まった長剣をジルコニアに差し出す。

　彼女はわけが分からないといった様子で、それを受け取った。

　ナルソンはラタを
旋
 せん

 
回
 かい

 させ、集まっている兵士たちをぐるりと見渡した。

「兵士たちよ！　ジルコニア将軍は我らの
下
 もと

 へと帰ってきた！」

　ナルソンが大声で言い放つと、兵士たちが大歓声を上げた。

　数秒待ち、片手を上げてそれを静まらせる。

「これより、この攻略軍の総司令官はジルコニア将軍とする！　このまま我らは
砦
 とりで

 を強襲し、奴らの手から奪い返すのだ！」

　ちらりと、ナルソンがジルコニアに目を向けた。

「……ああ、そういうことね」

　ジルコニアは苦笑すると、剣を抜いて天に掲げた。

　野営地全体が、地鳴りのような歓声に包まれた。

　

　騒ぎ続ける皆を残し、
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタは一足先に野営地の中心部へと戻ってきた。

　後方からは、『ジルコニア様万歳！　ナルソン様万歳！』と大合唱が響き続けている。

　ほぼすべての兵士や使用人が、ジルコニアの
下
 もと

 へと集まっているようだ。

「はあ、すごい歓声でしたね。耳が痛くなっちゃいましたよ」

　自分の天幕にたどり着き、布を払って中へと入る。

「マリーさんも戻ってきそうにありませんし、夕食は勝手に済ませちゃいましょうか。実は、災害時用の真空パックカレーライスっていうものを用意して――」

　そう言いかけた時、背後からバレッタが
一
 かず

 
良
 ら

 の服を掴んだ。

「ん？　どうしました？」

「……もう、会えないかと思いました」

　バレッタがつぶやくように言う。

「もしあの時、オルマシオール様が助けてくれなかったら……私、あそこで死んでいたかもしれません」

　ぎょっとして、
一
 かず

 
良
 ら

 が振り返る。

　バレッタが
一
 かず

 
良
 ら

 を見上げる。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は、何があった、と尋ねようと口を開きかけ、やめた。

　バレッタの
瞳
 ひとみ

 に、涙があふれていたからだ。

「私……怖かった……怖かったんですっ……！」

　バレッタはぼろぼろと涙を流し、声を上げて泣き出した。

　先ほどのような控え目な泣きかたではなく、しゃくりあげながら子供のように泣きじゃくる。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は彼女を引き寄せ、強く抱きしめた。

「……ごめんなさい。もう二度と、そんな目には
遭
 あ

 わせませんから」

　バレッタが
一
 かず

 
良
 ら

 にしがみつく。

　これまでにも何度か彼女に泣かれたことはあったが、今の泣きかたはこれまでと明らかに様子が違っていた。

　悲しくて泣いているのではなく、恐怖に震えて泣いているのだ。

「これからはずっと、俺が一緒です。何をする時も、どこに行く時も、俺が
傍
 そば

 にいますから」

　たった今まで、彼女がまだ16
 歳になったばかりの少女だということを、
一
 かず

 
良
 ら

 は忘れてしまっていた。

　彼女は他の誰よりも賢く、機転が利き、常に先のことを考え、たいていのことでは
物
 もの

 
怖
 お

 じしない。

　だがそれは、『
一
 かず

 
良
 ら

 のために頑張っている』からこそだったのだ。

　頑張っていたからこそ、彼女は強くあれたのだ。

『彼女に任せておけば大丈夫』

　口には出さずとも、皆がそう考えていたふしがあった。

　それは、
一
 かず

 
良
 ら

 とて例外ではない。

　先日の救出作戦に彼女が志願した時、
一
 かず

 
良
 ら

 は止めもしなかった。

　それは
砦
 とりで

 に侵入するのが彼女ではないからという理由もあったが、彼女なら不測の事態にも対応できるだろうと考えたからだ。

　自分を心から
慕
 した

 ってくれる
年
 とし

 
端
 は

 もいかない少女に、どれだけ重責を負わせていたのだろうか。

「ひっぐ……カズラさんっ……」

　しばらく大泣きした後、少しだけ落ち着いたバレッタは肩を震わせながら顔を上げた。

「本当、ですか？　約束、してくれますか？」

「約束します。前にも言ったじゃないですか。俺はバレッタさんの
傍
 そば

 にいるって」

「……はい、そうですね」

　バレッタは少し
微
 ほほ

 
笑
 え

 むと、
一
 かず

 
良
 ら

 の背に回した手に力を込めた。

「……カズラさんがいない世界なんて、私、耐えられません」

　そう言って、その胸に顔を押し当てる。

「約束……絶対に守ってくださいね」

「は、はい」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が
頷
 うなず

 いた時、外からがちゃがちゃと鎧の
擦
 す

 れる音が近づいてきた。

「カズラ様は中か!?
 」

「しーっ！　今はダメです！　用件は私が聞きますから！」

「緊急なんだ！　どいてくれ！」

「だから、大きな声を出さないでくださいってば！」

　何やら外で、ニィナと兵士が言い合っているようだ。

　ニィナは声をひそめているようなのだが、出入口は布の垂れ幕なので丸聞こえである。

　どうやら、ずっと聞き耳を立てていたようだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタと寄り添ったまま入口へ行き、布を払った。

　緊迫した様子の兵士を、ニィナが両手を広げてとおせんぼしている。

「どうしました？　何の騒ぎです？」

「あー……ごめんなさい。せっかく――」

　苦笑いしながら、ニィナが何かを言いかける。

　そんな彼女を、兵士が押しのけた。

「バルベール軍が
砦
 とりで

 から出撃しました！　急ぎ、ナルソン様の天幕に来るようにとのことです！」

　

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちが天幕に入ると、ナルソン、ジルコニア、リーゼ、マクレガーが長机を囲んでいた。

　ナルソンの後ろには、アイザックとハベルが控えている。

　机の上には、10
 センチほどの高さの枠が付いた正方形の大きな木箱が置かれている。

　中には砂が敷き詰められていて、平らにならされていた。

　戦闘のシミュレーションをする『
砂
 さ

 
盤
 ばん

 』と呼ばれるものだ。

「ナルソンさん、バルベール軍が
砦
 とりで

 を出たって聞きましたが」

「はい。昨日の朝に出撃したようです」

「目的地は分かりますか？」

「まっすぐ、こちらに向かってきています。森の出口で待ちかまえるつもりかと」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がリーゼの隣に座る。

「バレッタ、お母様の足を……ど、どうしたの？　目が
腫
 は

 れてるよ？」

　リーゼの言葉に、皆の視線がバレッタに向く。

「え、えっと……テ、テーピングテープを取ってきますね！」

　ばたばたとバレッタは天幕を出ていった。

　今度は、皆が
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向ける。

「ちょ、ちょっといろいろありまして……で、
砦
 とりで

 を出た軍勢っていうのは２個軍団ですか？」

「いえ、１個軍団だけのようです」

「む、１個軍団ですか。もう１つの軍団は
砦
 とりで

 に居座ってるんですかね？」

「はい。軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 にいたほうの軍団が
砦
 とりで

 に移動したようですが、軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 の設備は引き払わずそのままのようです。敵の増援部隊の到着が近いかもしれません」

「増援ですか……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が顔をしかめる。

　
砦
 とりで

 に詰めている２個軍団を両方出張らせての会戦が理想だったが、敵は１個軍団を出すにとどめたようだ。

　増援部隊の到着が近いとなれば、うかうかしてはいられない。

　新兵器があるとはいえ、一度の戦いで大打撃を与えられるのは、こちらの手の内がバレていない第一戦目だけになる可能性が高い。

　敵が対策を講じる前に、一気に
砦
 とりで

 を制圧するのが理想だ。

「森の出口を押さえてしまえば、１個軍団で十分と考えたのかもしれません。時間を置いて
砦
 とりで

 の軍団も出撃する可能性はありますが、まだ分かりませんな」

「つまり、こっちを
殲
 せん

 
滅
 めつ

 する気はなくて、森の出口で追い返せればいいって考えてるってことですか？」

「いえ、追い返すだけが目的なら、
砦
 とりで

 の前に兵を展開してくるはずです。進軍してきたということは、こちらを撃破する意図があるということです」

　通常、
砦
 とりで

 を有している側が防衛戦を行う時は、防壁の上に弓兵や投石兵を配置して、防壁のすぐ外側には近接戦用の歩兵を展開する。

　歩兵に攻め手を食い止めさせて、
砦
 とりで

 上からの攻撃で敵に出血を
強
 し

 いるのだ。

　攻め手は射手を近づけると
砦
 とりで

 上からの攻撃を浴びてハチの巣になるので、うかつに支援攻撃ができない。

　これはもちろん、長射程の攻城兵器を攻め手が保有していない場合の話だ。

「おそらく、敵は騎兵に森を
迂
 う

 
回
 かい

 させて、我々の後方に回り込ませる算段でしょう」

　ナルソンはそう言うと、机の上に置かれていた布袋をひっくり返した。

　中から、たくさんの木彫りの人形が砂の上に転がり出る。

　歩兵、弓兵、騎兵といったオーソドックスな兵種の他に、２頭のラタが小さな２輪馬車を引いている人形や、クロスボウを持っている兵士の人形などもある。

　人形はすべて、青色もしくは赤色に塗られていた。

「おお、兵種ごとの駒ですか。たくさんありますね」

「ここ数カ月で兵種がかなり増えましたからな。以前はこれの半分程度でした」

　固定具付きのハンドキャノンを持っている砲兵やスコーピオン、バルベールが使ってきた遠投投石機（トレビュシェット）の人形まで用意されている。

　なかなか細工が細かく、部屋に飾っておきたいくらいの出来栄えだ。

「この二輪馬車を引いている駒は何ですか？」

「それはバルベールが用いるチャリオットです。車輪の軸に剣が取り付けてある兵器でして、敵陣に突っ込んで戦列を乱し、兵士を切り刻みます。休戦前の戦いで一度こてんぱんにしてやったので、相手が使ってくることはないでしょうが」

「ああ、これが……って、これってかなり強い兵器ですよね？　どうやってやっつけたんですか？」

「相手がチャリオットを投入してきたら、進路の先の兵士に道を空けさせたのです。空けた道の先にも兵を置き、チャリオットが道に入ったら
槍
 やり

 を突き出させました」

「『ネズミ捕り』って言ってたかしら？」

「うむ」

　どうやら、チャリオットが近づいてきたら兵士をコの字に配置して、罠に誘い込むような方法で撃破したようだ。

　突き出された
槍
 やり

 に突っ込む動物はいない。

　道が空いていれば、いくら
御
 ぎよ

 
者
 しや

 が操縦しても、自然とそちらに進む。

　ナルソンはそれを利用したようだ。

　だが、
一
 かず

 
良
 ら

 の知っている古代兵器のチャリオットは、こちらの世界の物とは少し違うように思えた。

「弓兵を乗せて矢を射かけたりはされなかったんですか？」

「いえ、野戦では馬車が揺れすぎて、弓など使えたものではありません。それに、
御
 ぎよ

 
者
 しや

 と射手とで乗っては重すぎて、動きも
鈍
 にぶ

 りますので」

「揺れすぎ……？　あ、車軸が未発達だからか」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が思い浮かべているチャリオットは、古代エジプトで用いられていたような高機動タイプのものだ。

　車輪は、車軸から延びる複数本の棒が、円形のリムというものに接続されて形作られている。

　古代エジプトのチャリオットは、このリム部分に動物の革が巻かれており、走行時の振動を吸収するようになっていた。

　そのおかげで、射手は高速で移動する車上でも、安定して矢を射ることができたのである。

　また、急な角度で曲がっても横転しにくいよう、車輪は車体後部に設置し、左右の幅も広く作られていた。

　バルベールのチャリオットはそのあたりが未発達なため、
旋
 せん

 
回
 かい

 する際はかなり大回りをする必要がある。

　そのせいで、ナルソンが仕掛けた『ネズミ捕り』にまんまと引っかかってしまったわけだ。

　ちなみに、エジプトのチャリオットの搭乗者は軽量化のために防具を着ない。

　馬車自体も徹底的に軽量化されていて、ほとんど骨組みだけといった構成だ。

　当然ながら、防御力は
皆
 かい

 
無
 む

 である。

　使う側にも使われる側にも、ある意味恐ろしい兵器だったようだ。

「アルカディアはチャリオットは持ってないんですか？　訓練場とかでも、一度も見たことがないですけど」

「あれは操縦訓練に恐ろしく手間がかかりますので、我が国では採用しておりません。地形にも制約を受けますし、我々にはそんな兵種をそろえている余裕はありませんでしたので」

「なるほど……数をそろえるとなると、かなり大変なわけですね」

「さて、それはいいとして、盤の準備をいたしましょう。マクレガー、頼む」

「はい」

　マクレガーが盤上に手を伸ばし、さらさらと砂に地図を描き始めた。

　縦長の道の片側に、森を示す円を。

　もう片側には、山岳地帯を示すように小高く砂を盛った。

　ちなみに、マクレガーとイクシオスには、
一
 かず

 
良
 ら

 がグレイシオールであるとナルソンから伝えてある。

　今までの経緯についても大まかに説明したのだが、直接
一
 かず

 
良
 ら

 に何かを聞いたり、態度を変えたりはしてこなかった。

　余計なことをまったく言わないあたり、さすがである。

「ジル、バルベール側の駒を頼む」

「ええ」

　サクサクと、ジルコニアが道を
塞
 ふさ

 ぐように赤い駒を並べる。

　ナルソンも、青色の駒を森の間の道にいくつか並べた。

　赤色がバルベール軍、青色がアルカディア軍だ。

　森の間を、アルカディア軍が進んでいる構図になった。

「道に罠が仕掛けられたりもしますかね？」

　盤面を見てふと思い立ち、
一
 かず

 
良
 ら

 が質問する。

　以前、リーゼから軍団同士の戦闘の説明を受けた際に、罠の話があったことを思い出したからだ。

「いえ、敵の目的はこちらの
殲
 せん

 
滅
 めつ

 なので、
壊
 かい

 
走
 そう

 後の追撃に邪魔になるような罠は仕掛けないと思います」

「敵が森に伏兵を置くっていう可能性は？」

「もちろんあります。戦闘の前に森と山岳地帯には十分な数の
斥
 せつ

 
候
 こう

 を出し、安全を確保します」

　両脇を森と山岳地帯に挟まれているとはいえ、その間の空間は軍団を展開するには十分な広さがある。

　平坦で障害物もないため、
長
 なが

 
槍
 やり

 を装備したアルカディア兵にはうってつけの戦場だ。

　敵にしてみれば、森の中に伏兵を置いて横腹を突くというのは魅力的な作戦だろう。

　だが、初めて来た森であまり遠くに兵を伏せれば、戦域に到達する前に迷子になる可能性が非常に高い。

　かといって、あまり近くに伏せれば攻撃前に発見される恐れがある。

　そうなれば、貴重な戦力である騎兵隊が戦闘時に宙ぶらりんの状態になってしまい、完全に無駄となるだろう。

　森を
迂
 う

 
回
 かい

 して街道沿いに進み、本隊と挟み撃ちにしたほうが確実だと考えるのが普通である。

「では、状況の確認をしよう」

　ナルソンが宣言し、皆が
頷
 うなず

 く。

　
一
 かず

 
良
 ら

 も質問をやめ、黙って聞くことにした。

「
砦
 とりで

 を攻撃された時の編成を見るに、敵軍が保持している兵種は、重装歩兵、弓兵、騎兵、投石機だ。今回の会戦では、投石機はいないとみていいだろう」

「そう？　後方で組み立てておいて、使ってくるんじゃない？」

　ジルコニアが心配そうに言う。

　彼女は実際に直撃弾を喰らい、乗っていたラタを肉塊にされている。

　その時の衝撃は、いまだに強く頭にこびりついていた。

「いや、森と自軍の兵士とで視界が妨げられるから、射撃手が着弾地点を確認できない。目標地点の修正にも時間がかかるようだし、あれは会戦に向く兵器ではないな」

「そう……確かに、そうかもしれないわね」

「続けるぞ。奴らは弓兵を２個中隊、つまり６００人は持っている。もう１個軍団が合流した場合、弓兵だけで１２００人まで膨れ上がる。まずはそれを使って、こちらの戦力の
漸
 ぜん

 
減
 げん

 を狙ってくるはずだ」

「こっちの弓兵の数は？」

「２個軍団で５００程度だ。ただし、クロスボウはその４倍用意した。矢と替えの部品もたっぷりある」

「そんな数、よくそろえられたわね。訓練は十分なの？」

「もちろんだ。そうだな、マクレガー？」

　ナルソンに話を振られ、マクレガーが
頷
 うなず

 く。

「はい。矢を
番
 つが

 えて引き金を引けば撃てるので、訓練自体は簡単でした。また、点ではなく面での一斉射撃を行うので、ただ前に撃てばいいだけです。細かく狙う必要はありませんので」

「じゃあ、弓にはクロスボウで対抗するの？」

「いや、しない。弓とスリングで応戦しつつ、敵の前進をうながすために数機のスコーピオンで攻撃する。クロスボウを使うのは、敵が接近してきて投げ
槍
 やり

 の
投
 とう

 
擲
 てき

 態勢に入ってからだ」

「……なあ、リーゼ」

　隣に座るリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 が小声で話しかける。

「ん、なあに？　何か分かりにくいところでもあった？」

「いや、ちょっとした疑問なんだけどさ。味方への指示って、太鼓で出すんだよな？」

「うん」

「でもさ、戦ってる時って、お互いわーわー叫んでたり武器同士がぶつかったりして、ものすごく騒がしくなるだろ？　太鼓の音なんて聞こえなくないか？」

「聞こえにくいことは確かだけど、聞こえないってことはないよ。太鼓も大きいのを使ったり、何個も同時に使ったりするからね」

「そうなのか。でも、細かい指示って出せないように思うんだけど」

「うん。だから、楽器を使い分けるの。攻めてる時は太鼓で、防御の時は
銅
 ど

 
鑼
 ら

 、
退
 ひ

 く時は
鏑
 かぶら

 
矢
 や

 （笛が付いた矢・放つと甲高い音が出る）、みたいに。国とか領地ごとに、みんなバラバラだけどね」

「あ、そうなのか。なるほど、納得した」

　その後も続く作戦説明を、
一
 かず

 
良
 ら

 はリーゼにちょこちょこ説明を補足してもらいながら聞いていた。

　

　その頃バレッタは、自分の天幕に戻って手鏡を開いていた。

　鏡に映る自分の顔を見て、はあ、とため息をつく。

　目は真っ赤になっており、
瞼
 まぶた

 は
腫
 は

 れぼったく
酷
 ひど

 い顔だ。

　冷やせば何とかならないかと、冷却ジェルシートを開けて目の上にぺたりと貼り付ける。

　すると、背後から誰かが入ってくる音が聞こえて振り返った。

「やほ。さっきはごめ……何やってるの？」

　青いジェルシートで目隠し状態になっているバレッタに、ニィナが
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔になる。

「泣きすぎて、目が真っ赤になっちゃって。何とかならないかなって」

「え、それ貼ると治るの？　うわ、冷たい！　なにこれ、すごいね」

　バレッタはシートを少し
捲
 めく

 り、足元に気を付けながらベッドに腰かける。

　ニィナも、その隣に座った。

「ていうかさ、もう付き合ってたなら教えてよ。びっくりしちゃったじゃない」

「え？」

「え？　じゃないでしょ。カズラ様とお付き合いしてるんでしょ？　もう、あんたもやる時はやるんだねぇ」

　うりうり、とニィナがバレッタの腕を
肘
 ひじ

 で
小
 こ

 
突
 づ

 く。

「そ、そんなんじゃないよ。別に何も、進展してないし」

　歯切れの悪いバレッタに、ニィナが小首を
傾
 かし

 げる。

「何よそれ。『俺はバレッタさんの
傍
 そば

 にいる』とか『カズラさんのいない世界なんて耐えられない』とか言ってたじゃない。思いっきり恋人同士の会話じゃん」

「えっ、もしかして、全部聞いてたの？」

「うん。天幕の外まで声が響いてたよ。丸聞こえだった」

「あうう……」

　バレッタが頭を抱えて
蹲
 うずくま

 る。

　大勢の中で
一
 かず

 
良
 ら

 と顔を合わせた時にはまだ我慢していたのだが、２人きりになった途端、感情が爆発してしまったのだ。

「まあ、あんたとカズラ様なら不思議じゃないか。前からそんなんだしね」

「うう、何か言いかたにトゲがあるよ……」

「あはは、そうかなぁ」

「……ニィナ、どうかしたの？」

　どことなく元気のないニィナの声に、バレッタはジェルシートを
剥
 は

 がして顔を見る。

「うん……もうすぐ戦いじゃない？　やっぱり、何だか怖くてさ」

　少し陰のある表情で、力なくうつむく。

「バレッタはすごいよね。何でも１人でできちゃうし、度胸もあるし。同い年なのに、何でこうも違うかな」

「そんな、私だって――」

「やっぱり、愛の力ってすごいよねぇ。カズラ様のためだったら、何でも頑張れちゃう感じ？」

　ころっと表情を明るくし、からかうようにニィナが言う。

「うん、いくらでも頑張れるよ。カズラさんのためなら、何だってできる」

「うわ、素で返したよこの娘……」

「ニィナのためでも、私、頑張れるよ。何だってできると思う。だから、私のこと頼ってくれていいからね」

　そう言ってバレッタは
微
 ほほ

 
笑
 え

 むと、ニィナをぎゅっと抱きしめた。

「……ごめん、ちょっと泣きそう」

「いいよ。泣いたほうがすっきりするよ」

　肩を震わせてすすり泣くニィナの背を、バレッタは優しく
擦
 さす

 る。

　数分して、ニィナが、はあ、と息をついた。

「ありがと、すっきりした。もう大丈夫だから」

「うん。はい、ハンカチ」

「おっ、気が利くね。さっすがバレッタ」

　ちーん、とニィナが鼻をかみ、ハンカチをポケットにねじ込んだ。

　さて、とバレッタが立ち上がる。

「私、そろそろ行かなきゃ」

「えっ、誰かと約束でもあるの？」

「うん。ジルコニア様の足にテーピングしないといけないの。それを取りに戻ってきたんだ」

　それを聞き、ニィナがぎょっとした顔になる。

「ちょっ、こんなところで私にかまってる場合じゃないじゃん！　早く行かないと！」

「あはは、そうだね。それじゃ、またね」

　バレッタはテーピングテープを木箱から取り出すと、天幕を出て行った。

「……うーん、あんないい娘、私が男だったら、他の男に取られる前に大急ぎでモノにしちゃうんだけどな」

　そう言って頭を
掻
 か

 きながら、ニィナも天幕を出るのだった。

　

「遅くなりました。ジルコニア様、足を出してください」

　会議を続けていると、バレッタがテーピングテープを手に戻ってきた。

　ジルコニアに駆け寄り、ブーツを脱がせた。

　くるくると、手際よくテーピングを
施
 ほどこ

 していく。

「一応歩いても大丈夫ですが、あまり力は入れないでください」

「ありがと。普通に歩き回っても平気なの？」

「少しくらいなら。走ったりしたらダメですよ」

「バレッタ、お前に頼みたいことがあるんだが」

　ナルソンに声をかけられ、バレッタが顔を上げる。

「あ、はい。何でしょうか」

「軍団後方でハンドキャノン部隊に加わってくれ。といっても、ただの連絡係だがな。無線機で、
逐
 ちく

 
次
 じ

 私に状況報告をして欲しい」

「あ、それなら俺も一緒に行きますね」

　バレッタが
一
 かず

 
良
 ら

 に顔を向けるよりも早く、
一
 かず

 
良
 ら

 が申し出た。

「あ、いえ、カズラ殿はリーゼと一緒に軍団中央にいていただきたいのですが」

「いいえ、俺もバレッタさんと一緒に行きます」

「しかし――」

「お父様、私は大丈夫ですから」

　異議を唱えるナルソンを、リーゼがさえぎった。

「お母様も一緒ですし、私は大丈夫です」

「む……お前がそう言うならいいが」

　渋い顔をしながらも、ナルソンは
頷
 うなず

 いた。

　リーゼが
一
 かず

 
良
 ら

 に笑顔を向ける。

「カズラ、バレッタを守ってね。
怪
 け

 
我
 が

 させちゃダメだよ？」

「お、おう」

　いつものリーゼならバレッタに頼むのにな、と思いながらも、
一
 かず

 
良
 ら

 は
頷
 うなず

 いた。

　バレッタはそそくさとテーピングを終え、
一
 かず

 
良
 ら

 の隣に腰を下ろした。

「……では、バレッタはカズラ殿と一緒に連絡係を頼む。荷馬車の上から、戦場全体を見ていてくれ」

「はい！」

　バレッタが元気に返事をする。

　どことなく嬉しそうだ。

「では次だ。アイザック」

「はっ！」

「お前には、第２軍団の騎兵隊長を命ずる。この会議が終わり次第、騎兵隊に出向いて指揮権を受け取れ。話は通してある」

「っ!?
 　は、はい！」

　完全に予想外だったのか、アイザックが
素
 す

 っ
頓
 とん

 
狂
 きよう

 な声で返事をした。

　第２軍団騎兵隊の現隊長はアイザックの血縁者だ。

　騎兵隊には、スラン家の人間が何人も所属している。

　アイザックはスラン家本家の長男坊なので、この急な人事でも特段騒がれるようなことはないだろう。

「第２騎兵隊の配置は、軍団後方だ。もし敵の騎兵隊が背後を突いてきたら、ハンドキャノンの一斉射撃を食らわせる。第２騎兵隊は、混乱した敵騎兵に突っ込んで皆殺しにしろ。徹底的に追撃して、１兵たりとも逃がさないつもりでやれ」

「かしこまりました！」

「戦功をあげる好機だぞ。といっても、敵が来ればの話だがな」

「はっ！　お任せください！」

　しゃちほこばって返事をするアイザック。

　ナルソンは
頷
 うなず

 くと、再び盤面に向き直った。

「あ、あの、ナルソン様。私はどの部隊に所属すれば……？」

　おそるおそるといった様子で、ハベルがナルソンに声をかける。

「ん？　……そうだな。グリセア村の娘たちとともに、カズラ殿の護衛に付いてもらおうか」

「あ、それなら、ハベルさんにカメラ係をお願いしたいのですが」

　これ幸いと、
一
 かず

 
良
 ら

 が手を上げる。

　誰かに手伝いを頼もうと思っていた仕事が、１つあるのだ。

「今回の戦闘は、すべて動画で撮影したいんです。私が後方の戦いを撮影するんで、ハベルさんは前方をお願いします」

「カ、カメラですか？　私でも使えるのでしょうか……」

「大丈夫ですよ。三脚もありますし、ボタンを押して見ているだけです。この会議が終わったら教えますから、私と一緒に来てください」

「は、はい」

「カズラさん、動画って何のことですか？　写真とは違うのですか？」

　ジルコニアが小さく手を上げて質問する。

　彼女は一度も、動画というものを見たことがないのだ。

「動画っていうのは、こうして動いている状況を記録したもののことです。写真を撮るみたいに、動いている状況を記録として残せるんですよ」

「……うーん」

「言葉で言っても分かりづらいですよね。後で見せますから」

「はい、お願いしますね」

　話がまとまったのを見て、ナルソンが盤面に目を戻した。

「では、盤上演習を始めようか」

　ナルソン主導で、戦闘シミュレーションが開始された。

　ナルソンが青の駒を進め、マクレガーが赤を動かす。

　状況が進むにつれて、こつんこつんと倒される駒が増えていく。

　倒れていくのは、バルベール軍を示す赤い駒ばかりだ。

　目まぐるしく変わっていく
砂
 さ

 
盤
 ばん

 の戦場を、
一
 かず

 
良
 ら

 は食い入るように見つめていた。

　

　数時間後。

　皆で遅い夕食をとり、ハンディカメラの使い方説明を終えて、
一
 かず

 
良
 ら

 は自分の天幕に戻ってきた。

　その場にいた全員に使い方を説明したので、これからは誰にでも撮影を任すことができるだろう。

　ベッドに座り、一息つく。

　いつも日の出とともに野営地を畳むので、明日もかなり早起きしなければならない。

「……いよいよか。何があっても、取り乱さないようにしないとな」

　自分に言い聞かせるようにつぶやき、深く深呼吸する。

　イステリアを発ってからというもの、１人になると毎日こんな調子だった。

　上着を脱ぎ、
桶
 おけ

 の水でタオルを絞る。

　風呂代わりに身体を
拭
 ふ

 いていると、天幕の入口の垂れ布が揺れた。

「カズラさん、お話ししたいことが……あら」

　ひょこっと、ジルコニアが顔をのぞかせた。

　上半身裸の
一
 かず

 
良
 ら

 と目が合い、きょとんとした表情になる。

「手伝いましょうか？」

「ま、間に合ってます」

「まあまあ、そう言わずに」

　断ったにもかかわらず、スタスタと天幕に入ってくるジルコニア。

　ちょこんと、
一
 かず

 
良
 ら

 の隣に腰を下ろした。

「背中は
拭
 ふ

 きました？」

「い、いえ、これからです」

「じゃあ、
拭
 ふ

 きますね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 からタオルをひったくり、ぐいと背中を向けさせる。

　ごしごしと、手際よく背中を
拭
 ふ

 いていく。

　何だこの状況は、と
一
 かず

 
良
 ら

 はキョドりながらも、されるがままにしている。

「はい、終わりです。前は
拭
 ふ

 きましたか？」

「は、はい。
拭
 ふ

 きました」

「そうですか。そしたら、下を
拭
 ふ

 きましょうか」

　ジルコニアが
一
 かず

 
良
 ら

 のズボンを掴む。

「えっ!?
 　いいい、いいです！　自分でできますから！」

「いいじゃないですか。別に恥ずかしいことをするわけでもないんですし、優しく
拭
 ふ

 いてあげますから」

「なな、何を言ってるんですか!?
 　もしかして、お酒でも飲んでるんですか!?
 」

「ぷっ！　あはは！　冗談です！　久々にカズラさんに会ったので、つい調子に乗っちゃって」

　慌てふためく
一
 かず

 
良
 ら

 を見て満足したのか、ジルコニアはけらけらと笑いながら手を離した。

　以前よりも、からかいかたが過激になっている気がする。

「まったくもう……で、話って何ですか？」

　そそくさと服を着ながら、
一
 かず

 
良
 ら

 が聞く。

「え？」

「『え？』じゃないですよ。話したいことがあるんでしょう？」

　なぜかきょとんとしているジルコニアに、
一
 かず

 
良
 ら

 がいぶかしんだ視線を向ける。

「あ、えっと……そ、そう！　軍議の時に、動画を見せてくれるって言っていたじゃないですか。それを見にきました」

　慌てた様子で、ジルコニアが答える。

　それを見て、
一
 かず

 
良
 ら

 はピンときた。

「ああ、そういえばそうでしたね。ちょっと待っててください」

　
隅
 すみ

 に置いてあったボストンバッグから、ノートパソコンを引っ張り出した。

　起動して、以前ナルソンたちにも見せた『ハンドキャノン』の動画を再生した。

　動画内の日本語はこちらの世界の人間には伝わらないので、
一
 かず

 
良
 ら

 が
台詞
 せりふ

 を繰り返す。

「す、すごいですね。まるで、パソコンの中に別の世界があるみたいです……」

　ジルコニアは食い入るように、動画を見続けている。

　デジカメで撮った写真を見た時も驚いていたが、今回はその比ではないようだ。

「今私たちがこうしているのも、同じように撮ることができるんですか？」

「ええ、できますよ。ちょっとやってみましょうか」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が動画を一時停止し、木箱からハンディカメラを取り出して起動した。

　ジルコニアにレンズを向け、録画ボタンを押す。

「はい、撮り始めましたよ。今、ジルコニアさんが映ってます」

「えっ？　今、この状況が撮られてるんですか!?
 」

　慌てふためくジルコニアに、
一
 かず

 
良
 ら

 が笑いながら
頷
 うなず

 く。

「そうですよ。それじゃあ、せっかくですし自己紹介をお願いします」

「じ、自己紹介ですか？」

「ええ、そうです。はい、どうぞ！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が
催
 さい

 
促
 そく

 すると、ジルコニアは気恥ずかしそうにしながらも姿勢を正した。

「え、えっと……ジルコニア・イステール、26
 歳です。誕生日は８月８日で、イステール領のネージュ村出身、４人家族の長女です。……こ、こんなものでどうですか？」

「んー。じゃあ、質問。好きな食べ物は何ですか？」

「食べ物ですか？　えっと……チョコレートとかき氷です。甘いものが好きですね」

「ふむふむ。じゃあ、嫌いな食べ物は？」

「魚の内臓と、虫料理が嫌いです。あと、冬マメの煮物もあんまり好きじゃないです」

　素直に答えるジルコニアに、
一
 かず

 
良
 ら

 は少しいたずら心が芽生えてきた。

　質問によっては、しどろもどろになったジルコニアをカメラに収めることができるかもしれない。

「なるほど。じゃあ、何か特技とかありますか？」

「と、特技ですか？」

「ええ、何でもいいので」

「うーん……あ！　手の親指を、同じ手の内手首にくっつけることができます！」

　ジルコニアが右手で左手の親指を押さえつけ、ぐにゃっと内手首にくっつけた。

「おー、すごい！　関節が柔らかいんですね！」

　カメラを持ったまま、
一
 かず

 
良
 ら

 がジルコニアを
褒
 ほ

 めたたえる。

　どうでもいい特技だが、
褒
 ほ

 められたジルコニアは得意気だ。

「えへへ。あと、自在に鳥肌を出すこともできますよ。ほら」

　そう言って、ジルコニアが左腕の
袖
 そで

 を
捲
 まく

 った。

　カメラの前に腕を突き出し、ぶわっと鳥肌を出してみせる。

「うわ、何だこれ。どうやって出してるんですか？」

「背中の真ん中より少し上あたりを意識して、こう、少しだけ力を入れるんです。簡単ですよ」

「そ、そうですか。ありがとうございます。じゃあ、好きな男性のタイプは？」

「え？　好きなタイプですか……うーん」

　少しは恥ずかしがるかと
一
 かず

 
良
 ら

 は思ったのだが、ジルコニアは真面目な顔で考え込んでいる。

「……優しくて、思いやりがあって、いつでも話を聞いてくれる人がいいですね。あと、一緒にいて楽しい人がいいです。カズラさんみたいな人が好きですね」

　そう言って、にっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「そ、そうですか。ありがとうございました」

「あら？　カズラさん、顔が赤いですよ？　どうかしましたか？」

　ジルコニアがカメラをひったくり、
一
 かず

 
良
 ら

 にレンズを向ける。

「ちょ、何するんですか！」

「あれあれ？　どうしてそんなに赤くなってるんですか？　もしかして、照れちゃいましたか？」

「ご、ごめんなさい！　からかおうとしたのは謝りますから！　カメラ返してください！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がジルコニアからカメラを奪い返し、録画を止めた。

　からかうつもりが、逆にからかわれてしまったようだ。

「ふふ、面白かったです。今撮った動画、すぐに見れるんですか？」

「み、見れますけど……今見るんですか？」

「せっかく撮ったんですし、見たいです。一緒に見ましょうよ」

「うう……分かりました」

　カメラを操作し、再生ボタンを押す。

　液晶モニターに先ほどの映像が映し出され、ジルコニアが「おー」と声を上げた。

「す、すごいですね。本当に私が２人いるみたいです」

「便利ですよね。何か記念にしたい時とか、これがあればずっと映像として残せますし」

　先ほどの
一
 かず

 
良
 ら

 が慌てる映像まで見てひとしきり笑った後、再びパソコンの動画に戻ることにした。

　ほのぼのとしたインタビュー動画から一転、ハンドキャノンから火の帯が出る映像が、発砲音とともにパソコンの液晶画面に流れる。

「……これ、すごいですね。一度にこんなにたくさん弾が出るんですか」

「ええ。といっても、細かく狙いが付けられるわけじゃないんで、どこに飛んでいくのかは分からないんですけどね」

「そうなんですか。それを補うために、たくさん弾を詰め込むわけですね。
砂
 じや

 
利
 り

 とか金属
屑
 くず

 でもいいなら弾の用意も楽ですし、いい武器ですね」

「そのとおりです。それに、動画だと分かりにくいですけど、実際に使うととんでもなく大きな音がするんです。きっと、騎兵のラタは音に驚いてパニックになると思いますよ」

「それはいいですね。ひと
塊
 かたまり

 になって突撃してくる騎兵は、弓や投げ
槍
 やり

 では後列を止められないので。音でまとめて足を止められるなら、何とかなりそうです」

　感心した様子で、ジルコニアが
頷
 うなず

 く。

「でも、我が軍の騎兵は大丈夫なんですか？　次の戦いでは、第２騎兵隊が
傍
 そば

 にいるはずですが」

「もちろん大丈夫です。騎兵隊の訓練してる隣で、毎日バンバン撃ちまくってたんで。ラタも兵士も慣れちゃってますよ」

「なるほど、それなら安心ですね」

　動画が終わり、
一
 かず

 
良
 ら

 がパソコンを閉じる。

「さて、こんなところですかね。明日も早いですし、そろそろ寝ようかと思うんですが」

「え？　え、えっと……も、もう少しお話ししません？」

　もじもじしながら、ジルコニアが
一
 かず

 
良
 ら

 を上目遣いで見る。

「話ですか？」

「はい。ほら、久々に会ったんですし、いろいろあるじゃないですか」

「んー……そうですね。じゃあ、ジルコニアさんがいない間の、訓練の話でも――」

「あ、えっと、そういうのじゃなくて……ねえ？」

　可愛らしく小首を
傾
 かし

 げるジルコニア。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は
素
 そ

 
知
 し

 らぬ顔だ。

「んー？　そういうのじゃないって、どういうのです？」

「……」

　ジルコニアが少し涙目になって、
頬
 ほほ

 を膨らます。

　それまで何とか我慢していた
一
 かず

 
良
 ら

 だったが、とうとう噴き出してしまった。

「あっ!?
 　わ、分かっててとぼけてたんですね!?
 　
酷
 ひど

 いですよ!!
 」

「くくく……ご、ごめんなさい。あまりにも面白くて」

「こ、この！　人の弱みに付け込んで！　私がこの日をどれだけ待ち望んでいたと思ってるんですか!?
 」

「ごめんなさい、ごめんなさい！　すぐに出しますから！」

　顔を赤くしてわめくジルコニアを見て、
一
 かず

 
良
 ら

 は慌ててダンボール箱へと向かった。

　箱ごと持ち上げ、彼女の前に持ってくる。

　一抱えもある、大きなものだ。

「はい。これ、全部ジルコニアさんのものです」

「えっ」

　怒り顔から一転、ジルコニアはきょとんとした表情になった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 とダンボール箱を、交互に見やる。

「あ、開けてもいいですか？」

「どうぞどうぞ」

「で、では……っ！　こ、これは!!
 」

　ジルコニアは箱の中を見て、
瞳
 ひとみ

 を輝かせた。

　フルーツゼリー、チョコレート、
羊
 よう

 
羹
 かん

 、ビスケット、マシュマロといった様々なお菓子が、ぎっしりと敷き詰められていたからだ。

　ジルコニアにとっては、チョコレート以外はどれも初めて見るものばかりだ。

　それでも、お菓子の写真やイラストが印刷されたパッケージを見れば、それがどんなものなのかは一目で分かる。

　食べる前から、ジルコニアの心には翼が宿っていた。

「ジルコニアさんが好きそうなものを、一通り入れておきました。行軍中なんでアイスクリームはないですけど、イステリアに戻ったら食べられますから」

「こ、これ、本当に全部貰っちゃっていいんですか!?
 」

　ばっと
一
 かず

 
良
 ら

 に顔を向け、興奮した様子で言うジルコニア。

「もちろんです。俺からの、出所祝いならぬ脱出祝いですよ」

「やった！　ありがとうございます！」

　がばっと、ジルコニアが
一
 かず

 
良
 ら

 に抱き着いた。

　完全に不意を突かれて、
一
 かず

 
良
 ら

 はそのままベッドに押し倒されてしまう。

「うわっ!?
 」

「こんなにたくさん！　嬉しいです！」

「わ、分かったから離れてください!!
 」

　ジルコニアの肩を掴んで引きはがそうとするが、がっしりとしがみ付かれていてびくともしない。

　必死に抵抗していると、ジルコニアが顔を少しだけ離した。

　超至近距離で、目と目が合う。

「ちょ、ちょっと、近いですって！」

「カズラさんって改めて見ると、けっこういい男ですよね」

　ジルコニアが
一
 かず

 
良
 ら

 の
頬
 ほほ

 に手を添える。

「あの娘たちには悪いけど、抜け駆けしちゃおうかし痛い!?
 」

　ゴツッと側頭部に
拳
 げん

 
骨
 こつ

 を喰らい、ジルコニアが頭を押さえて
呻
 うめ

 く。

「悪乗りしすぎです。こんなところを人に見られたら、えらいことになりますよ」

「いたた……何も殴ることないじゃないですか。ちょっとふざけただけなのに……タンコブできてないかな」

「そ、そんなに強くは叩いてないと思うんですけど」

「かなり痛かったですよ！　星が見えましたもん！」

　涙目になりながら、ジルコニアが身を起こす。

　
一
 かず

 
良
 ら

 もベッドに手をついて起き上がった。

「いや、本当にごめんなさい。叩いたのはダメでした……」

「まあ、私も調子に乗りすぎました。おあいこですね。ふふ」

　
擦
 さす

 っていた頭から手を下ろし、ジルコニアが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

　痛がっていたのも含め、ふざけていただけのようだ。

　いつもに比べて、度が過ぎているようにも感じるが。

「それじゃ、これはいただきますね。すみませんが、足がこんななので、私の天幕まで運んでいただけませんか？」

「あ、はい。もちろんです。入口、開けてもらっていいですか？」

「はい。ありがとうございます」

　２人して、天幕を出る。

　ものの10
 秒ほどで、彼女の天幕に到着した。

　中に入り、ベッド脇にダンボール箱を下ろす。

「寝る前なんで、あまり食べすぎないようにしてくださいね」

「はい。明日、朝食代わりにいただきます」

「いや、朝ごはんはちゃんと食べてくださいよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は苦笑しながら、それでは、と出口へ向かう。

「カズラさん」

「はい？」

　名前を呼ばれ、振り返る。

　ジルコニアが、にっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでいた。

「バレッタとはお互いに、上手く打ち明けられたみたいですね？」

「……はい。いろいろあって、バレッタさんには泣かれちゃいましたけど」

　バレッタがすべてを打ち明けてくれた、ナルソン邸での夜のことを思い出して
一
 かず

 
良
 ら

 は苦笑した。

　お互い、最初からすべて打ち明けていれさえすれば、あんなことにはならなかったのだ。

「あらあら。叱りつけるようなことをしたんですか？」

「いや、そんなことはしませんよ。ただ、俺のせいで今まで辛い思いをさせたって言ったら、そんなことないって泣いてしまって」

「そんなこと言われたら、私がバレッタの立場でも泣いちゃいますよ。最悪なかたちで傷つけたって思いますもん」

　少し苦笑して、ジルコニアが言う。

「う……返す言葉もないです。こんなことなら、早く打ち明けるようにってジルコニアさんに言われた時に、そうしておけばよかったです」

「まあ、カズラさんにだって考えがあってのことですし、仕方ないですよ。バレッタも一緒。お互い様です」

「そう……ですね」

「２人が気まずい関係になっていなくて、安心しました」

　ジルコニアが柔らかく
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

　それを見て、
一
 かず

 
良
 ら

 はなぜだか心底ほっとした。

　いまだにどこか不安に思っていたものを、彼女が溶かしてくれたような気がしたからだ。

「バレッタに限らず、女心で悩むようなことがあったら、私でよければ相談に乗りますよ。恋愛経験なんてありませんけど、一応これでも女ですから」

「は、はい」

「それと、もし緊張して眠れないようでしたら、声をかけてください。話し相手くらいにはなれますから」

「え？」

「気が張ったり
滅
 め

 
入
 い

 ったりして眠れない時は、誰かと話すに限ります。１人で考え込んでいると、
鬱
 うつ

 
屈
 くつ

 としてしまいますから」

「……俺、そんなに緊張して見えましたか」

　やれやれと、
一
 かず

 
良
 ら

 は
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 気味にため息をついた。

　先ほどジルコニアが過剰なほどにからかってきたのは、
一
 かず

 
良
 ら

 の緊張をほぐそうとしてのことだったようだ。

「はい。かなり神経が擦り減ってるなって。夕方に会った時、すぐに分かりました」

「そうでしたか……確かに、ここずっと気を張りっぱなしですね」

「誰でも、最初の戦闘前はそういうものです。私でよければ、甘えてくれてもいいんですよ？」

　はい、とジルコニアが両手を広げる。

「……あの、反応に困るんで、そういうからかいかたはやめてもらえると」

「あら、ごめんなさい。ふふ」

　ジルコニアが手を下ろし、くすくすと楽しそうに笑う。

　その笑顔を見ていると、
一
 かず

 
良
 ら

 も自然と
頬
 ほほ

 が
緩
 ゆる

 んだ。

「では、戻りますね。気を使ってくれて、ありがとうございました」

「いえいえ。少しでも気が紛れたならよかったです。おやすみなさい」

　ひらひらと手を振るジルコニアに見送られ、
一
 かず

 
良
 ら

 は天幕を出るのだった。

　

　２日後の昼過ぎ。

　
砦
 とりで

 へと続く街道を、イステール領軍は進んでいた。

　街道周辺は開けた原っぱになっているが、両脇は深い森が広がっている。

　軍団は、右翼、中央部、左翼の順に、いくつかの中隊ごとにまとまって進んでいる。

　この並びだと、もし敵と
遭
 そう

 
遇
 ぐう

 しても、先頭から順に横に並び直すだけで簡単に陣形が組めるからだ。

　騎兵は、荷馬車が集中している隊列中央部の両脇を守るように進んでいる。

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちがいるのは、軍団の先頭部だ。

　ナルソンとジルコニアも、
一
 かず

 
良
 ら

 のすぐ前を進んでいる。

「カズラ、大丈夫？　顔がこわばってるよ？」

　ラタに乗って右隣を進むリーゼが、心配そうに
一
 かず

 
良
 ら

 に声をかけた。

　反対側にいるバレッタも、ちらちらと
一
 かず

 
良
 ら

 を見ている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちの背後には、クロスボウを持った村娘たちが歩いて付いてきていた。

　皆、
一
 かず

 
良
 ら

 と同じように緊張で顔が引きつっている。

「わ、悪い。いよいよだって思ったら、やっぱり緊張しちゃってさ」

　
斥
 せつ

 
候
 こう

 からの連絡で、敵軍は森の出口に陣を敷いていることが分かっている。

　本日中には、彼らと相対することになるだろう。

「リーゼは緊張しないのか？」

「してるけど、覚悟もできてるから」

　リーゼが柔らかく
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

　その表情からは、緊張した様子は
欠片
 かけら

 も感じられない。

「はあ、器が違うわ……やっぱり、リーゼはすごいよ。尊敬する」

「あはは……まあ、そういう立場だからね。外見だけでも、しっかりしないと」

　リーゼがそう言った時、前方から騎兵が駆けてきた。

　ナルソンの
下
 もと

 まで駆け寄り、停止する。

「ナルソン様、このまま進むと、あと半刻ほどで敵陣が見えます」

「うむ。敵軍は１個軍団のままか？」

「はい。横列を組んで、道を
塞
 ふさ

 いでいます」

「騎兵はいたか？」

「数騎しか確認できませんでした。重装歩兵を並べて、堂々と待ちかまえています」

「そうか。いったん行軍を停止するよう、全軍に通達しろ。ここからは、横陣を組んで前進する」

「はっ！」

　指示された騎兵が、全軍停止と叫びながら後方へ向かっていった。

　ナルソンが振り返り、
一
 かず

 
良
 ら

 を見る。

「カズラ殿、間もなく戦闘に突入します」

　いつにも増して真剣なナルソンに、
一
 かず

 
良
 ら

 が黙って
頷
 うなず

 く。

　返事をすると、声が上ずってしまいそうだったからだ。

「軍議の時にもお話ししましたが、カズラ殿の持ち場は、軍団後方中央部、第２軍団重装歩兵第５中隊の真後ろです。戦闘終了まで、絶対にその場を離れないでください。バレッタ、カズラ殿を頼むぞ」

「はい。何かあったら、すぐに無線で連絡します」

　バレッタが落ち着いた声で答える。

「うむ。後ろの皆は大丈夫か？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の後ろをのぞき込むようにして、ナルソンが村娘たちに声をかける。

「は、はいっ！　大丈夫ですっ！」

「しし、死んでもカズラ様をお守りしますっ！」

「ががが、頑張りますぅ！」

　娘たちが勢い込んで答える。

　中には、すでに涙目になっている者もいた。

　皆、緊張と恐怖でガチガチといった様子だ。

　そんな彼女たちを見ても、ナルソンは表情を変えない。

「うむ、期待している。しっかり頼むぞ」

「「「はいっ！」」」

　そうしているうちに、各部隊が横陣を組むべく動き出した。

「リーゼ、行くぞ」

「はい、お父様。カズラ、バレッタ、またね」

「お、おう。またな」

　硬い表情で応える
一
 かず

 
良
 ら

 に、リーゼが心配そうな顔を見せながらも去っていく。

「カズラさん」

　
一
 かず

 
良
 ら

 も移動しようとラタを動かした時、ナルソンたちとともに離れかけたジルコニアが、ラタを走らせて戻ってきた。

　緊張で顔をこわばらせている
一
 かず

 
良
 ら

 を見て、苦笑する。

「あらあら……口、開けてもらえます？」

「え？」

「ほら、あーんって」

　わけが分からないまま、口を開く。

　ジルコニアが腰に付けていた布袋を取り、そこから何かを摘まんで
一
 かず

 
良
 ら

 の口に押し入れた。

「ん、何……臭っ!?
 　ぺっぺっ！　な、何食べさせたんですか!?
 」

「ふふ、流木虫の臭いの中で生活させてもらったお返しです。まずいでしょう？」

「持って帰ってきてたんですか!?
 　というか、まずいって分かってるものを食べさせないでくださいよ！」

　怒鳴る
一
 かず

 
良
 ら

 に、ジルコニアが楽しそうに笑う。

「そうそう、その意気です。辛気臭い顔なんてしてないで、元気出していきましょう。そのほうが、その娘たちも安心しますよ」

　そう言って、村娘たちに目を向ける。

　彼女らは皆、不安そうな顔で
一
 かず

 
良
 ら

 を見上げていた。

「う……そ、そうですね。すみません」

「バレッタ」

　ジルコニアがバレッタに布袋を投げた。

　バレッタはそれを両手で受け取り、小首を
傾
 かし

 げる。

「またカズラさんがガチガチになってたら、それを食べさせてあげてね」

「は、はい」

「戦いが終わったら、皆でチョコレートを食べましょう。それでは」

　ジルコニアはにこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 み、ナルソンたちを追って去っていった。

「……バレッタさん、それ、１つください」

「えっ、また食べるんですか？」

「はい。さっきのは吐き出しちゃったんで、気つけに食べておきます」

「えっと……無理はしないでくださいね？」

　バレッタに差し出された流木虫（半分）を受け取り、口に入れる。

　もぐもぐと、味を香りを確かめるよう、じっくりと
咀
 そ

 
嚼
 しやく

 して飲み込んだ。

　あまりの臭さに正直吐きそうだが、頭はすっきりした気がする。

「うっぷ……い、行きましょう」

「は、はい」

　バレッタたちを引き連れて、
一
 かず

 
良
 ら

 たちも持ち場へと向かうのだった。

　

　しんと静まり返った平原に、おびただしい数の人々が二手に分かれて隊列を組んでいる。

　片方は、統一された鉄製の盾と
長
 なが

 
槍
 やり

 、不ぞろいな
鎧
 よろい

 
兜
 かぶと

 が目を引く、市民兵を中心としたイステール領軍２個軍団。

　それに対するは、統一された黄金色の鎧に身を包み、大盾を持った重装歩兵を前面に並べた、バルベールの１個軍団だ。

「……あれは青銅鎧じゃないか」

　約５００メートルほど先の敵軍を見て、数騎の護衛兵とともに軍団の前に進み出たナルソンが顔をしかめた。

　隣のジルコニアも、予期せぬ光景に
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔をしている。

「おかしいわね……バルベール軍は全員鉄鎧を着ていたはずだけど」

「うむ。
砦
 とりで

 の戦いでは、確かに奴らは鉄鎧だった。だが、目の前の奴らは違うということは……」

「敵は第10
 軍団じゃないわね。あれはきっと、休戦中から
砦
 とりで

 の前にいた第６軍団よ」

「すでに鉄製の武具は全軍に行きわたっているのかと思っていたが……製造が追いついていないということか？」

「どうかしら。まだ使える武具を処分するのはもったいないから、そのまま使ってるだけかもしれないわよ？」

　２人が話していると、敵の重装歩兵の中央部に道が空き、５騎の騎兵が出てきた。

　鎧の形状からするに、そのうちの１人はどうやら敵将のようだ。

　彼らはそのまま走り続け、平原の中央で停止した。

「……来い、ということか。ジル、お前はここで待て。護衛兵、付いてこい」

　護衛兵を従えて、ナルソンは敵の下へと駆ける。

　彼らの
下
 もと

 にたどり着くと、
豪
 ごう

 
奢
 しや

 な鎧を着た敵の老将が一歩前に出た。

「バルベール第６軍団長のマルケス・コンスピンだ」

「アルカディア陸軍イステリア方面第１軍団長、ナルソン・イステールだ」

　ナルソンが答えると、マルケスははるか彼方にいるジルコニアをちらりと見た。

「奥方は元気なようだな」

「おかげさまでな。あのとおり、ピンピンしている」

「ふむ。あんな高所から飛び降りて、よく無事だったものだ」

　マルケスがナルソンに目を戻す。

「予定では、
此
 こ

 
度
 たび

 の
砦
 とりで

 の件について、アルカディア王家と元老院とで会談の場を持つという話だったが？」

「ああ、それか。悪いが、その話はなかったことにしてくれ」

「ほう。まさかとは思うが、貴殿の後ろにいる市民兵たちを使って、我らから
砦
 とりで

 を取り戻すなどと言うつもりじゃないだろうな？」

「そのつもりだが？」

　ナルソンが答えると、マルケスが小馬鹿にしたように鼻を鳴らした。

「大した自信だな。『アルカディアの盾』は、攻めも守りもなんでもござれということか」

　マルケスがナルソンを
睨
 にら

 み付ける。

「だが、
砦
 とりで

 を預かる我が軍団としては、そんな暴挙を許すわけにはいかん。アルカディアは平和的交渉を
放
 ほう

 
棄
 き

 して、我が国と再び全面戦争に突入する覚悟ということでよろしいか？」

「休戦協定を一方的に破り、騙し討ちで
砦
 とりで

 を奪っておきながら、よくそんなことが言えたものだ。貴国が
砦
 とりで

 を攻撃した瞬間から、再び戦争は始まっているのだ。
腑
 ふ

 
抜
 ぬ

 けた
台詞
 せりふ

 を聞かせないでくれないか」

　挑発的な言葉を返すナルソン。

　マルケスは、やれやれと首を振った。

「あい分かった、もう何も言うまい。全力で叩き潰させていただく。覚悟めされよ」

　マルケスはラタを操り、自軍へと戻って行った。

「……ふむ。あの男が――」

　去っていく背を見つめ、ナルソンがつぶやく。

「ナルソン様、戻りましょう」

「うむ」

　護衛兵にうながされ、ナルソンも自陣へと
踵
 きびす

 を返した。

　

　その頃、イステール領軍後方では、
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタが荷馬車の上にいた。

　木箱を積んで簡易的な台座を作り、地上４メートルほどの高さから戦場全域を見渡している。

　すでに三脚も設置してあり、ハンディカメラも装着済みだ。

「お、ナルソンさんが戻ってきた。バレッタさん、どうです？　何か変わった様子はありませんか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が軍団前方を眺めながら、背後を見張るバレッタに声をかける。

　バレッタは双眼鏡に目を当て、道の先をじっと見つめている。

「はい、今のところは。道が曲がっているので、遠くまで見えないのが怖いですね……」

　道は平坦ではなく、数百メートル後方で
緩
 ゆる

 やかにカーブしている。

　曲がり角に見張りの騎兵は置いているが、その騎兵も今のところは特に反応なしだ。

「しかし、改めて見ると、この森ってけっこう深いですね。伏兵がいるかも、なんて軍議の時には言いましたけど、こんななかを方向を間違えずに突破してくるなんて、普通に考えたら無理ですね」

　森は非常に深く、
藪
 やぶ

 が生い茂っていてうっそうとしている。

　この辺りには大きな街もないため、森はまったくの手付かずなのだ。

　バレッタが双眼鏡を下ろし、右手の森へと目を向ける。

「そうですね。地元で土地勘があるならともかく、これはちょっと無理そうです」

「
斥
 せつ

 
候
 こう

 って、どれくらい出したんでしたっけ？」

「片側につき、30
 ～40
 人は出したはずですよ。徹底して奇襲の可能性を排除するって言っていましたし、きっと……あ、戻ってきました！」

　ばらばらと、森の中から軽装歩兵が戻ってきた。

　皆、頭や衣服に葉っぱや小枝が付いていて、
酷
 ひど

 い有様だ。

　特に慌てている様子もないので、敵の姿は見つからなかったのだろう。

「うわ、あの人
頬
 ほ

 っぺたから血が出てる。枝で切ったのかな……」

「服にまで流れて真っ赤です……お薬、たくさん持ってきてよかったですね」

　今回の行軍には、
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 組合から購入した調合薬を大量に持ってきている。

　
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 組合が調合した薬は、傷の治癒に使うものから痛み止めや整腸薬に至るまで、いずれも高い効能を発揮していた。

　相変わらず高価ではあるが、イステール家で薬草を大量生産＆供給＆値引き交渉をしたおかげで、１年ほど前に比べれば大幅に安くなっている。

　ちなみに、ある程度使用期限の近づいた薬は、町医者に超低価格で払い下げている。

　町医者から処方される薬剤が大幅に安くなったおかげで、市民の健康レベルは徐々に上昇中だ。

　
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 組合は安価で薬草を仕入れられて、製法を独占している調合薬を安定的かつ大量に軍部に売ることができてウハウハ。

　イステール家は良質な薬が常に確保できて、古くなった薬も町医者に払い下げるために無駄が出ず、市民の健康レベルと満足度が上がってウハウハ。

　というウィンウィンの関係になっている。

「そうですね。しかし、
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 たちの薬、どんな調合法なのかな……そういえば、彼らも軍団に同行してるんですよね？」

「はい。お医者さんたちと一緒に、何人か付いてきていますよ」

「なら、戦闘前の占いはやるのかな。動物の内臓の色で勝敗を占う、みたいなことをアイザックさんから聞いたことがあるんですけど」

「内臓占いですか。聞いたことはありますけど、本当に当たるんですか？」

「アイザックさんは五分五分だって言ってましたね。あ、でも、あらかじめいい結果が出るように指示して占わせるとも言ってました」

　そんな話をしていると、自軍右翼の重装歩兵の前に、騎兵が数騎
躍
 おど

 り出た。

　軍旗を
翻
 ひるがえ

 し、左翼へと駆けて行く。

　戦闘準備の合図だ。

　騎兵が左翼に到達しようとした時、軍団中央あたりから、誰かが大声で何かを叫んだ。

　皆が一斉に、そちらに目を向ける。

　声を上げた人物はローブを着ており、どうやら
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 のようだ。

　その隣には、護衛兵とともに戻ってきたナルソンの姿もある。

　
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 は盛んに「勝利の
天
 てん

 
啓
 けい

 だ！」と叫びながら、空を指差している。

「あ、鳥だ」

「大きな鳥ですね……」

　茶色の翼を持った大きな鳥が、イステール領軍の真上をぐるぐると
旋
 せん

 
回
 かい

 している。

　その鳥は甲高い声で一声鳴くと、バルベール軍の方へ向かって飛んで行った。

　そのまま、彼らの頭上を素通りして、やがて見えなくなった。

　誰も言葉を発さず、皆が口を閉ざしてその光景を見つめている。

「……よく分からないけど、
吉
 きつ

 
兆
 ちよう

 ってやつですかね？」

「そうみたいですね。何だか皆、表情が明るくなりましたし」

　その時、敵陣から甲高いラッパの音が鳴り響いた。

　敵の重装歩兵が、手を置いていた盾を一斉に取る。

　イステール領軍側も、ナルソンの
傍
 そば

 に控えていた太鼓手が大太鼓を叩き始めた。

　それを合図に、前衛部隊がゆっくりと前進を始める。

「……始まった」

「こっちの録画は、もう始めますか？」

「いつ何が起こるかも分からないし、今から撮っておきましょう」

「分かりました」

　バレッタがハンディカメラの録画ボタンを押した。

　ピピッという場違いな電子音とともに、録画が開始される。

　撮影しているのは、軍団の背後だ。

「背後の見張りは任せてください」

「お願いします」

　双眼鏡を手に、バレッタが後方を見張る。

　少しずつ進んでいく前衛部隊を、
一
 かず

 
良
 ら

 はじっと見つめていた。

　

　同時刻。

　第６軍団を率いるマルケスは、ゆっくりと迫ってくるイステール領軍をラタ上から眺めていた。

「奴ら、想定よりもかなり早く着いたな」

　マルケスの言葉に、隣に控える老年の男が
頷
 うなず

 く。

　彼は第６軍団の副官だ。

「はい。おかげで、野営地を強化する暇がありませんでした」

　彼らの背後１キロメートルほど先には、野営地が建設されている。

　通常ならば、森から木材を切り出して柵をこしらえたり、溝を掘ったりして簡易的な
砦
 とりで

 の役割を持たせる。

　そこに食料や荷馬車を置き、安心して戦闘にのぞむのだ。

　だが、今回は第10
 軍団との住居の入れ替え作業のさなかに敵軍出撃の知らせが来てしまい、出立準備にかなり手間取ってしまった。

　そのうえイステール領軍の進軍速度が想定よりも１日ばかり早かったため、野営地の強化はほとんどできていない。

　野営地が襲われる心配はないだろうが、少々落ち着かない。

　第10
 軍団には転居を取り止めさせ、
砦
 とりで

 に留まるようにと言い付けてきた。

　彼らと一緒に迎撃することを選ばなかったのは、自軍のみでイステール領軍を打ち負かして、この地域での主導権を握るためだ。

「そうだな。だが、行軍を急いだせいで向こうの兵士は疲れているはずだ。少し戦闘を長引かせれば、すぐにバテるぞ」

「はい、訓練不足の寄せ集めですし、一挙に撃破する好機です。11
 年前の
雪
 せつ

 
辱
 じよく

 、晴らさせてもらいましょう」

「うむ。孫娘にも、いい
土産
 みやげ

 話を聞かせてやれそうだ」

　２人が話しているうちにも、どんどんイステール領軍は接近してくる。

　
彼
 ひ

 
我
 が

 の距離、残り４００メートル。

「弓兵を出せ」

「はい」

　副官がラッパ手に命じ、ラッパを吹かせる。

　重装歩兵が１列ごとに道を空け、その間から弓兵が走り出た。

　歩兵隊の50
 メートルほど前方まで走り、停止した。

　前後２列に並び、隙間なく整列している。

「敵部隊、停止しました」

「うむ」

　イステール領軍が停止し、同じように弓兵と投石兵が重装歩兵の間を
縫
 ぬ

 って駆け出してくる。

　弓兵が５００、その後ろから投石兵も５００ほどだ。

　下手すれば投石兵だけで１０００人くらい出てくるかともマルケスは考えていたが、やはり訓練期間が足りなかったせいか数が少ない。

　第６軍団の弓兵は十分な訓練を積んでおり、ベテランぞろいである。

　弓自体も良質な木材で作られたものをそろえており、射程と命中率、そして速射力で圧倒できる自信がマルケスにはあった。

　とはいえ、油断する気はさらさらない。

　
徴
 ちよう

 
募
 ぼ

 
兵
 へい

 であるアルカディア弓兵もベテランぞろいなのは、休戦前の戦いで体験済みだ。

「弓兵の間隔を空けさせろ」

　ラッパの音が変わり、弓兵が散開する。

「投げ
槍
 やり

 兵が出てきても、近寄るギリギリまで射撃を続けさせろ」

「かしこまりました」

「敵の騎兵はどうだ？」

「動きません」

「よし。射程に入ると同時に
斉
 せい

 
射
 しや

 を食らわせてやれ。度肝を抜いてやる」

　地面には、こちらにだけ見えるような角度で、赤く印を付けた石が埋められていた。

　その場所が、バルベール弓兵の最大射程地点なのだ。

　弓兵の配置も事前に確認しておいたとおりで、すべては計画のままである。

　イステール領軍が目印に接近し、弓兵隊長が号令をかける。

　弓兵が一斉に空に向かって弦を引き絞り、放った。

　

「むっ」

　敵の動きに、マルケスが
唸
 うな

 る。

　それまで歩いていたイステール領軍の弓兵と投石兵が、全速力で走り出したのだ。

　放たれた矢はその多くが彼らの頭上を飛び越え、地面に突き刺さった。

　だが、後列を追従していた投石兵にはいくらか命中した。

　彼らはすぐさま急停止し、矢と石弾の射撃態勢に入る。

　指揮官の号令を待たず、個人の判断で
五月雨
 さみだれ

 式に撃ってくるようだ。

　バルベール弓兵も第二
斉
 せい

 
射
 しや

 の態勢に入った。

「ほう、やるじゃないか。だが、単純な撃ち合いでも、こちらに
分
 ぶ

 が……っ!?
 」

　マルケスがそう言いかけた時、隊列の両端の離れた場所にいた自軍の弓兵が２人、まるで巨大な何かに体当たりされたかのように、大きく後方に吹き飛んだ。

　その周囲にいた者たちが、ぎょっとした様子で振り返る。

　次の瞬間、振り返った１人の兵士の頭に何かが激突し、彼は首から上をもぎ取られて、その場で盛大に血しぶきを上げた。

「何だ!?
 　何が起こった!?
 」

　マルケスが大声で怒鳴るが、副官も何がどうなっているのか見当も付かない。

　そうしている間にも、
彼
 ひ

 
我
 が

 の間では激しい射撃戦が続き、双方ともに死傷者が増え続けた。

　だが、明らかにバルベールの弓兵たちは動揺しており、射撃の精度が格段に落ちていた。

　弓兵隊長の指揮に従い、敵に
斉
 せい

 
射
 しや

 を浴びせ続けているが、徐々におされ始めている。

　約20
 秒間隔で、続けざまに数人の仲間が吹き飛ばされたり、
四
 し

 
肢
 し

 のどれかをもぎ取られたりしているのだ。

　冷静でいろというほうが無茶である。

「マルケス様、あれです！　敵の重装歩兵の脇に、何かあります！」

　副官の指差す先を見て、マルケスは表情を
歪
 ゆが

 ませた。

　大きな弓を寝かせて台に置いたような器具が６つずつ、重装歩兵隊の横に並んでいたからだ。

「あれは……以前、話に聞いた新兵器か!?
 　何で奴らが持っているのだ!?
 」

　マルケスが叫んだ瞬間、その器具から矢が発射され、弓兵隊長の腹に直撃した。

　彼は10
 メートル近く後方に吹き飛び、それきりピクリとも動かなくなった。

　
傍
 そば

 にいた副長が、すぐさま彼の代わりに指揮を
執
 と

 る。

「マルケス様！　このままでは撃ち負けます！」

「後退させろ！　重装歩兵は
亀
 きつ

 
甲
 こう

 隊形！」

　後退命令のラッパが鳴り響き、弓兵たちが大急ぎで重装歩兵の後ろへ撤収する。

　それを見て、イステール領軍の弓兵と投石兵がさらに前へ出た。

　

　50
 を超える死体を残し、バルベール弓兵が後退していく。

　
怪
 け

 
我
 が

 人もかなりいるが、息のあるものは仲間に肩を貸されて、あるいは背負われて、矢と石弾の雨の中を逃げ戻って行く。

　ナルソンはその様子を眺め、顔をしかめて
唸
 うな

 った。

　隣では、リーゼが青い顔で口元を押さえている。

「……後退命令が出るまで踏みとどまるとはな」

　想定外の攻撃を受け、すぐ目の前で仲間が手足をもがれて血しぶきを上げているにもかかわらず、彼らは
壊
 かい

 
走
 そう

 するどころか後退命令が出るまで射撃を続けていた。

　恐るべき士気と練度の高さである。

　もし立場が逆だったら、あっという間にこちらの弓兵たちは戦意を
挫
 くじ

 かれて
壊
 かい

 
走
 そう

 していただろう。

「お父様、あのまま弓兵たちを敵陣に近づけるのは危険です。彼らを下げて、クロスボウを使うべきではないでしょうか」

　ナルソンの隣に控えるリーゼが進言する。

　敵を追っていく味方の弓兵と投石兵の背後には、２００に届きそうなほどの
怪
 け

 
我
 が

 人が
呻
 うめ

 いていた。

　なかでも、密集して射撃を行っていた弓兵たちの被害が大きい。

　死人こそ20
 ～30
 といった程度のようだが、負傷者の数が尋常ではない。

　そのあまりにも
凄
 せい

 
惨
 さん

 な光景に、リーゼは顔が真っ青になっている。

「いや、矢玉が尽きるまで攻撃は続けさせる。この敵は、追い払うだけではダメなのだ。
粉
 ふん

 
砕
 さい

 し、大戦果を上げなければならん」

「し、しかし、敵陣に近づけてはさらに被害が……」

「前衛部隊を弓兵の背後まで前進させろ。スコーピオンも一緒だ」

　太鼓の音が鳴り響き、重装歩兵たちが前進を始める。

　
長
 なが

 
槍
 やり

 を持っているのは、前から５列目までだ。

　その後ろにクロスボウ兵が５列続いており、横30
 人、縦10
 列で１個中隊は構成されている。

　重装歩兵の両脇は、
短
 たん

 
槍
 そう

 を持った軽歩兵が守っている。

　投げ
槍
 やり

 兵は訓練不足のため、全員近接戦闘用の軽装歩兵に編入させた。

　とはいえ、彼らは全員が戦闘訓練をほとんどしていない市民兵だ。

　直接戦闘になって旗色が悪くなれば、途端に
壊
 かい

 
走
 そう

 する危険がある。

「お父様、敵の歩兵が盾を……」

「うむ」

　バルベール重装歩兵は盾を前面と頭上に掲げ、隙間なく並べて盾の壁を作った。

　そこに矢と石弾が降り注ぐが、ほぼ被害は出ていないようだ。

　彼らの背後に下がった弓兵が、
応
 おう

 
射
 しや

 を始めた。

　だが、味方の歩兵が邪魔で視界がさえぎられているため、完全にあてずっぽうである。

　互いに動けず、
膠
 こう

 
着
 ちやく

 状態になった。

「ジルはまだ戻らないか？」

「はい。騎兵たちのところで、まだ激励を続けています」

　ナルソンたちの左手では、第１騎兵隊の前で何やら語りかけているジルコニアの姿があった。

　ラタに
跨
 またが

 り、剣先で敵陣を指している。

　騎兵たちから、大きな
鬨
 とき

 の声が上がった。

　
前
 ぜん

 
哨
 しよう

 
戦
 せん

 が上手くいっている光景とジルコニアの激励とが合わさって、彼らは
高
 こう

 
揚
 よう

 状態にあるようだ。

「……まさか、あのまま騎兵隊に加わるつもりじゃないだろうな。リーゼ、連れ戻してこい」

「は、はい！」

　リーゼがラタの腹を
蹴
 け

 り、ジルコニアの
下
 もと

 へと駆けて行く。

　ナルソンは再び、前方へと目を向けた。

「さて、マルケスよ。手元に騎兵がいないとなると、このままではスコーピオンの
餌
 え

 
食
 じき

 だぞ。歩兵を前に出すべきじゃないか？」

　

　イステール領軍の重装歩兵たちが、敵陣へ向けて進んでいく。

　それとは逆に、おびただしい数の負傷兵が、血を流しながらこちらへと逃げ戻ってくる。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はその光景を、脂汗を流しながら見つめていた。

　覚悟はしていたつもりだが、それはあまりにも
凄
 せい

 
惨
 さん

 な光景だった。

　たった今、目の前で人が死に、あるいは死にかけている。

「カズラさん」

　硬く握りしめていた左手を、バレッタがそっと握った。

　はっとして、彼女に目を向ける。

　バレッタは心配そうに、
一
 かず

 
良
 ら

 を見上げていた。

「大丈夫ですか？　顔色が……」

「……大丈夫です。ただ、少し気分が悪くなっちゃって」

「なら、しばらくは一緒にこっちを見張りましょう。無理はよくないです」

「そう……ですね」

　バレッタの意見に従い、背後の道へと目を向ける。

　曲がり角には騎兵が１騎立っており、特に何事もない様子だ。

「こっちは静かだな……同じ戦場なのに、まるで違う場所だ」

「そうですね……このまま、何も起きなかったりするのでしょうか」

「個人的にはそのほうが嬉しいけど、アイザックさん的にはそうじゃないのかな」

　２人して、ハンドキャノン部隊の両脇にいる第２騎兵隊へと目を向ける。

　きちっと横列を組み、いつでも動き出せるように備えている。

　右側の部隊の一番端に、羽根付き
兜
 かぶと

 を被ったアイザックの姿があった。

　身じろぎ一つせず、道の先をじっと見つめている。

　皆は前線の戦いが気になるのか、ちらちらと背後を振り返っているようだ。

「ふふ、そうかもしれないですね。騎兵隊の隊長に命じられた時、すごく嬉しそうでしたもんね」

「あ、やっぱりそう見えましたか。何かこう、張り切ってましたよね」

「はい、嬉しいのと緊張とで、少し変な顔になってました」

　２人して、声を上げて笑う。

「村の皆は……全然大丈夫そうですね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちの前には、ハンドキャノンを手にした正規兵に混ざって、グリセア村の村人たちの姿があった。

　皆、近場の者と雑談に興じている。

　特に緊張した様子は見られず、普段どおりだ。

「俺なんかより、よっぽど肝が据わってますね。頼もしい限りです」

「カズラさんが近くにいるからですよ。ここに来た時、皆ほっとした顔をしてたじゃないですか」

「はは、役に立ててるならよかったです」

　村人たちは、
一
 かず

 
良
 ら

 の護衛に付いている者以外は全員がハンドキャノン部隊に所属している。

　本来は弓兵であるロズルーも、妻のターナと一緒にハンドキャノンを１
挺
 てい

 任されていた。

　この編成は、ナルソンが言い出したことだ。

　グリセア村の村人は全員、死傷率の低くなるであろう部隊に所属させたらしい。

　もちろん、
一
 かず

 
良
 ら

 を気遣ってのことだ。

「っ!?
 」

　その時。

　バレッタが急に、ばっと東側の森へと顔を向けた。

「バレッタさん？　どうしました？」

「今、声が……」

「声？」

「はい。あっちのほうから、何か聞こえた気がして」

　２人して、森へと目を向ける。

　
一
 かず

 
良
 ら

 たち以外、森に注意を向けている者はいない。

「俺には何も……ん？」

　森から空へと羽ばたいていく鳥の群れに、
一
 かず

 
良
 ら

 が目を留める。

　さっと、バレッタの顔色が変わった。

「敵襲です！　東の森から来ます!!
 」

　バレッタが大声で叫び、森を指差す。

　皆が一斉に、森へと目を向けた。

「みんな、あっちに急いで！　敵の騎兵が来る！」

　バレッタの声に村人たちが即座に反応し、ハンドキャノンを抱えて軍団の側面へと走った。

　砲身が鉄製のハンドキャノンは非常に重く、村人以外の動きは
緩
 かん

 
慢
 まん

 だ。

　数十秒後、森の中から、黄金色の鎧と
短
 たん

 
槍
 そう

 を装備した、大量の騎兵が飛び出してきた。

　側面に展開していた味方の軽歩兵たちが、急な敵の出現に動揺して浮足立つ。

「な、何で森の中から!?
 」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が無線機を掴んだ時。

　奇襲部隊の先頭を走っていた騎兵が、巨大な何かに体当たりされてラタごと吹き飛んだ。

「……え？」

　次の騎兵へと飛びかかる、成牛ほどの
体
 たい

 
躯
 く

 の白い狼のような獣――ウリボウ――。

　
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタが、ぽかんとした様子でその光景を見やる。

　そうしている間にも、先のウリボウより２回りほど小さなウリボウたちが、次々に森の中から飛び出してきた。

　その数、１００は下らないだろう。

　１匹だけ、他のウリボウより少し大きな黒い個体も混ざっていた。

　ウリボウたちが次々に、バルベール騎兵へと襲いかかる。

「オルマシオール様……」

「えっ!?
 　あ、あれがですか!?
 」

「はい。あの大きなウリボウがそうです。私を助けてくれました」

「そ、そうなんですか。あれが……」

　ウリボウに驚き、騎兵たちのラタの半数近くがパニックを起こして暴れまわっている。

　後方から来た騎兵たちも動揺したようだが、仲間を救うべくウリボウに向かって行った。

「た、助かったけど……これじゃ手が出せないな」

　敵騎兵とウリボウたちが血みどろの戦いを繰り広げている様子を、
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタは呆然と眺める。

　友軍の軽歩兵も同様で、隊列を組むのも忘れて棒立ちになっていた。

「あっ！　アイザックさんたちが！」

　アイザック率いる騎兵隊が、乱戦を繰り広げるただなかへと突っ込んでいった。

　両軍の騎兵と獣とが入り混じり、獣の
咆
 ほう

 
哮
 こう

 と
彼
 ひ

 
我
 が

 の兵士の叫び声が響く。

　大量の砂ぼこりが巻き上がって視界がさえぎられ、
混
 こん

 
沌
 とん

 の極みだ。

　その中から
微
 かす

 かに、「グレイシオール様万歳！」と叫ぶ声が
一
 かず

 
良
 ら

 には聞こえた。

　

「な、何あれ。なんで、ウリボウが敵に襲いかかってるの？」

　その頃、軍団中央部では、ジルコニアが
唖
 あ

 
然
 ぜん

 としてその光景を見ていた。

　十分に
索
 さく

 
敵
 てき

 したはずの森の中から大量の騎兵が飛び出して来た時は、正直血の
気
 け

 が引いた。

　完全に想定外の奇襲に、市民兵がパニックを起こすに違いなかったからだ。

　だが、さらに森の中からウリボウの集団が飛び出てきた時は、驚きのあまりに思考が停止してしまった。

「カズラ殿……まさか、本物だったとは……」

「えっ？」

　ナルソンのつぶやきに、ジルコニアが驚いて彼を見る。

　隣にいるリーゼは、ぽかんとした顔で騎兵たちの戦いを見つめていた。

「兵士たちよ、あれを見よ！　神は我らに味方したぞ！」

　ナルソンが兵士たちに向かって、大声で叫ぶ。

　周囲の歩兵は人垣で何も見えず、何が起こっているのか分からない様子だ。

　だが、軍団の端の方から、徐々に歓声が広がり始めた。

　皆が口をそろえて、「グレイシオール様万歳！」と叫んでいる。

　よく分からんがそういうことらしい、と他の兵士も一緒になって叫び始めた。

「慎重に敵を削り取るつもりだったが、予定変更だ。このまま奴らを引き潰す！」

　すでに敵騎兵は退却を始め、次々に森へと逃げ戻って行く。

　完全に決まると思っていた奇襲が、ウリボウによる襲撃によって防がれたのを、本隊の連中も目にしているはずである。

　本当なら、この奇襲でこちらを混乱させ、敵は全軍で突っ込んでくるつもりだったのだろう。

　乱戦にさえ持ち込んでしまえば、個々の戦闘能力で圧倒的に勝るバルベール兵が負けるはずがないからだ。

　想定外の事態が続き、敵は間違いなく士気が低下している。

　この機を逃す手はない。

「全軍に前進を命じろ！」

　本陣を含めたイステール領軍全軍が、敵陣へと前進を始めた。

　

「き、騎兵隊が……！」

　森へと逃げ戻って行く騎兵隊を見て、マルケスの隣の副長が
愕
 がく

 
然
 ぜん

 とした声を漏らす。

　かなり遠目に、大きな獣に騎兵たちが襲われている様子が見て取れた。

「バカな……何だ、あの白い獣は？」

「分かりませんが……人間ではないようです。ウリボウのようにも見えますが」

「ウリボウだと？　あれは群れを成すような獣ではないぞ。それに、この騒ぎの中に飛び込んでくる獣などいるものか！」

　マルケスが怒鳴るが、副長にはウリボウが群れを成して騎兵隊に襲いかかったようにしか見えなかった。

「しかし、そうとしか……ナルソンは、獣すら操る方法を編み出したのでしょうか？」

「そんなバカな話があるか！　冗談を言っているような状況ではないのだぞ！」

　11
 年前の開戦時、マルケスはナルソン率いるアルカディア軍を舐めてかかり、一方的な敗北を喫した。

　敗走時は総崩れになってろくに指揮も取れず、いいように追撃されてとんでもない被害を出してしまった。

　その後来援した味方の大軍が、ナルソンの計略によって大敗北を喫したのも、その目で見ていたのだ。

　マルケスは、ナルソンを甘く見てなどいない。

　むしろ、自分よりはるかに腕が立つ指揮官として、非常に高く評価していた。

　だからこそ、頭の回る彼の裏をかいてやろうと、慎重に作戦を練った。

　ナルソンならば、挟み撃ちの危険を考えて、後方に強力な防衛兵力を置くと考えた。

　そして、両脇の森には
斥
 せつ

 
候
 こう

 を放ち、伏兵がいないか十分に探らせるはずだとも考えた。

　それを逆手にとってやろうと、あえて騎兵隊に森を突っ切らせたのだ。

　マルケスは、騎兵隊を本隊から遠く離れた森の外に待機させた。

　影の角度を見て時間を計って移動を開始するように指示し、だいたいの見当をつけて戦闘地域を目指させた。

　ある程度近づくことができたら、イステール領軍の太鼓の音と
喧
 けん

 
騒
 そう

 を目指すように指示したのだ。

　完全に賭けだったが、日頃から軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 を遠く離れて
行
 おこな

 っていたいろいろな地形での作戦行動訓練が功を奏し、見事敵の不意を突くことに成功したのだ。

「我らは
完
 かん

 
璧
 ぺき

 に奴の裏をかいたはず！　それなのに、あれはいったい何だというのだ！　新兵器といい、獣といい、なぜこうも敵のいいようにやられなければならない!?
 」

「マルケス様、敵の重装歩兵が迫ってきます！」

　副官の叫びに、マルケスはハッとして正面に目を戻した。

　
長
 なが

 
槍
 やり

 を突き出したイステール領軍の重装歩兵が、じわじわと迫ってきている。

「このまま突き崩されるわけにはいかん！　重装歩兵は投げ
槍
 やり

 準備！　両翼、騎兵の襲撃に備えよ！　剣ではなく
槍
 やり

 を持て！」

　手元に騎兵隊がいないことが分かり側面を狙ってくるはずの敵騎兵には、歩兵で応戦しなければならない。

　また、敵の重装歩兵はこちらを串刺しにしながら強引に前進してくるつもりだろう。

　
長
 なが

 
槍
 やり

 を装備したアルカディアの重装歩兵の正面攻撃力は
桁
 けた

 
外
 はず

 れだ。

　だが、一度隊列を崩して乱戦に持ち込んでしまえば、バルベール兵にとってはものの数ではない。

　そうするには、投げ
槍
 やり

 の
投
 とう

 
擲
 てき

 後に一斉突撃を
敢
 かん

 
行
 こう

 する以外に手はないのだ。

「マルケス様、敵の大型兵器が！」

「分かっている！」

　両脇から、スコーピオンのボルトが重装歩兵の隊列に襲いかかる。

　
投
 とう

 
擲
 てき

 態勢に入っていた兵士たちは盾を下ろしており、直撃を喰らった。

　だがそれでも、バルベール重装歩兵は隊列を崩さない。

「よし、
斉
 せい

 
射
 しや

 後、一気に突撃を……何!?
 」

　あと数歩で敵が投げ
槍
 やり

 の射程に入るというところで、敵の重装歩兵の足がぴたりと止まった。

　
長
 なが

 
槍
 やり

 を持った兵士たちが一斉にしゃがみ、その背後にいたクロスボウ兵が姿を現す。

　凶悪な威力の鉄の矢が、約25
 メートルという超至近距離からバルベール兵に向かって発射された。

　
投
 とう

 
擲
 てき

 態勢に入っていたバルベール兵たちは、それをまともに喰らって次々に倒れ込む。

　射撃を終えた１列目は即座にしゃがみ、後列のクロスボウ兵が続けて矢を放った。

　最後尾が射撃を終えると、しゃがんで再
装
 そう

 
填
 てん

 していた１列目が再び射撃を開始する。

　バルベール軍の前線部隊は死傷者にあふれ、もはや投げ
槍
 やり

 を
投
 とう

 
擲
 てき

 するどころではない。

　初撃で大半の指揮官が戦闘不能になり、指示を出す者がいないのだ。

　指揮官が残っている部隊は即座に盾の壁を作ったが、矢は盾をも
貫
 かん

 
通
 つう

 し兵士たちを徐々に傷付けている。

　そこに、
容
 よう

 
赦
 しや

 なくスコーピオンのボルトが飛来し続ける。

　さらには、後方で再整列を終えた弓兵と投石兵が援護射撃を開始した。

　両翼からは、すさまじい数の騎兵が側面をとろうと突撃してくるのが見える。

　戦線が崩壊する、とマルケスは直感した。

「予備隊以外の全軍に撤退命令！　予備隊は敵の追撃を阻止せよ！　絶対に抜かせるな!!
 」

「マルケス様、全軍で撤退すべきです！」

「バカ者！　今そんなことをすれば、総崩れになるのが分からんのか！」

「で、ですが、早く逃げねば我々も危険です！」

「承知の上だ！　軍団を
壊
 かい

 
走
 そう

 させてはならん！　騎兵隊が戻ってくるまで、持ちこたえてみせろ!!
 」

　予備隊とは、どのような状況下でも切り札となる最精鋭の兵士たちを指す。

　攻勢時には、最後の決定打に。

　敗走時には、最後までその場に踏みとどまり、味方が戦域を脱出するまで戦線を維持するのが役目だ。

　現在、戦況は最悪である。

　このまま全軍で撤退を開始すれば総崩れとなり、大混乱に
陥
 おちい

 っている前線の部隊は敵歩兵に追いつかれて
蹂
 じゆう

 
躙
 りん

 されることは確実だ。

　本隊とて、敵の騎兵隊の追撃を受けてかなりの被害を出すだろう。

　その間に包囲でもされれば、一巻の終わりである。

「ただ無様に逃げ戻るのは、一度きりでたくさんだ。今回は、最後まで
足
 あ

 
掻
 が

 いてやるぞ……！」

　

「……やりました！　上手くいったみたいです！」

　バレッタが双眼鏡で前線を眺め、明るい声を上げる。

　敵の重装歩兵が次々に
斃
 たお

 れ、生き残った者たちは慌てて逃げだして行く。

　それを追って、
槍
 やり

 を突き出した味方の重装歩兵がひと
塊
 かたまり

 になって進みだした。

　全軍前進を指示する太鼓が鳴り響き、周囲の兵士が移動を始める。

「
大
 たい

 
勢
 せい

 は決したみたいですね……カズラさん、このまま進むと台にしている木箱が崩れるかもしれないですし、私たちも降りて歩きましょう」

　バレッタは双眼鏡を下ろし、隣にいる
一
 かず

 
良
 ら

 を見た。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は前線ではなく、先ほどまで騎兵たちが戦っていた場所に目を向けている。

「カズラさん、どうかしましたか？」

「いえ……ウリボウたちが……」

　数十のバルベール騎兵の死体に混じり、同じくらいの数のウリボウの
死
 し

 
骸
 がい

 が横たわっていた。

　まだ息があるウリボウもいくらかいるようで、足をばたつかせてもがいている。

　ハンドキャノン兵や騎兵たちが、遠巻きにその様子を見ていた。

　
巨
 きよ

 
躯
 く

 のウリボウをはじめとする生き残ったウリボウは、すでに森の中へと消えているようだ。

「俺たちも行ってみましょう」

「は、はい！　皆も付いてきて！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が荷馬車から飛び降り、ウリボウの
下
 もと

 へと向かう。

　鎧を着こんでいるため動きにくくて仕方がないが、がちゃがちゃと音を響かせて走った。

　バレッタと村娘たちも、その後を追う。

「アイザックさん！」

「あっ、カズラ様！」

　駆け寄る
一
 かず

 
良
 ら

 に気づき、アイザックがラタを降りた。

　他の騎兵たちは再度の敵襲を警戒して、馬首を森へと向けている。

「来てくださって助かりました。このウリボウたちは、治療を
施
 ほどこ

 すべきでしょうか？」

「う、うーん……」

　数メートル先に横たわっているウリボウに目を向ける。

　そのウリボウは荒い息を吐きながら、時折きゅんきゅんとつらそうな声を上げていた。

　後ろ足には深々と
槍
 やり

 が突き刺さり、
酷
 ひど

 く出血している。

「
酷
 ひど

 い傷……すごくつらそう」

「カズラ様……」

　村娘たちが、
縋
 すが

 るような視線を向けてくる。

　助けてやってくれ、と目で訴えていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 とて心情的には救ってやりたいのだが、相手は巨大な猛獣である。

　動物園で見たトラくらいの大きさをした狼のような獣であり、口からのぞく
牙
 きば

 は大人の手の中指ほども長さがあった。

　もし噛みつかれでもしたら、ただでは済まないだろう。

　アイザックがウリボウたちを見て、困った顔をしている。

「私としては助けてやりたいと思うのですが……それとも、我らが手を出すのはよくないのでしょうか？」

　俺に聞かれても、と
一
 かず

 
良
 ら

 は言いたいところだが、アイザックは
一
 かず

 
良
 ら

 をグレイシオールだと信じているのだ。

　このウリボウたちも
一
 かず

 
良
 ら

 が呼び寄せたと思っているようなので、指示をあおぐのは分かる。

　だが、
一
 かず

 
良
 ら

 がウリボウを見るのは今日が初めてである。

　正直、返答のしようがない。

「えっと……このウリボウたち、アイザックさんたちに襲いかかったりはしましたか？」

「え？　いえ、そんなことは……あの、ちょっとこちらへ」

　こそこそと、アイザックが
一
 かず

 
良
 ら

 を少し離れた場所に連れ出す。

　内緒話をするように、２人で背中を丸めて顔を近づけた。

「あのウリボウたちは、カズラ様が呼び出したのではないのですか？」

「いやいや、そんなことしてないですよ。どうやら、オルマシオールさ……オルマシオールが手を貸してくれたみたいで」

　思わず様付けしそうになり、慌てて言い直す。

　アイザックはそれを聞き、「おおっ」と声を漏らした。

　かなり嬉しそうだ。

「そうだったのですか！　オルマシオール様まで我々のことを……私はてっきり、カズラ様が
眷
 けん

 
属
 ぞく

 を呼び寄せたものだとばかり――」

「あの、それはいいとして、後ろにいる彼らなんですが」

　後ろ手に組み、整列して待機している騎兵たちに、ちらりと目を向ける。

　先ほどからちらちらと、大多数の者が
一
 かず

 
良
 ら

 のことを見ているのだ。

　こそこそと隣の者と何やら話している者もいる。

　彼らの表情は、以前グリセア村で村人たちに向けられたものと
酷
 こく

 
似
 じ

 しているような気がした。

　あれは、人ならざるものに対する
畏
 い

 
敬
 けい

 を含んだ眼差しだ。

「もしかして彼ら、俺のことをグレイシオールだと思ってません？」

「はい、おそらく何人かは……騎兵の間では、カズラ様がグレイシオール様ではないかという
噂
 うわさ

 が広まっているようでして」

「むう……どうして俺がグレイシオールだって、彼らにまで思われてるんですかね……」

「おそらくですが……以前、
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯の肥料
撒
 ま

 きをした際に、カズラ様の話を異国の
奴
 ど

 
隷
 れい

 が理解した出来事があったじゃないですか」

「そんなこともありましたね」

「その時作業に加わっていた者たちの主が、騎兵隊に混じっているのかと。彼らが
噂
 うわさ

 を
吹
 ふい

 
聴
 ちよう

 しているのかもしれません」

「あー……１年も前に出た
噂
 うわさ

 話が、ここにきて芽吹いたってわけですか。アイザックさんは、彼らに何か聞かれたりしましたか？」

「
噂
 うわさ

 は本当なのかと聞かれました。何をバカなことを、と答えてはおいたのですが、今回の件で神が我らに味方していると確信した者が多数いるようです。士気には、いい影響を与えています」

「……私がグレイシオールだって、バレてるわけじゃないですよね？」

「はい。疑念の範囲かと」

「なら、ギリギリセーフですかね。『何言ってんだお前ら』くらいの
体
 てい

 でいれば大丈夫かな、たぶん」

「そ、そうですね」

「アイザック様！　カズラ様！」

　兵士の声に、
一
 かず

 
良
 ら

 とアイザックが振り返る。

　皆、森へと目を向けて緊張した顔をしていた。

「何だ、どうした？」

「あれを……」

　兵士の指差す先を見て、
一
 かず

 
良
 ら

 とアイザックはぎょっとした。

　先ほど森へと消えていった
巨
 きよ

 
躯
 く

 のウリボウが、背にウリボウの
死
 し

 
骸
 がい

 を１つ載せてこちらを見ていたからだ。

　その隣には、一回り小さい真っ黒なウリボウもいる。

　黒いほうは
怪
 け

 
我
 が

 をしているようで、左肩のあたりがべっとりと血で濡れていた。

　おそらく、先ほどの戦いで負傷したのだろう。

　２頭とも、じっとこちらを見つめている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はアイザックの肩を抱き、再びウリボウに背を向けて顔を近づけた。

「……俺を見てません？」

「み、見てますね。あの大きなウリボウが、オルマシオール様なんですか？」

「ええ、たぶん」

「えっ？」

「あ、いや、オルマシオールです。間違いないです」

「そ、そうですか。ですが、どうします？　今、カズラ様が話をしに行くのは、さすがにまずい気が」

「うん、いろんな意味で近づくのはまずいと思う」

　ちらりと、
一
 かず

 
良
 ら

 は近くに横たわっているウリボウに目を向けた。

　荒い息を吐く口からは、鋭い
牙
 きば

 がギラリとのぞいている。

　もしあんなもので噛みつかれたら、と思うと血の
気
 け

 が引く。

　しかも、こちらを見ているウリボウは、横になっているウリボウとは比べ物にならないくらい巨大なのだ。

　絶対に近づきたくない。

「カズラさん」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が頭を抱えていると、バレッタがトコトコと近寄ってきた。

「あの……あれって、毛皮と
腱
 けん

 を使えってことじゃないですか？」

「えっ、毛皮と
腱
 けん

 ？」

「はい。この前オルマシオール様に助けていただいた時に、毛を分けてくれるみたいなことを言っていたので」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が再び、
巨
 きよ

 
躯
 く

 のウリボウへと目を向ける。

　すると、そのウリボウは背中に載せていた
死
 し

 
骸
 がい

 を地面に降ろした。

　鼻先で、
死
 し

 
骸
 がい

 をこちらに寄せるような仕草をする。

「……マジか」

「やっぱり、そうみたいですね……」

　２人がそう言った時、まるでその会話が聞こえたかのように、
巨
 きよ

 
躯
 く

 のウリボウたちは
踵
 きびす

 を返した。

　あっという間に、森の中へと走り去っていく。

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちはそれを、呆然と見送った。

「行っちゃいましたね……」

　森へと目を向けたまま、バレッタがぽつりとつぶやく。

　なぜこの前のように頭の中に話しかけてこなかったのかと、内心首を
傾
 かし

 げていた。

「……このウリボウたち、どうしよう」

　地べたでは、相変わらず負傷したウリボウたちが
呻
 うめ

 いている。

　まさか、
止
 とど

 めを刺して皮を
剥
 は

 げということなのだろうか。

「カズラ様、ラタ医を何人か同行させております。治療できるかもしれませんし、連れて参りましょうか？」

「そ、そうですね。お願いします」

「はっ！　では、しばしお待ちを！」

　近場に停めておいたラタに飛び乗り、アイザックが駆け出して行く。

　部下に命じればいいようにも思えるが、自分で行くのが何とも彼らしい。

　ともあれ、このまま死にかけているウリボウを見殺しにするのはどうかと思っていたところだ。

　助けられるものなら、何とか助けてやりたい。

　自分ができることは、食べ物と薬を与えることくらいだ。

　下手すれば、自分たちが食べられる羽目になるかもしれないが。

「生きてるウリボウって、どれくらいいます？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に、バレッタや村娘たちが周囲を見渡す。

　何人かの兵士がラタを降り、倒れているウリボウの様子を見に行った。

　村娘たちも、様子を見にウリボウたちの
下
 もと

 へ駆けて行く。

「こっちのは、まだ息があります！　前足が折れているようです！」

「こっちも生きています！　腹に
槍
 やり

 が刺さっています！」

　あちこちで、村娘や兵士が手を上げる。

　生きているのは10
 頭ほどで、他は死んでしまっているようだ。

　どう見ても助からないようなものも、何頭かいるようである。

　そうしていると、前線の方から大きな歓声が上がった。

　ウリボウにかまけている間に、戦いは決したようだ。

　一拍置いて、
一
 かず

 
良
 ら

 のイヤホンにナルソンの声が響いた。

『カズラ殿、どこにおられるのですか？　バレッタは一緒ですか？』

「あ……私、ナルソンさんに全然報告してなかったです……」

　バレッタが『しまった』という顔で頭を抱える。

　それを見て、
一
 かず

 
良
 ら

 はくすりと笑った。

「じゃあ、急いで報告しないとですね。いったん、ナルソンさんと合流しましょう」

　村娘や兵士たちにウリボウを任せ、
一
 かず

 
良
 ら

 たちは前線へと向かうのだった。

　

　前線に到着した
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタは、その場の惨状に息をのんだ。

　２０００を優に超えるであろう血濡れの死体が、そこらじゅうに横たわっている。

　大半は黄金色の青銅鎧を着たバルベール兵のもので、クロスボウの矢が突き刺さったものがかなり見られた。

　
長
 なが

 
槍
 やり

 で串刺しになったのか、顔や腕の肉がこそげ落ちている死体もそこかしこに見られる。

　何人もの兵士が死体の間を歩き回り、息のある者を探している。

　兵士たちは
呻
 うめ

 き声を上げる
瀕
 ひん

 
死
 し

 の敵兵を見つけては、話しかけたり傷の具合を確認したりしている。

　息があっても助け起こされる者ばかりではなく、剣で首に
止
 とど

 めを刺されている者も散見された。

　どのみち助かる見込みのない
瀕
 ひん

 
死
 し

 の敵兵を回収しても、労力が無駄になるだけだからだ。

　比較的助かりそうな者は回収し、後で身代金と交換したり、
奴
 ど

 
隷
 れい

 として売り払ったりする。

「うっ……げえっ！」

「カズラさんっ！」

　あまりにも
凄
 せい

 
惨
 さん

 な光景に、
一
 かず

 
良
 ら

 がその場で
嘔
 おう

 
吐
 と

 した。

　覚悟はしていたのだが、実際に結果を
目
 ま

 の当たりにしたら、とんでもない嫌悪感が襲ってきた。

　胃の
腑
 ふ

 が締め上げられるような、形容しがたい不快感だ。

　バレッタが慌てて、その背に手を添える。

「カズラさん、いったん離れましょう」

　胃の中の物を全部吐き出し、
一
 かず

 
良
 ら

 が荒く息をつく。

　バレッタはハンカチを取り出し、その口を
拭
 ぬぐ

 った。

「げほっ、げほっ……い、いや、大丈夫です。驚いてしまっただけなので」

「で、でも……」

「すみません、鎧を脱ぎたいんですけど、手伝ってもらえませんか？」

「は、はい！」

　鎧を脱がせ、バレッタが
一
 かず

 
良
 ら

 の背を
擦
 さす

 る。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は全身汗だくで、心なしか震えているようだった。

「カズラさん、せめてもう少し離れた場所で、座って待ちましょう。無理はしちゃダメです」

「……そうですね。すみません」

「そんな、謝ることなんて……」

　２人がその場を動こうとした時、
蹄
 ひづめ

 の音を響かせて、ナルソンとリーゼが護衛兵とともに駆けてきた。

　ラタを止めるなり、リーゼがラタから飛び降りた。

「カズラ、どうしたの!?
 　大丈夫!?
 」

　真っ白な顔をしている
一
 かず

 
良
 ら

 に、リーゼが駆け寄る。

　地面にぶちまけられた
吐
 と

 しゃ物を見て、何があったのかを察したようだ。

「……悪い。ちょっと気分が悪くなっちゃって」

「そっか……無理はしないほうがいいよ。あっちで休もう？」

「……うん」

「誰か、水を！」

　リーゼの呼びかけに、護衛兵の１人がラタから降りて革袋を持ってきた。

　リーゼはそれを受け取り、
一
 かず

 
良
 ら

 に手渡す。

「ほら、これで口ゆすいで」

「ごめんな、こんな情けないところ見せて。俺もリーゼみたいに、しゃきっとしていられればよかったんだけど」

「なに水臭いこと言ってんのよ。誰だって苦手なものくらいあるんだから、しょうがないでしょ。謝るようなことじゃないって」

　リーゼに付き添われ、
一
 かず

 
良
 ら

 がその場を離れる。

「バレッタ、後方で何があったのかを聞きたいんだが」

　２人に付いていこうとしたバレッタを、ナルソンが呼び止めた。

「ウリボウの群れが現れたように見えたのだが、いったい何が起こったんだ？」

「え、えっと……」

　バレッタが護衛兵たちをちらりと見る。

　その様子に、ナルソンは彼女が言わんとすることを悟った。

　護衛兵にも生き残りの捜索を命じ、その場を離れさせた。

「森の中から、オルマシオール様が現れたんです。敵の奇襲を食い止めてくださいました」

「何？　オルマシオール様だと？」

　ナルソンが驚いた顔になる。

　少し離れた場所で、リーゼと地べたに座っている
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向けた。

　顔色の悪い
一
 かず

 
良
 ら

 に、リーゼが明るい顔であれこれと話しかけている。

　バレッタもそちらが気になって仕方がなく、ちらちらと視線を向けていた。

「あれは、カズラ殿が呼んでくださったものではないのか？」

「いえ、違います。オルマシオール様が自ら、助けに来てくださいました」

「ふむ……確か、バレッタもオルマシオール様に助けられたことがあったのだったな？」

「はい。その時に見たのと同じウリボウでした」

「以前、グリセア村に現れたオルマシオール様は人型だったと聞いたが、同じ御方なのか？」

「……分かりません。村に現れたかたには、私は会っていないので」

「そうか……」

　再びナルソンが
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向ける。

「カズラ殿に詳しく聞きたいところだが……今はやめておいたほうがよさそうだな」

　少し笑顔を見せ始めた
一
 かず

 
良
 ら

 に、ナルソンがほっと息をつく。

　どうやら、リーゼが上手いこと
一
 かず

 
良
 ら

 の気を紛らわせてくれたようだ。

　こういうことにかけては、リーゼの立ち回りは天才的である。

　他の者には真似できない芸当だろう。

「オルマシオール様については、後で聞くこととしよう。敵騎兵との戦いの経過を教えてもらえるか？」

「……はい。私たちは背後の道を見張っていたのですが――」

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちの様子に気を取られながらも、バレッタは戦闘経過の報告を始めるのだった。

　

　半日後。

　敵の軍団が丸まる残して行った野営地に、イステール領軍は
駐
 ちゆう

 
屯
 とん

 していた。

　今は、皆でウリボウの治療を見守っているところだ。

　ウリボウたちは皆、首に
縄
 なわ

 を付けて、地面に打たれた
杭
 くい

 に繋がれている。

　万が一があってはということで、念のための処置だ。

　暴れるようなものは一頭もおらず、皆大人しくしていた。

　ラタ医は誰一人として
怯
 おび

 えるようなこともなく、処置の邪魔になる患部の毛を手早く剃り落としている。

　ウリボウたちはされるがままで、時折痛みを訴えるようにきゅんきゅんと声を上げていた。

「……大人しいね」

　そんなウリボウたちを見て、リーゼがぽつりと言う。

「そうだな。ここに運んでくる時も自分たちで荷馬車に乗ってくれてたし、暴れる心配はなさそうだな」

　負傷したウリボウたちを運ぼうと荷馬車を連れて行ったところ、歩くことができるウリボウはひょこひょこと傷を
庇
 かば

 いながらも、自ら荷馬車に乗った。

　
怪
 け

 
我
 が

 が
酷
 ひど

 すぎて動けないものだけ、皆で引きずって荷馬車に乗せたのだ。

　どのウリボウも
唸
 うな

 ったり暴れたりせず、とても大人しかった。

　荷馬車を引くラタたちは、どれも
怯
 おび

 え切ってしまっていたが。

「私たちの言葉、分かるのかな？」

「それはさすがに無理じゃないかな……」

「でも、荷馬車に乗せる時は言うこと聞いてくれてたし、やっぱり分かるんじゃない？」

「うーん……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼがそんな話をしていると、

　バレッタが木箱を手に、小走りで駆け寄ってきた。

「カズラさん、持ってきました」

「ありがとうございます。効くといいんだけど……」

　カモミールの精油ビンを取り出し、ハンカチに
垂
 た

 らす。

　カモミールには鎮痛作用があるため、少しでも治療時の痛みを
緩
 かん

 
和
 わ

 できればと考えたのだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 がハンカチを近づけようとすると、そのウリボウは顔を上げて
一
 かず

 
良
 ら

 を見た。

　なにそれ？　と目で訴えている。

　さすが野生の獣というべきか、すぐに匂いに気づいたようだ。

「これ嗅ぐと身体が楽になるぞ。大人しく嗅いでくれ」

　目の前にハンカチを置くと、ウリボウはあからさまに嫌そうに顔を引いた。

　仕方がないので、ハンカチを取って鼻に近づける。

「ほら、嗅いでくれって……あ、こら！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がハンカチを寄せては、ウリボウが顔を背ける。

　何度やっても、寄せては背ける、の繰り返しだ。

「カ、カズラさん、あんまり無理に嗅がせようとするのは危険なのでは……」

　ジルコニアがヒヤヒヤした顔で、剣の柄を握ったまま
一
 かず

 
良
 ら

 の背後から声をかける。

「いや、そうは言っても。このまま傷の治療なんてしたら、痛いどころの話じゃないですよ」

「で、ですが、もし噛まれたらと思ったら怖くて……」

　そうしていると、リーゼがすたすたと
一
 かず

 
良
 ら

 の隣に歩み寄った。

「お、おい！　リーゼ！」

「大丈夫です」

　慌てた様子で駆け寄るナルソンにかまわず、リーゼがウリボウの頭を優しく
撫
 な

 でる。

「ほら、ずっと痛いのは嫌でしょう？　我慢して、これ嗅ごうね。カズラ、それ貸して」

「お、おう」

　リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 からハンカチを受け取り、ウリボウの鼻先に寄せた。

　ウリボウはちらりとリーゼを見ると、仕方ないといったふうにハンカチの臭いを嗅ぎ始めた。

　皆が、
唖
 あ

 
然
 ぜん

 とした顔でその光景を見つめる。

「……何でリーゼの言うことは聞くんだ？」

「分かんないけど、あっちでバレッタがやってるのを真似したの」

　皆でリーゼの視線を追うと、バレッタが先ほどのリーゼと同じように、ウリボウにハンカチを嗅がせていた。

　よしよしと頭を
撫
 な

 でて、「いい子だね」と言いながら笑顔でウリボウを
褒
 ほ

 めている。

「相手も生き物なんだし、無理やりはダメなんだよ。優しくしてあげないとさ」

「そ、そうだな……よし、虎と同じサイズの犬だと考えるようにするぞ。怖くない、怖くない」

　その後、皆で手分けしてすべてのウリボウに精油を嗅がせ、ラタ医に傷の治療を
施
 ほどこ

 してもらった。

　薬は
一
 かず

 
良
 ら

 が持参したものを使い、地球産の食事に鎮痛剤を混ぜて食べさせた。

　どのウリボウも
綺
 き

 
麗
 れい

 に平らげてくれたので、きっとすぐに良くなることだろう。

　

　ウリボウの
下
 もと

 から引き揚げた
一
 かず

 
良
 ら

 たちは、戦闘時の指揮官を集め、ナルソンの天幕に詰めていた。

　今は、戦闘結果の報告会をしているところだ。

　騎兵隊長や歩兵中隊長たちが、
雁
 がん

 
首
 くび

 をそろえている。

「……そうか、だいぶ逃がしてしまったな」

　最後まで敵を追撃していた第１騎兵隊長の報告を聞き、ナルソンがため息をつく。

　戦闘結果だけ見れば、イステール領軍の完勝だった。

　だが、その後の追撃が上手くいかず、かなりの数の敵を取り逃がしてしまったのだ。

　捕虜もいくらか捕らえたが、ほぼ全員が深い傷を負っていて治療が必要である。

　無傷なのは、戦闘中に何らかの原因で気絶して倒れていた者だけだ。

「バルベール軍の練度は想像以上ね……士気も高いし、恐ろしいくらいに頑強だったわ」

　ジルコニアが厳しい顔で
唸
 うな

 る。

　クロスボウの一斉射撃で、敵の前衛部隊は半ば壊滅状態に
陥
 おちい

 った。

　それを見て、イステール領軍は全軍を押し進め、そのまま敵を引き潰しにかかったのだ。

　だが、敵は撤退しながらも、予備隊をすべて投入して追撃を
阻
 はば

 んだ。

　結果としてかなり時間を稼がれてしまい、そうしているうちに敵の騎兵隊の生き残りが駆けつけてきた。

　敵騎兵たちは追撃を試みるこちらの騎兵と死に物狂いで戦い、その隙に弓兵や重装歩兵の大部分に逃げられてしまった。

　それどころか、最後まで予備隊の指揮を
執
 と

 っていたマルケスまで取り逃がしてしまったのだ。

　代わりに、予備隊はほぼ全滅させることができ、騎兵も半数以上討ち取ることができたのだが。

「うむ……あのままクロスボウで背中を狙って撃ち続けるべきだったか。よりにもよって、自ら近接戦闘に持ち込んでしまうとは……判断を誤ったな」

「そんなことは……。あの状況なら、一気に攻めるのが普通よ。誰だって、すぐに総崩れになると判断するわ」

「そうかもしれないな。まあ、今さらどうこう言っても仕方がない。この教訓は、次に活かすこととしよう」

　やれやれ、とナルソンが椅子の背もたれに寄りかかる。

「皆、ご苦労だった。今夜はゆっくり休んでくれ」

　ナルソンが各部隊長を下がらせ、幕には
一
 かず

 
良
 ら

 たちのみが残った。

　本題はこれからだ。

「カズラ殿、オルマシオール様のことなのですが……あれから、何か連絡はありましたか？」

「連絡？　オルマシオールさんからですか？」

「はい。もしお会いできるなら、一言お礼を言いたいと思いまして」

　ナルソンの言葉に、
一
 かず

 
良
 ら

 が困った顔になる。

　どうやら知り合いだと思われているようだが、
一
 かず

 
良
 ら

 とて『あの』オルマシオールに会うのは今日が初めてだ。

　しかも、あれは人間ではなく、どう見てもただの獣だった。

　連絡など取りようがない。

「えーと……ちょっと私からは連絡の付けようがないんですよね……」

「む、そうなのですか。いつもは、オルマシオール様から連絡を寄越してくるのですか？」

「そ、そうですね。そんな感じです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が視線を泳がせながら答える。

「そうでしたか。できれば今後も助力を願いたいと思ったのですが……それでは仕方ありませんな」

　ナルソンは残念そうだが、納得したようだ。

　ジルコニアとリーゼは、相変わらず困惑顔である。

「
怪
 け

 
我
 が

 をしたウリボウたちは、どうすればよいでしょうか？」

「うーん……
怪
 け

 
我
 が

 が治って動けるようになったら、放してやりましょうか」

　今後も薬は
一
 かず

 
良
 ら

 が持参したものを使うことになっているため、治りは早いはずだ。

　人に襲いかかる気配は今のところないが、念のため口輪を付けたほうがいいかもしれない。

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう考えていると、ナルソンが少し渋い顔で口を開いた。

「あのまま、我らで飼うことはできないでしょうか？　言うことを聞いてくれるなら、かなりの戦力になると思うのですが」

「いや、それはさすがに……自分たちから居ついてくれるなら話は別ですけど」

「お父様、オルマシオール様のご厚意で助けてくださったのに、そのような言いかたは……」

「いや、すまん。確かに失礼な言い草だったな。カズラ殿、申しわけございません」

　リーゼに
咎
 とが

 められ、ナルソンが頭を下げる。

　気持ちは分かるが、猛獣使いのような真似を
一
 かず

 
良
 ら

 ができるはずもない。

　元気になって森に帰ってくれれば、それが一番だろう。

　ナルソンが顔を上げ、再び
一
 かず

 
良
 ら

 に口を開く。

「それはそうと、ハンドキャノンは一度も使わなかったのですね？」

「ええ。敵が横から来てしまったので、とても使うどころじゃなかったです」

「ううむ、残念ですな。
砦
 とりで

 攻めの前に、効果を確認しておきたかったのですが……」

　ナルソンが心底残念そうに
唸
 うな

 る。

　予測どおり敵が後方から来てくれていたなら、敵騎兵を全滅させることができていたかもしれない。

　もしくは、側面にもいくらかハンドキャノン兵を配備しておいても、結果は違ったものになっただろう。

　ウリボウが現れなければ、の話だが。

「森の中って、しっかり
索
 さく

 
敵
 てき

 したんですよね？　それなのに、何で奇襲を喰らうことになったんです？」

「おそらくですが、敵は戦いが始まるまで、森に兵を置いていなかったのだと思います。戦いが始まった後、遠方で待機させていた騎兵を森に突入させ、我らの側面を突いたのでしょう」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の質問に、ナルソンが悔しそうに答える。

　自分の考えが甘く、相手を過小評価していたことを悔いているのだ。

「えっ、でも、そんなこと可能なんですか？　道筋の目印とか、森の中では何も見つからなかったんですよね？」

「はい、目印になるようなものがあったという報告はありませんでした。見つけられなかっただけという可能性もありますが」

「うーん……」

「考えられるとすれば、進軍太鼓やラッパの音です。ある程度方向に見当をつけて森を進み、それらの音が聞こえたらそれを目標にして進んだのでは」

　ナルソンの予想に、
一
 かず

 
良
 ら

 が「なるほど」と
頷
 うなず

 く。

　だが、方法としては納得したが、実際にそんなことが可能なのだろうか。

　森の中を方向を違わずに、しかも一
塊
 かたまり

 になってラタで駆け抜けるなど、至難の
業
 わざ

 なはずだ。

「正直、かなり危険な手段だと思います。道を違えばそのまま戦闘には参加できませんし、タイミングが悪ければこちらの真正面に飛び出てきてしまう可能性だってあります」

「最初からこういう戦いを想定して、訓練を積んでいたっていう可能性もあるわね」

　ジルコニアの言葉に、ナルソンが深く
頷
 うなず

 いた。

「うむ。そうでもなければ、初めて来るような森でそんな作戦を実行するとは思えないな。だが、だからこそやる価値があるとも言える」

　絶対にありえない、と相手が思っているからこそ、そこに隙が生まれる。

　戦争とは騙し合いとはよく言ったものだが、今回の戦いがまさにそれだ。

「次からは、森での
索
 さく

 
敵
 てき

 はもっと範囲を広げることにしよう。側面を突かれた時にも慌てないよう、あらかじめ訓練しておく必要もあるな」

「そうですね……本当に、何が起こるか分からないですね」

「まあ、それが戦というものです。カズラ殿、戦いの経過を撮った動画を見たいのですが」

「あ、はい。ちょっと待ってくださいね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が木箱から、プロジェクターとハンディカメラを取り出した。

　互いを接続し、天幕の壁に投影を始める。

　場面は、ナルソンがマルケスの下へラタを走らせているところからだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 以外の全員から、「おお」と声が上がった。

　持ってきたハンディカメラは、『超遠距離でも撮影できるもの』と店員に注文して買ったものだ。

　店頭価格で17
 万円とかなり高価だったが、性能は折り紙付きである。

　かなり遠くに映っているマルケスに
一
 かず

 
良
 ら

 が目を細める。

「あれが第６軍団長ですか。遠くてよく見え……お、ズームした」

　撮影を行っていたハベルが操作したらしく、ナルソンとマルケスがどんどんズームされていく。

　限界までズームしたのか、画面いっぱいに肩上からのマルケスが映った。

　さすがに少しぼやけているが、どんな顔なのかはよく分かる。

　ズームした際、ハベルの「すげえ……」という驚きの声まで入ってしまっていた。

「す、すごいですね……私が使ってた双眼鏡より、よく見えてます……」

　バレッタは興味深々のようで、動画とハンディカメラを交互に見ている。

　昼間に彼女が触った時は、ただ録画ボタンを押しただけで、細かい操作は一切行わなかった。

　ズームが引いていき、ナルソンとマルケスが画面中央に
納
 おさ

 まった。

　今度はぼやけておらず、はっきり映っている。

「ううむ、最近のはこんなにすごいのか。ここまで見えるとは思ってなかったな……」

「あ、カズラも使うのは初めてだったの？」

　隣に座るリーゼが、
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向ける。

「うん。ここまでいいやつは初めてだな。もっぱら、スマホとデジカメしか使ったことがなかったから」

　画面の中では話し合いが終わったようで、ナルソンがこちらへと戻ってくる。

　それに合わせて、ズームもゆっくりと戻されていく。

「ハベルさん、初めてなのにずいぶん上手に撮りましたね。すごいですよ！」

「はい！　ありがとうございます！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 に
褒
 ほ

 められ、ハベルが背筋を伸ばす。声がとても嬉しそうだ。
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「ナルソンさん、どの場面が見たいとかあります？　映像を早送りできますが」

「はい、クロスボウを使用したところを見たいのですが」

「分かりました」

　動画を早送りし、味方の重装歩兵隊が敵に向かって進んでいく場面まで進めた。

　映像がズームされ、射撃の瞬間の兵士たちの動きがしっかりと映し出される。

　ハベルは初めてハンディカメラを扱うというのに、撮影がかなり上手いようだ。

　ただ撮っているのではなく、皆が見たいであろう部分をズームしたり、視点を動かしたりしている。

　彼にはカメラマンの才能があるのかもしれない。

「……改めて見ても、本当にすごい威力ね。胴鎧を
貫
 かん

 
通
 つう

 してるわ」

　ばたばたと倒れていく敵兵に、ジルコニアが感心した声を漏らす。

　次々と襲い来る矢の嵐に、
恐
 きよう

 
慌
 こう

 状態に
陥
 おちい

 っている敵兵の様子が見て取れた。

「うむ。かなり距離が近かったし、敵が投げ
槍
 やり

 の
投
 とう

 
擲
 てき

 態勢に入っていて無防備だったからな」

「離れると、盾を貫けなかったりするのかしら？」

「当たり所にも左右されるな。あれの倍程度の距離なら、まず大丈夫だとは思うが」

「なるほどね……殺人兵器、か」

　ジルコニアが以前バレッタに言われた言葉を思い出し、ぽつりとつぶやく。

　ナルソンは連続して放たれた矢が敵を襲う映像を、食い入るように見つめている。

「ふむ、殺人兵器か。まったくそのとおりだな。これは素晴らしい」

　威力に満足したのか、ナルソンが深く
頷
 うなず

 く。

「やはり、至近距離での連続射撃は効果が絶大だな。初撃で、たまたま敵の指揮官の多数を倒せたのも幸運だったようだ」

「そうね。これからは、この戦法で行きましょう。味方の被害も少なくて済むし、何よりこれなら負けようがないわ」

「だが、何らかの方法で敵が接近してきたら、前列を起き上がらせるのに時間がかかって危険もあるぞ」

「接近って……こんなの、近づきようがないじゃない。大丈夫よ」

「いやいや、戦いで一番危険なのは、先ほどの奇襲の話のとおり、『こうなるはずだ』という思い込みだ。予想だにしていないことが起こる可能性も、常に頭に置いておかねばならん」

「そうね……カズラさん、敵騎兵の奇襲や、ウリボウたちの戦いは撮影できていないんですか？」

「すみません、撮れてないです。俺も驚いちゃって、撮影まで頭が回りませんでした……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が答えると、ジルコニアとナルソンが
酷
 ひど

 く残念そうな顔になった。

「そうでしたか……まあ、仕方ありませんね」

「あ、あの！　あの時カメラをいじっていたのは私なので、私が悪いんです！　カズラさんのせいじゃ――」

　とっさに
一
 かず

 
良
 ら

 を
庇
 かば

 おうとしたバレッタに、ジルコニアが苦笑を向ける。

「ああ、別に責めてるわけじゃないから気にしないで。私だってあの時は頭が真っ白になっちゃったし。誰だって、あんなことが起こったら驚いて固まっちゃうわ」

「うむ。奇襲はともかくとして、ウリボウの援軍など驚くなというほうが無理な相談だからな」

　その後も２時間近く動画を見ながら、次はああしよう、こうしようと反省会が続いた。

　途中、エイラとマリーが夕食を運んできたのだが、ナルソンは当然のように動画を回したまま食事をとろうとした。

　そんなものを見ながらでは食事などできたものではないと、
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタとリーゼが全力で反対して動画を停めさせた。

　

　反省会が終わり、
一
 かず

 
良
 ら

 、バレッタ、リーゼは外に出た。

　ナルソンたちは明日からの行軍予定を組むとのことで、もう少し会議を続けるらしい。

　外は真っ暗で、野営地はしんと静まり返っている。

　起きている者はほとんどいないようで、見張りの者がちらほら見えるだけだ。

　ところどころに配置された
篝
 かがり

 
火
 び

 が、野営地をぼんやりと照らしていた。

「はあ、かなり疲れたな……今日はリポＤゴールドを飲んでから寝るか」

「ゴールド？　いつものやつとは違うの？」

　肩をコキコキと鳴らしている
一
 かず

 
良
 ら

 に、リーゼが顔を向ける。

「うん。いつものより、効き目が強いやつだな。栄養とか、疲れが取れる成分が多めに入ってるんだ」

「そんなのがあるんだ。私も飲んでみたい」

「別にいいけど、リーゼたちはあんまり違いが実感できないんじゃないかな？　普通のやつを飲んだだけでも、体力全開って感じなんだろ？」

「そうだけど、飲んでみたいじゃん。なんかこう、すごいことになるかもしれないよ？」

「すごいことって何だよ……バレッタさんも飲みます？」

「あ、はい。いただきます。カズラさんは、気分は大丈夫ですか？　動画にいろいろ映ってましたけど……」

　撮影した映像にはモザイクやぼかしなどは入っていないため、完全なグロ動画と化していた。

　ナルソンやジルコニアたちは見慣れているためか、顔色一つ変えていなかった。

「大丈夫ですよ。目の前で見るのと、カメラ越しに見るのとではやっぱり違いますね」

「よかった……リーゼ様は、大丈夫だったんですか？」

「あんまり大丈夫じゃなかったけど、じっくりとは見ないようにしてたから。バレッタは平気だったの？」

「はい。動物の解体とか、手術の練習で血は見慣れていたので。なるべく、人間だって考えないようにしてました」

「あー、なるほど。私もお医者さんのところとかに見学に行って、血に慣れておけばよかったなぁ」

　そんな話をしながら、３人は
一
 かず

 
良
 ら

 の天幕にやってきた。

　中に入り、
一
 かず

 
良
 ら

 が木箱の中からリポＤゴールドを取り出した。

　ボール箱に入れられた、10
 本入りのものだ。

「ナルソンさんやエイラさんたちにも配るか。食事の効果で疲れてないかもだけど、飲んでおいて損はないだろうし」

「そうだね。皆、きっと喜ぶよ」

「カズラさんは休んでいてください。私が配ってきますから」

「あ、私も行くよ。お父様たちのところには私が持っていくから、バレッタは他をお願い」

「分かりました」

　箱を開け、バレッタがリポＤゴールドを３本取る。

　エイラ、マリー、ハベルの分だ。

　リーゼは箱をそのまま持ち
一
 かず

 
良
 ら

 に１本渡してから、２人して天幕を出て行った。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそれのフタを開け、ぐいっと一気に飲み干した。

「さて、トイレ行って、身体
拭
 ふ

 いて寝るか。何だか胃がむかむかするし、胃薬も飲もうかな……」

　用を足すべく、
一
 かず

 
良
 ら

 も天幕の外に出る。

　トイレといっても、地面に穴を掘って板を敷いただけの簡単なものだ。

　野営地の
隅
 すみ

 にトイレ用の天幕が作られているので、そこへと向かう。

　すると、野営地を出てすぐのところに、数人の兵士が集まっているのを見つけた。

　その表情は、何やら困っている様子だ。

　なんだろうと、
一
 かず

 
良
 ら

 も近づいてみる。

「どうしました？　何かあったんですか？」

「あ、カズラ様！」

　兵士たちが、一斉に
一
 かず

 
良
 ら

 を見る。

「ちょうどいいところに来てくださいました。これの扱いに困っておりまして……」

　兵士たちが顔を戻し、地面を見る。

　動物の真っ白な毛が、山積みになっていた。

「何だこれ。誰が持ってきたんですか？」

「いえ、それが分からなくて……カズラ様もご存じないのですか？」

「え？　いや、知りませんよ。動物の毛を持ってくるような……」

　ふと、昼間にバレッタが言っていたことを思い出し、思わず声を漏らしそうになる。

　これはもしかしたら、あのウリボウたちの
仕
 し

 
業
 わざ

 ではないだろうか。

「カズラ様？」

「いや、何でもないです。捨てちゃうのはもったいないですし、貰っておきましょう。俺も手伝うんで」

「あ、いえ！　それなら私たちだけでもできますので！」

「いやいや、ちょっと身体を動かしたいと思ってたところなんで、手伝わせてください。あ、その前にトイレ行ってきますね」

　そんなこんなで、
一
 かず

 
良
 ら

 も兵士たちに混ざって毛を運ぶことになった。

　すぐに終わるかと思いきや、かなり時間がかかり、袋詰めを終える頃には30
 分以上が経過してしまっていた。

　

「ん？　リーゼじゃないか」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が天幕に戻ると、リーゼがベッドにちょこんと座っていた。

　カラになったリポＤゴールドの瓶を手のひらで転がし、もてあそんでいる。

「どうした？　……ああ、それ飲んでたのか。味はどうだった？」

「うん、
美味
 おい

 しかったよ。でも、私はいつものやつのほうが好きかな」

　そう言ってビンを隣に置き、
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向ける。

　珍しく、少し緊張したような
面
 おも

 
持
 も

 ちだ。

「あのね、お願いがあるんだけど」

「どうした、改まって」

　真剣な話なのかと、リーゼの隣に腰かける。

　リーゼは膝に置いた自分の手に、目を落とした。

「何でも言ってくれていいんだぞ。俺にできることなら、なんだってしてやるから」

「ほんと？」

　リーゼが
一
 かず

 
良
 ら

 に顔を向ける。

　とても不安そうな眼差しに、
一
 かず

 
良
 ら

 はしっかりと
頷
 うなず

 いた。

「おう、任せとけ。何か困りごとか？」

「うん……すごく困ってる」

「何があった？」

「その……」

　リーゼが再び膝に目を落とす。

「今夜は、１人になりたくなくて……」

「……え」

　言葉を詰まらせる
一
 かず

 
良
 ら

 の目を、リーゼが横目で見る。

「一緒に、寝て欲しいな……って」

「……」

「ダメ……かな？」

　不安げな眼差しで言うリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 が言葉を詰まらせる。

　その時、天幕の入口が揺れて、バレッタが入ってきた。

「あの、カズラさ……ん……」

　ベッドに隣り合って座る２人を見て、表情を引きつらせる。

　なぜか、手には寝間着を抱えていた。

「……あ！　バレッタ、ちょうどよかった！　今、呼びに行こうって話してたところなの！」

「え？」

　先ほどとは打って変わって、リーゼが明るい声で話す。

「昼間の戦い、すごかったじゃない？　何だか夢に見そうで怖くって、皆で一緒に寝たいなって思って。カズラにお願いしてたんだ」

「え、皆で一緒に、ですか？」

「うん。ベッドは１人用だから３人は寝れないし、地面に敷き布敷いて寝ることになっちゃうけど……って、バレッタ、何持ってるの？」

　バレッタの持っている寝間着に気づき、リーゼが目を細める。

「えっ？　こ、これは……洗濯したカズラさんのお洋服です！」

「カズラの？　でもそれ……」

「わ、私も寝間着を取ってきますね！」

　バレッタは慌てた様子で、外に飛び出して行った。

　
呆
 あつ

 
気
 け

 に取られている
一
 かず

 
良
 ら

 の横で、リーゼが大きくため息をついた。

「はあ……やっぱりダメだ私。ほんと、どうしようもないや」

「な、何が？」

　リーゼが
一
 かず

 
良
 ら

 を横目に見る。

「だって、あの娘のあんな顔見ちゃったら……ほんと、自分が嫌になるわ」

　そう言って、すっと立ち上がる。

「私も着替え、取ってくるね。敷き布、用意しておいて」

　後ろ手に手を振りながら、リーゼは天幕を出て行ってしまった。

　

　数十分後。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の天幕の中で、リーゼとバレッタは２人そろって身体を
拭
 ふ

 いていた。

　寝間着姿で野営地を歩き回るわけにもいかないので、
一
 かず

 
良
 ら

 の天幕で着替えているのだ。

　当の
一
 かず

 
良
 ら

 は、人が入ってこないように外で見張りをしている。

　バレッタが濡れタオルで脇の下を
拭
 ふ

 いていると、何やら強い視線を感じた。

「……むう」

「な、何ですか？」

　じっと胸を凝視してくるリーゼに、バレッタが思わず胸を隠す。

「前より大きくなってる気がする」

「い、一応、成長期ですから」

　そう答えるバレッタに、リーゼは自分の胸に視線を落とした。

　いつもどおり、控え目なそれが目に入る。

「私も成長期だよね？　全然大きくならないんだけど、どうなってるのこれ？」

「えっと……
初
 しよ

 
潮
 ちよう

 は来てますよね？」

「うん。12
 の時にきたよ」

「じゃあ、きっとすぐに大きくなりますよ。生物学的に、そうみたいですから」

「そうなの？　成長期って、何歳まで？」

「確か……18
 歳くらいまでだったと思います」

「……あと３年か」

　はあ、とリーゼが遠い目をしてため息をついた。

「あの、そんなに気にしなくても。リーゼ様も、すぐに大きくなりますよ」

「悪かったわね。小さくて」

「えっ!?
 　い、いえ！　そんなつもりで言ったわけじゃないです！」

　わたわたと慌てるバレッタに、リーゼがジト目を向ける。

「あー、いいよねー。ちゃんと大きくなる人はさー。私なんて、お母様が小さかったみたいだからさ。望み薄なんだよねー」

「え、えっと……む、胸がないほうがいろんな服が似合っていいじゃないですか！　かわいい服も、たくさん選べますよ！」

「張り倒すわよあんた」

「ご、ごめんなさい!?
 」

　
修
 しゆ

 
羅
 ら

 の
形
 ぎよう

 
相
 そう

 になったリーゼに、バレッタが涙目で身を縮こまらせる。

「
罰
 ばつ

 として、その小憎たらしい胸を揉みしだいてあげるわ。ほら、手を後ろで組みなさい」

「何を言ってるんですか!?
 　ちょ、あっ！　や、やめっ、やめてくださいっ！」

　腕の間に手を滑り込ませてくるリーゼに、バレッタが慌てて身をよじる。

　リーゼはかまわず、押さえているバレッタの手の下から無理やり指をねじ込んだ。

「おーおー、いいもの持ってますなぁ。少し分けてくれませんかねぇ」

「ひゃあっ!?
 　やめ……あっ、だ、ダメですっ！　やめっ！」

「いひひ、イヤイヤ言ってても、本当はええんじゃろう？　ほれほれ、正直に言ってみい」

「変態みたいなこと言ってないでやめてくださいってば！　本気で怒りますよ!?
 」

「やーん、怒ったバレッタもかーわーいーいー」

　外では、天幕の中から聞こえてくる
酷
 ひど

 いやり取りを耳にしながら、
一
 かず

 
良
 ら

 が赤くした顔を手で覆っていた。

　

　寝間着に着替えた３人は、厚めに敷いた敷き布の上に寝転んでいた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 を真ん中にして、両脇をバレッタとリーゼが挟むかたちだ。

「えっと、それじゃあ寝るぞ。おやすみ」

「おやすみー」

「おやすみなさい」

「……ぐぅ、ぐぅ」

「「えっ？」」

　10
 秒せずに
一
 かず

 
良
 ら

 がイビキをかき始め、バレッタとリーゼが同時に驚いた声を上げる。

「嘘、もう寝たの？　冗談でしょ？」

　リーゼが身を起こし、
一
 かず

 
良
 ら

 の顔をのぞき込む。

　ぐうぐうと、気持ち良さそうに寝息を立てている。

　ガチ寝である。

「こ、この男は……こんなにかわいい娘２人に挟まれてるってのに……」

「あはは……きっと、すごく疲れてたんですよ。行軍中ずっと、ろくに眠れてないみたいでしたから」

「あー……それもそっか。ずっと怖い顔してたもんね」

「はい」

　イステリアを出立してからの
一
 かず

 
良
 ら

 は、ずっと気を張っているといった感じで、常にピリピリしていた。

　といっても、誰かに当たるといったことは一度もなく、むしろリーゼやバレッタをとても気にしている様子だった。

　２人も
一
 かず

 
良
 ら

 を気にして、何とか気を紛らわそうとしていたのだが。

　今日、会戦を完勝することができて、ようやく人心地つけたのだろう。

「そういえばさ、さっきバレッタが天幕に来た時、寝間着持ってきてたじゃない？　どうするつもりだったの？」

　両
肘
 ひじ

 をついてうつ伏せになり、リーゼがバレッタに意地悪な顔を向ける。

「え、えっと……」

「なになに？　怒らないから教えてよ」

　にやにや笑っているリーゼに、バレッタが少し苦笑する。

「カズラさん、昼間すごくつらそうだったじゃないですか。だから、今夜は
傍
 そば

 に付いてなきゃって思って」

「……抜け駆けするつもりだったんじゃないの？」

　予想外の返答に驚くリーゼ。

「えっ？」

　対するバレッタは、きょとんとした顔をしている。

「抜け駆け？　……ちちち、違いますよ!?
 　そんなことしません！」

　言葉の意味を理解し、バレッタが顔を赤くして起き上がる。

「私はただ、カズラさんをぎゅってして一緒に寝ようと思ってただけですっ！　そのまま襲うつもりなんて、カズラさんの気持ちを考えないようなことなんて私は――」

「わ、分かったから、落ち着いて！　カズラが起きちゃう！」

　わたわたと手を振りながら騒ぐバレッタを、リーゼが慌てて制する。

　バレッタがハッとして、口を押えて
一
 かず

 
良
 ら

 を見る。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は相変わらず、ぐうぐうと気持ちよさそうに寝息を立てている。

　起きる心配はなさそうだ。

　２人して、ふう、と息をつく。

「あれ？　でも、それならさっき、どうして寝間着のこと言ったら逃げて行ったの？　おかしくない？」

「だ、だって、リーゼ様に知られたら恥ずかしいじゃないですか。まるでその……
夜
 よ

 
這
 ば

 いにきたみたいに思われそうですし……」

「あなた、どんだけ純真なのよ……」

　リーゼがげんなりしたため息をつく。

「バレッタは偉いね。私なんて、自分が心細いからって、カズラに優しくしてもらいたくて来たのに」

「それは別に、悪いことじゃないですよ。あんな戦いの後なんですから。ベッドに２人でいたから、私はてっきり……」

　あはは、とバレッタが苦笑する。

「それ当たってるよ。一緒に寝てくれるようにお願いしてる時に、『あ、これ、もしかしたらいけるかも』とか考えてたし」

「えっ？　いけるかもって……カ、カズラさんを襲うつもりだったんですか!?
 」

「うん。バレッタが来なかったら、たぶん押し倒してた」

「だだだ、ダメですよそんなのっ！　そんなこと、絶対にダメですっ!!
 」

　バレッタが再び、顔を真っ赤にしてまくし立てる。

　リーゼは、べちゃっと身体を伏せて、枕に
顎
 あご

 を載せた。

「分かってるって。もうしない。約束する」

「本当ですか!?
 　絶対ですよ!?
 」

「絶対しないって。私、あなたに嫌われたら、たぶん耐えられないもん」

「……え？」

　再びきょとんとした顔になるバレッタに、リーゼが顔を向ける。

「あなたのことが、大好きなの。嫌われたくないの」

「え、えっと……と、友達として、ですよね？」

「当たり前でしょ。何言ってんのよ」

　はあ、とリーゼがため息をつく。

「あなたに会う前はさ、自分に自信あったし、絶対に奪い取ってやろうって思ってた。どんな人が相手でも、実力で奪ってみせるって」

「……」

「でも、カズラのことと同じくらい、バレッタのことも好きになっちゃったの。これ、どうすればいいのかな」

「リーゼ様……」

「……私、あなたともカズラとも、ずっと一緒にいたいな」

　何と答えていいか分からず、バレッタが口を閉ざす。

　バレッタとて、リーゼのことは好きだ。

　だが、この先もずっと、そうあれるだろうか。

　もし、
一
 かず

 
良
 ら

 が自分ではなく、リーゼを選んでしまったら。

　そうなったら、自分は――。

「このまま、時間が止まっちゃえばいいのにね」

　そう言って、リーゼが顔を反対側に向ける。

　その声は少しだけ、震えていた。

　バレッタはしばらく、黙ってうつむいていた。





　

第３章　希望と約束

　

「カズラ様、カズラ様」

「ん……」

　身体を揺すられる感覚に、
一
 かず

 
良
 ら

 は目を開けた。

　真っ暗な視界の中に、柱が交わった天井がぼんやりと見える。

「こんばんは。起きられますか？」

　声のする方に、顔を向ける。

　誰かが地面に膝をつき、こちらを見ていた。

　誰だか確認しようと、じっと目を
凝
 こ

 らす。

「……あなたは……確か」

　いつぞや、森の中で出会った長い黒髪の女性がそこにいた。

　以前会った時と同じ、旅人のような服装をしている。

「約束を、果たしに来ました」

「約束……ですか？」

「はい。参りましょう」

「ど、どこへです？」

「ここからは、少し離れた場所です。さあ、起きてください」

「起きてって言われても……」

　そう言いながら、両脇を見る。

　リーゼとバレッタが、それぞれ
一
 かず

 
良
 ら

 の腕を両手で抱いて眠っていた。

　女性がリーゼの肩を引き、あおむけにさせた。

　そっと、
一
 かず

 
良
 ら

 の腕から手を離させる。

　起きる気配はない。

「そちらは、ご自分でお願いします」

　言われるがまま、バレッタの肩に手を当て、そっと押してあおむけにさせる。

「ん……」

　小さく声を漏らすバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 が動きを止める。

「大丈夫です。そのまま、そっと離させてください」

　何でこんなことをしているんだろう、とぼんやり考えながら、バレッタの手を離させる。

　何とか、起こさずに済んだようだ。

「では、参りましょうか。付いてきてください」

　静かに天幕を出ていく女性を追うため、
一
 かず

 
良
 ら

 は起き上がって靴を履いた。

　天幕を出ると、女性が待っていた。

　その隣に、巨大な白い獣がいた。

「……えっ？」

　昼間見た、
巨
 きよ

 
躯
 く

 のウリボウだ。

　どことなく見た目が違う気がするが、気のせいだろうか。

「ごめんなさい。驚かせるつもりはなかったのですが、こうするしかなくて」

　ぽんぽんと、女性がウリボウの頭を叩く。

　ウリボウは、ふん、と鼻を鳴らし、身体を伏せる。

　そこに、女性が
跨
 またが

 った。

「……お前は自分で走れ。重いだろうが」

　ウリボウが不快そうな声で、女性に文句を言う。

　くぐもった、低い男の声だ。

「これでも一応、
怪
 け

 
我
 が

 人ですよ？　
労
 いた

 わってくれないんですか？」

「……勝手にしろ」

　不満げなウリボウに、女性がくすくすと笑う。

「さあ、こちらへ」

「の、乗るんですか？」

「大丈夫ですよ。噛みついたりしませんから。さあ」

　女性が差し出した手を取り、
一
 かず

 
良
 ら

 もウリボウに
跨
 またが

 った。

　女性が前、
一
 かず

 
良
 ら

 が後ろだ。

「つかまっていろ」

　ウリボウは言うやいなや、野営地の中を走り出した。

　揺れが
酷
 ひど

 く、油断したら放り出されそうだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は必死に女性の腰にしがみつきながら、先ほど感じたウリボウの違和感の正体に気づいた。

　このウリボウ、少し毛が短いのだ。

　昼間見た時は、もっとふさふさしていたはずだ。

「あ、あの！」

「はい？」

「野営地に置いてあった毛って、もしかしてあなたたちのですか!?
 」

「ええ。そこまでしなくてもって言ったんですけど、切るってきかなくて」

　女性が言うと、ウリボウが少し振り返った。

「こいつだけは切らなかったがな。自分で手伝うと言い出しておいて、毛を切る程度のことを嫌がるとは。まったく、半端なやつだ」

「髪は女の命ですからね」

「この国が消え去ったら、そんなことを言っている場合ではなくなるのだぞ」

「私１人の毛で、どうこうなる問題でもないですよ」

「まったく……口が達者なやつだ」

　そのままウリボウは走り続け、見覚えのある場所にやってきた。

　昼間、戦闘があった場所だ。

　死体は放置されたままで、そこらじゅうに転がっている。

　明日以降、何十人か市民兵を置いていき、近場の村や街の人間を集めさせて処理に当たることになっている。

　死体の数が多すぎるため、かなりの時間がかかるだろう。

　味方の死体は明朝に回収して皆の前で火葬し、後で遺族の
下
 もと

 に遺骨を届ける予定だ。

「ど、どうしてこんなところに……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はウリボウの背から降りて、顔をしかめた。

　辺りには
死
 し

 
臭
 しゆう

 が
漂
 ただよ

 っていて、油断すれば吐いてしまいそうだ。

　バレッタとリーゼのおかげで気が紛れていたというのに、またぶり返してしまった。

「ごめんなさい。でも、約束ですので」

「さっきも言ってましたが、約束って何のことですか？」

「最後の時は、私が迎えに来ると言ったと思いますが」

　そう言われ、１年近く前に森の中であった出来事を思い起こした。

　確かに、彼女とそんな話をした記憶はあった。

　あの時、彼女はまるで、自分が軍の使用人であるかのように振舞っていた。

　そんななかで唐突に、森がどうだとかお迎えがどうだとか言っていたので、わけが分からなかった記憶がある。

「あの時は、大変失礼いたしました。カズラ様の人となりが分からなかったので、どんなかたなのか知りたくて」

「ああ、それで、あんな変な言いかたしてたんですか。はっきり言ってくれればよかったのに」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、女性はくすくすと笑った。

「ごめんなさい。私も怖かったんです。直接言ってしまったら、分かっていた未来よりももっと
酷
 ひど

 いことになってしまうかもと思って」

「分かっていた……って、未来が分かるんですか!?
 」

　驚いた声を上げる
一
 かず

 
良
 ら

 に、女性が
頷
 うなず

 く。

「はい、以前までは。カズラ様が現れてからは、何も
視
 み

 えなくなってしまいましたけどね」

「え、それって、大丈夫なんですか？」

「分かりません。でも、あなたと話しているとほっとします。たぶん、大丈夫でしょう」

「た、たぶんって……」

「おい、話してないで、さっさと済ませろ。夜が明けてしまうぞ」

「あ、そうですね。ごめんなさい」

　ウリボウに叱られ、女性がそっと目を閉じる。

　すると、周囲に横たわる死体のいくつかから、ふわふわと小さな光の玉が湧き出てきた。

　すべての死体から出てきているわけではなく、どうやらイステール領軍の兵士の死体からのみのようだ。

　それらは胸の高さほどにまで浮き上がり、ふっと消えた。

「な、なんですかあれ？　何が起こったんです？」

「戦死者たちの魂を、あの世に送り出しました。このままだと、しばらく
彷徨
 さまよ

 うことになってしまうので」

「魂？　……そんなもの、本当にあったんですね」

「え？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に、女性が小首を
傾
 かし

 げる。

　ウリボウはつまらなそうに、ふんと鼻を鳴らした。

「いや、魂とかあの世とかが本当にあるのか、今まで疑っていたもので」

「おかしなことを言いますね。魂がなかったら、命も何もあったものではないじゃないですか」

「そ、そういうものなんですか。じゃあ、死んだ後に行く、あの世ってところは――」

「終わったなら帰るぞ。乗れ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉をさえぎり、ウリボウが口を挟む。

「もう……せっかちですね」

　伏せるウリボウの背に、女性が
跨
 またが

 る。

「えっ、あの、他の……バルベール兵たちの魂は送ってやらないんですか？」

　魂とやらが抜け出た死体はほんのわずかで、大部分の死体はそのままだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の問いに、女性が
頷
 うなず

 く。

「はい。私たちが手伝えることはありません」

「そこを何とかなりませんか？　彼らだって、戦いたくて戦ったわけではないでしょうし」

「いえ、そこまでする義理は――」

「やってやれ。そいつらに義理はなくても、この男にはあるだろう」

「……」

　ウリボウの言葉に、女性が不満げな顔になる。

「お願いします。やってあげてください」

「……分かりました」

　仕方ない、といったように女性が
頷
 うなず

 く。

　すると、周囲の死体から一斉に小さな光の玉が湧き出した。

　まるで、たくさんの
蛍
 ほたる

 が宙を飛び交っているような光景だ。

『
蛍
 ほたる

 のなかには、亡くなった人の魂が混じっていることがある』という話を子供の頃に祖父から聞いたことがあるが、この光景を見て納得した。

　祖父は『嘘じゃないぞ』と笑っていたが、同じような体験があるのだろうか。

　今度日本に戻ったら、詳しく話を聞いてみてもいいかもしれない。

　そんなことを考えているうちに、光の玉が、すっと消えた。

「行くぞ。さっさと乗れ」

　ウリボウに催促され、背に
跨
 またが

 る。

　風のような速さで、野営地を目指す。

　あっという間に、野営地の見えるところに到着した。

　距離にして、２００メートルほどだろうか。

　
一
 かず

 
良
 ら

 がウリボウの背から降りる。

「お手間を取らせてしまい、申しわけございませんでした。いずれまた」

　女性が言うやいなや、ウリボウは走り出し、あっという間に
闇
 やみ

 のなかへと消えていった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は彼女たちが消えていった
暗
 くら

 
闇
 やみ

 を呆然と見つめながら、
頬
 ほほ

 をつねる。

「……これ、夢じゃないよな？　現実だよな？」

　
頬
 ほほ

 に痛みが走る。

　どうやら、夢ではないらしい。

　あんな超常的な現象が、まさか自分の身に起こるとは思っていなかった。

　この世界自体、いろいろと常識を超えたことが起こってはいるが、そのなかでも今回のは段違いなレベルだ。

「あ、しまった。オルマシオール様なのかって、聞くの忘れちゃったな……コルツ君のことも聞き忘れたし、もったいないことしたな」

　聞きたいことは山ほどあったのに、ほとんど何も聞かずに終わってしまった。

　またいずれ、と言っていたので、また会う機会はあるのかもしれない。

「……まさか、戦いのたびに同じことやるのかな？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は
唸
 うな

 りながらも、野営地へと戻って行った。

　

　翌朝。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が目を覚ますと、すでにリーゼとバレッタは起きていた。

　いつものように早朝トレーニングをしてきたようで、２人とも髪が汗で首筋に張り付いている。

　起き上がった
一
 かず

 
良
 ら

 に２人が気づき、笑顔を向けた。

　おはよう、と
挨
 あい

 
拶
 さつ

 を交わす。

「よく眠れた？」

「そこそこってところかな。寝てる途中で起こされちゃってさ」

「起こされた？　誰に？」

　リーゼが小首を
傾
 かし

 げる。

「コルツ君の言ってた、黒髪の女の人に。あと、昼間見た大きなウリボウもいた」

「……カズラ、今夜も皆で一緒に寝よっか。それと、天幕にサウナ作って、ゆっくり入ろう。きっと気持ちいいよ」

「え？　何だよ急に。もしかして、俺が嘘ついてるとでも……」

「んーん、そういうことじゃなくて、もう何日も野営生活が続いてるじゃない？　そろそろ一回、息抜きしないとと思って」

　リーゼは「カズラ、あなた疲れてるのよ」とでも言いたげな表情でそんなことを言う。

　明らかに信じていない。

「カズラさん、それはきっと夢ですよ。私も似たようなことがありましたから、きっとそれです」

「ちょ、バレッタさんまで……
頬
 ほ

 っぺたつねったら痛かったですし、ちゃんと歩いてここまで戻って寝なおしたんですよ？」

「でも、もし本当にあんな大きなウリボウが入ってきたなら、警備の人が気づくはずです。騒ぎを起こさずに野営地に入ってくるなんて、不可能ですよ。それはきっと、ご神託です」

　リーゼも同じことが言いたかったのか、うんうんと
頷
 うなず

 いている。

　言われてみれば、確かにそうだ。

「ご神託ねぇ……」

　納得いかないといったふうに、
一
 かず

 
良
 ら

 は
唸
 うな

 っている。

「なんだ、そういうことだったの。カズラがおかしくなっちゃったのかと思ったよ」

「……ウリボウが入ってきたっていうのは信じないのに、ご神託があったってのは信じるのか？」

「うん。野営地にウリボウが入ってくるのは現実的にありえないけど、ご神託ならあってもおかしくないじゃない。昨日だって、あんなことがあったんだし」

　以前から
一
 かず

 
良
 ら

 は感じていたことだが、神という存在に対する価値観が、この世界の人間たちと
一
 かず

 
良
 ら

 とでは大きく違うようだ。

　この世界の人間たちにとって、神や精霊というものが存在するという考えかたは常識である。

　作物が豊作になったり、雨が降ったりといったことも、神や精霊の力によるものと考えられている。

　神や精霊といったものは、彼らにとっては身近な存在なのだ。

「それで、オルマシオール様は何て言ってたの？」

「戦死者の魂をあの世に届けてくれたんだ。昨日戦いがあった場所に連れて行かれて、そこにいる人たちを全員やってくれた」

「そっか……あの世って、やっぱりあるんだ。天国とか地獄とか、そういうところ？」

「いや、それについては聞けなかったな。聞こうとしたところで、話が変わっちゃってさ」

「またご神託があったら、今度はちゃんと聞いておいてよ。行けるものなら、天国に行きたいし」

「お、おう。まあ、聞けたらな」

「でも、何だか知るのが怖いですね……たとえどちらともあったとしても、知らないほうが幸せな気もします」

　バレッタの言葉に、リーゼが「あー……」と声を上げる。

「確かにそうかも。何をするにしても、死んだ後のことが気になっちゃって正直に生きられなくなりそう」

「うん、確かに。死んでからのお楽しみってことでいいんじゃないかな」

　そこまで話した時、バレッタが、はっとした様子で
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼを交互に見た。

「バレッタ、どうかした？」

　リーゼがバレッタに小首を
傾
 かし

 げる。

「あ……いえ、何でもないです」

「そう？　もしかして、地獄に行くようなことをもうしちゃってるとか？」

「そ、そんなことはしてないですよ！　……たぶん」

　バレッタが歯切れ悪く答える。

「えっ、もしかして、何か思い当たることがあるの？」

「えっと……前に、捕まえた動物を手術の練習台にしたことがあって。大丈夫かなって」

「それくらい大丈夫なんじゃない？　絶対に、とは言えないけどさ」

「そ、そうですね」

　そんなこんなで話は終わり、皆で朝食をとりに行くことになった。

　

　身支度を整えた３人は、ナルソンの天幕へとやってきた。

　中には朝食の準備がされており、ナルソンとジルコニアが席に着いている。

　今日の朝食は、鮭フレークがたっぷり載った
白
 しら

 
粥
 かゆ

 、乾燥野菜で作った野菜スープ、ジャーマンカモミールのハーブティーだ。

　エイラたちが
一
 かず

 
良
 ら

 の体調を考えてくれたのか、とてもお腹に優しいラインナップである。

　壁際に控えているエイラが、
一
 かず

 
良
 ら

 ににこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでマリーとともに腰を折った。

「カズラさん、おはようございます。よく眠れました？」

　ジルコニアが
一
 かず

 
良
 ら

 に笑顔で声をかける。

　顔色はすこぶる良く、体調も良さそうだ。

「まあ、それなりですかね。お２人はどうです？　よく眠れました？」

「はい、とてもよく眠れました。身体もいつもどおり、元気満々です」

「私も、ようやく安眠できました。何はともあれ、初戦を完勝できてほっとしたからですかな」

「それはよかった……って、ジルコニアさん、それまさか、今食べるんですか？」

　皆がジルコニアの食事に目を向ける。

　ミルクチョコレートの板チョコ（58
 グラム）が２枚、ハーブティーの横に置かれていた。

　ちなみに、昨日の朝は１枚だった。

「えっ、でも、２枚だけですよ？」

「いや、いくらなんでも食いすぎじゃないですかね……」

「別にいいじゃないですか。身体に悪い物でもないんですし」

「チョコレートって糖分すごいですし。お肌に悪い影響が出るかもですよ。食べすぎはよくないです」

　太ると言ってもよかったが、女性にそういった言葉を言うのもアレなのでやめておいた。

　そもそも、こちらの世界に来てから、太っている人間を一度たりとも見たことがない。

　日本から持ってきた食べ物を食べさせても体型がまったく変わらないのだから、そういった心配はいらない身体なのかもしれない。

「そうなんですか？　今のところ、何もないと思いますけど」

　自分の顔を
擦
 さす

 りながら、ジルコニアが少し不安そうに言う。

「ジル、カズラ殿もそう言っていることだし、少し控えたらどうだ？」

「うーん……じゃあ、そうするわ。コレは皆で食べましょう」

　肌に悪いという言葉が効いたのか、我慢することにしたようだ。

　チョコレートの包み紙を開け、パキパキと割ってテーブルの中央に置く。

　皆で席に着き、食事をとり始めた。

「カズラ殿、
怪
 け

 
我
 が

 をしたウリボウたちなのですが、ラタ医とともにここに置いていこうかと思います」

　
粥
 かゆ

 を口に運ぶ手を止め、ナルソンが言う。

「そうですか。人を襲ったりはしなさそうですか？」

「今のところは大丈夫そうです。オルマシオール様の
眷
 けん

 
属
 ぞく

 とあっては全身を縛り付けるわけにもいきませんし、大人しくしてくれるよう祈るしかないかと」

「そ、そうですね……あ、動物繋がりで思い出したんですけど」

　ふと昨日気になったことを思い出し、
一
 かず

 
良
 ら

 は話題を変えることにした。

　オルマシオール関連の話をしていると、どうにもナルソンを騙しているような感じがして後ろめたい。

「昨日の戦いの前に、軍団の上を鳥が飛んで行ったじゃないですか。あれって、もしかして……」

「はい。
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 に前もって用意させておいたものです。動物の内臓占いよりは、皆に見えて効果的だと思いまして」

「ああ、やっぱりそうだったんですか。こう、軍隊の上をぐるぐる回るのが
吉
 きつ

 
兆
 ちよう

 なんですか？」

「そのとおりです。回った下にいる軍勢が、向かっていった先の敵を撃ち滅ぼすという言い伝えがあります」

「なるほど。確かに、皆嬉しそうでしたもんね」

「はい。おかげで士気が上がりました。この戦いで負ければ、我が国は遠からず滅亡の憂き目に
遭
 あ

 います。使えるものは、何でも使わねば」

　不意に出た『滅亡』という単語に、
一
 かず

 
良
 ら

 は思わず表情をこわばらせた。

　初戦の勝利に明るい雰囲気になってはいるが、こちらは一度たりとも負けるわけにはいかない。

　常にギリギリの状況なのだ。

「芸がないですが、次の戦いでも同じように鳥を使った占いを行わせます。もしカズラ殿が見たいようであれば、内臓占いもやらせますが」

「い、いえ、大丈夫です。飛ばすやつだけにしてください」

「かしこまりました。また、次の戦いでは
砦
 とりで

 攻めとなります」

　ナルソンが硬い表情になる。

　皆も、食事の手を止めた。

「カノン砲とスコーピオン、それにカタパルトで可能な限り敵戦力を削りますが、最後は
砦
 とりで

 に突入しての白兵戦となります。持てる戦力をすべて投入しますが、どう転ぶかは正直分かりません」

「敵兵の練度が、かなり高かったものね。一歩間違えれば、返り討ちに
遭
 あ

 うわ」

　ジルコニアの言葉に、ナルソンが
頷
 うなず

 く。

「長期戦にするつもりはありませんが、大型兵器を使って防壁、防御塔、城門を無力化させる都合上、最低でも攻略に丸二日はかかるとみています。なので予定どおり、攻略戦の間は、兵士たちには特別な食事を与えます。よろしいですね？」

　念を押すように言うナルソン。

　これは
砦
 とりで

 攻略の計画を練る段階で、
一
 かず

 
良
 ら

 も同意済みだ。

　戦いにおいて、兵士の疲労は戦力の低下に直結する。

　だが、日本産の食べ物を使えば、それを大幅に軽減することができるだろう。

　日本から持ってきた食べ物は、長期的な
摂
 せつ

 
取
 しゆ

 でなければスタミナの回復および向上の効果だけにとどめることができる。

　
一
 かず

 
良
 ら

 がグリセア村で生活していた初期の頃の体験で、それは実証済みだ。

　そのために、前回日本に戻った時にトン単位で米や小麦粉を購入してきた。

　兵士たちにはラタ麦と米とを半々に混ぜた
粥
 かゆ

 、もしくは小麦粉入りのパンを食べさせるので、十分足りるはずだ。

「はい、大丈夫です。それだけの分は用意してきたので、何日かは持つと思います」

「ありがとうございます。管理には細心の注意を払いますので、どうかご安心を」

「それと、ナルソンさん。１つ提案があるんですが」

　そう言って、
一
 かず

 
良
 ら

 がバレッタを見る。

　こくんと、バレッタが
頷
 うなず

 いた。

「もし、敵が完全に
砦
 とりで

 に引きこもってしまった時は、カタパルトで
砦
 とりで

 内を直接攻撃しようと思うんです」

「例の火炎壺を放り込むのですか？　あれはあまり数がないので、できれば防御塔を焼くのに使いたいのですが」

　ここで言っている火炎壺とは、ガソリンを入れた水瓶のことである。

　下手すると気化したガソリンに引火して投射の前に自爆する可能性があり、かなり危険な
代
 しろ

 
物
 もの

 だ。

　敵にとっては、悪夢のような兵器だろう。

　だが、
一
 かず

 
良
 ら

 が使おうとしている兵器は、それよりもさらに恐ろしいものだ。

「いえ、それとは別の物を使います。いくらか用意してきたので、もしもの時は使わせてください」

「それはどういった物なのですか？」

　ナルソンの問いに、
一
 かず

 
良
 ら

 が言葉を詰まらせた。

　そんな
一
 かず

 
良
 ら

 の手を、バレッタが隣からそっと握る。

　
一
 かず

 
良
 ら

 に代わり、バレッタが口を開いた。

「猛毒の煙を発生させる兵器です。煙を吸い込んだ生き物を、無差別に殺傷します」

　

　２日後の夜。

　バルベール軍制圧下にある国境
砦
 とりで

 の一角で、第10
 軍団秘書官ティティスと副官セイデンが、マルケスから会戦の報告を受けていた。

　マルケスは疲労
困
 こん

 
憊
 ぱい

 といった様子で、外壁沿いのベンチに腰掛けてうなだれている。

　ティティスたちの前では、大勢の傷付いた兵士たちを第10
 軍団の兵士や使用人たちが手当していた。

　皆、丸二日ほとんど休まずに逃げてきたため、立っていることすらままならないほどに
疲
 ひ

 
弊
 へい

 している。

　道すがら、１００では利かない数の兵士が
落
 らく

 
伍
 ご

 したとのことだ。

　救助の兵を出してはいるが、はたして生きている者がいるかどうか。

　無事に戻った兵士も大多数が負傷しており、命に係わる傷を負ってしまった者も少なくない。

　彼の副官も、敵の騎兵の手にかかって戦死してしまったらしい。

「……そうですか。敵が、そのような兵器を持っているとは」

　敵の新兵器の恐るべき威力を聞き、ティティスが顔をしかめる。

　
砦
 とりで

 内には水車や製粉機といった先進的な道具がいくつか残されていたが、兵器は１つも見つからなかった。

　それらの道具のいくつかは、カイレンがすでに持ち出しており、今頃は首都にあるはずだ。

　兵器の他にも、防壁に使われている石同士が、
石
 せつ

 
膏
 こう

 や粘土ではない何かで接合されているとの報告が上がってきている。

　どうやらアルカディアは、バルベールも知らない未知の技術を多数保有しているようだ。

　そういった技術があるのなら、何かしら新兵器も作っているのではとティティスは思っていたが、予想が的中してしまった。

　まさかここまで、
甚
 じん

 
大
 だい

 な被害をもたらす兵器を持っているとは考えていなかったが。

「あれは、前に元老院議員から聞いた新兵器に違いない。普通の弓矢では届かないほどの遠距離から矢を飛ばす兵器だと言っていた」

「新兵器、ですか」

「ああ。奴らが持っているということは、我らのなかに裏切り者がいるわけだ。そいつのせいで、我が軍団はこれほどの被害を……くそ！」

　マルケスが
苛
 いら

 
立
 だ

 った様子で吐き捨てる。

　そんな彼に、ティティスは困惑した顔を向けた。

「裏切り者ですか？　そう考えるのは、さすがに早計では」

「何を言うか！　考えてもみろ、ここ最近の奴らの技術発展の早さは異常ではないか！　鉄器だけならまだしも、ここにあった水車や製粉機の存在をどう説明付ける!?
 」

「そう申されましても。第一、水車や製粉機はバルベールにも存在しない道具ではないですか。裏切り者が情報を流しているなら、我ら以上の技術をアルカディアが保持しているのはおかしいでしょう」

「む……それは、そうだが……」

　マルケスが言葉に詰まる。

　やれやれ、とティティスは周囲に目を向けた。

　たくさんの
怪
 け

 
我
 が

 人が、地面に座り込んで
呻
 うめ

 いている。

　腕や身体に矢が突き刺さっている者も、多数見受けられた。

「彼らは、どうして矢を引き抜いていないのですか？　丸二日も刺さりっぱなしでは、もう傷口を切り開かないと抜けないのでは」

「あれか。奴らは弓矢の
鏃
 やじり

 を改良していたようでな。
鏃
 やじり

 に返しが付いていて、一度刺さると引き抜くことができんのだ」

　疲れ切った声で、マルケスが話す。

　イステール領軍の弓兵は特殊な形状の
鏃
 やじり

 が付いた矢を使っていた。

　突き刺さった傷口はズタズタに切り裂かれており、深くめり込んで引き抜くことができなかった。

　矢が刺さったまま撤退してきた者は傷が
化
 か

 
膿
 のう

 してしまっており、大半が感染症を併発して高熱を発していた。

「そんなものまで……休戦協定切れに備えて、前々から準備をしていたということですか」

「だろうな。全力で戦いの準備をしていたのは、我らだけではなかったということだ」

「そうですね……マルケス様、新兵器について、もっと詳しくお聞かせ願いたいのですが」

「ああ。大型兵器については先ほど話したとおりだ。だが、一番危険なのは歩兵に持たせていた小型の射撃兵器だ。あれのせいで、我が軍は……」

　その時のことを思い出し、マルケスが悔しそうに肩を落とす。

「どのような兵器だったのですか？　詳しく教えてください」

「大型射撃兵器の小型版だ。手で持ち運べる大きさで、投げ
槍
 やり

 の射程ギリギリで直射してきた。鎧や盾を
貫
 かん

 
通
 つう

 するほどの威力だ。細かい形までは、覚えておらん」

「それは、こんな形をしていませんでしたか？」

　その時、ぱたぱたと足音がし、フィレクシアが近寄ってきた。

　手には石板が貼り付けられた板と、クロスボウの矢を持っている。

　矢は、たまたま重装歩兵の盾に突き刺さっていたのを引き抜いてきたものだ。

　フィレクシアは２人の前に来ると、石板を胸の前に持った。

　真横にした大きな弓に、長い長方形の胴部分、そして引き金部分が付いた、クロスボウに似た兵器のイラストがろう石で描かれている。

　それを見て、マルケスが目を丸くした。

「おお、そうだ。確かにこんな形をしていたぞ！　どうして知っているのだ!?
 」

「兵士さんたちの話を聞いて回って、だいたいの見当をつけて描いてみたですよ」

「何？　話を聞いただけで、これほど細かく……ええと、そなたの名は……」

　フィレクシアの顔を見ながら、マルケスが名前を思い出そうと
唸
 うな

 る。

　数秒で
諦
 あきら

 め、首を振った。

「すまぬ、忘れてしまったようだ」

「フィレクシアなのですよ。自己紹介なんてしてないので、分からないのは当たり前なのです」

「そうだったか。それは失礼した。許してくれ」

「いえいえ、私は気にしてませんので」

　以前だったら考えられないような
台詞
 せりふ

 を吐くマルケスに、ティティスとセイデンが顔を見合わせる。

　マルケスはフィレクシアを毛嫌い（主にフィレクシアのせい）していたが、礼を失するような性格ではないので当然といえば当然かもしれないが。

　戦いに敗北して、心身ともに弱っているせいもあるだろう。

「そなたは、カイレン将軍の愛人ではないのか？　少し話を聞いただけで、このようなものを描けるとは……いったい何者だ？」

「愛人じゃないです！　私はカイレン様の未来のお嫁さんなのですよ！」

　ふんす、と薄い胸を張るフィレクシア。

　それを見て、ティティスが「ふっ」と鼻で笑った。

「……ティティスさん、今、私のことを鼻で笑いませんでしたか？」

「いえ、そんなことは。空耳でしょう」

　すまし顔のティティスに、フィレクシアが「ぐぎぎ」と歯を食いしばる。

「マルケス様、彼女は首都からカイレン様が引き抜いてきた兵器職人です。
砦
 とりで

 攻めの時に用いた投石機も、彼女が設計したものです」

「何、それは本当か!?
 」

　マルケスが驚いた顔をフィレクシアに向ける。

　フィレクシアは満面の笑みで、大きく
頷
 うなず

 いた。

「はい！　それとは別に、今回アルカディア軍が使ってきたっていう大型兵器に似たようなものを、首都で私が作ったですよ」

「そうなのか!?
 　では、こちらでもすぐに用意ができるのだな!?
 」

「いえ、すぐは無理です。アルカディアの人たちは、あと１日か２日で攻めてくるんですよね？　間に合うわけがないのですよ」

「そ、そうか。それもそうだな……」

　がっくりと、マルケスが肩を落とす。

　自分でも馬鹿なことを言ったという自覚がある分、余計に心にくる。

　敗北のショックと丸二日寝ずの行軍での疲労で、頭がまったく回らないのだ。

「でも、相手の兵器がどんなものか分かれば、対策のしようはあるのですよ。新兵器頼みで戦おうなんて、ポンコツの考えることなのですよ」

「……うむ」

　かなり失礼な言いかただが、マルケスは特に何を言うでもなく
頷
 うなず

 いた。

　２人のやり取りを見ているティティスとセイデンは、ハラハラしっぱなしだ。

「マルケスさん。アルカディア軍が使ってきた大型射撃兵器は、この絵を大きくしたもので間違いないですか？」

　コンコン、とフィレクシアが石板を叩く。

「かなり距離があったから、細かい部分までは見えなかったな。だが、似たような形状だったことは確かだ」

「そうですか。大きさは、どれくらいでしたか？」

「弓の部分が、確かこれくらいだったな」

　マルケスが両手を広げてみせる。

　それを見て、フィレクシアがふむふむと
頷
 うなず

 いた。

「なるほど、なるほど。それから発射された矢が、弓矢に混じって降ってきたわけですね。命中精度は、そんなでもなさそうですね」

「いや、恐るべき命中率だったぞ。あれは敵の小型兵器と同様に、遠距離から直射してきた。弓兵の矢とは軌道が違う。威力もとんでもないものだった」

　マルケスがそう言うと、フィレクシアが
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔になった。

「直射って、距離はどれくらいでしたか？」

「そうだな……だいたい、ここからあそこの畑に生えている木までの距離は優にあった」

　約２５０メートルほど先にある木を、マルケスが指差す。

「むむ……もう一度聞きますけど、弓部分の大きさはこれくらいだったのですね？」

　フィレクシアが先ほどのマルケスと同じように、両手を広げてみせる。

「ああ、それは間違いない」

「直射してきたというのは確かなのですか？」

「うむ」

「むむう……」

　フィレクシアが腕組みして
唸
 うな

 る。

　それを見て、ティティスが小首を
傾
 かし

 げた。

「フィレクシアさん、何か不思議な点でもありましたか？」

「不思議もなにも、その程度の大きさの弓では、あそこまでは直射できないのですよ。どう考えても届きません。曲射なら可能なんですが」

「そうなのですか？　前に言っていたように、何枚も板を重ねて貼り付けた弓を使えばいいのではないですか？　すごい反発力が生まれるって言っていたじゃないですか」

「うーん……それにしても、あそこまで直射で矢を飛ばして、鎧を
貫
 かん

 
通
 つう

 させる張力を生み出すというのは。もしそうするなら、もっと弓を大型化したほうが手間はかからないと思うですよ」

　んー、と
唸
 うな

 りながら、フィレクシアは考え込んでいる。

「フィレクシアさん、兵器の構造はとりあえず置いておきませんか？　問題は、その兵器を使ってくる相手から、どうやって
砦
 とりで

 を守るかですよ」

「その兵器だけなら、防壁は破れません。城門の破壊も無理なのですよ」

「そうなのですか。では、我々は
砦
 とりで

 にこもって守りに徹すればいいわけですね？」

「はい、そのとおりです。……でも、どうしてもその弓の構造が気になります。ティティスさんは気にならないの……あ、あああ!!
 　それ！　それですよおおお!!
 」

　フィレクシアが突然叫び、ティティスの顔を指差した。

「えっ、な、何ですか急に？　私がどうかしましたか？」

「違います！　ティティスさんじゃなくて、ティティスさんの髪の毛なのですよ!!
 」

「髪の毛？」

　ティティスが胸元に
垂
 た

 らしている、三つ編みのおさげに手を触れる。

「そうです！　ティティスさん、そのおさげをほどくとどうなりますか!?
 」

「どうって、ばらばらになりますが」

「それです！　その、ばらばらに、元の形に戻ろうとする力を使っているのですよ！」

「元の形に戻ろうとする力？　どういうことですか？」

「
捻
 ね

 じったものが元に戻ろうとする力を使うんです！　動物の
腱
 けん

 や植物の
繊
 せん

 
維
 い

 でそれを作れば、とんでもない力を生み出すことができるはずですよ！　ああ、何で今まで考え付かなかったんでしょうか!?
 」

　フィレクシアは興奮した様子で、
地
 じ

 
団
 だん

 
太
 だ

 を踏んで悔しがっている。

　それを、ティティスたちは
唖
 あ

 
然
 ぜん

 として見ていた。

「ティ、ティティス秘書官」

「はい」

「彼女は、いつもこんな感じなのか？」

「もう少しマシですが、兵器のことになるとだいぶ変な人になりますね。前にも、高熱を発しながら設計図を描き続けて、完成と同時に気絶したりしていました」

「そ、それはすさまじいな」

　ティティスたちが話している間も、フィレクシアは何かを考えているのかぶつぶつと独り言を言っている。

　そしてふと、何かに気づいたようにマルケスに顔を向けた。

「マルケスさん、ひとつお聞きしたいのですが」

「な、何だ？」

「アルカディア軍は、その兵器をいくつくらい持っていましたか？」

「確か……片側に６基ずつの、計12
 基だったはずだ」

「では、彼らは最低でも、それの倍は同じ兵器を持っていると思うですよ」

「な、何!?
 　なぜそう言い切れるのだ？」

「今までそんな兵器が実戦で使われた話なんて聞いたことがありません。おそらくマルケスさんの軍団と戦った時は、試し撃ちだったと思うのですよ。調整用の部品か予備が相当数あると考えるのが普通なのです」

「……なるほどな。では、次は全部使ってくるということか」

「実戦に耐えうると分かったなら、予備も含めて全部使ってくると思います。使わないともったいないですから」

「ふむ……ティティス秘書官、セイデン副軍団長」

　マルケスがティティスたちに目を向ける。

「貴官らの軍団は、
砦
 とりで

 や軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 での守備戦の経験はあるか？」

「北の
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 相手にでしたら、丘や平地に構築した防御陣地にて戦った経験は何度もあります」

「……北の
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 相手にしか、今まで戦ったことがないのか？」

「はい」

　マルケスが
唸
 うな

 り、考え込む。

　かなり悩んでいるようで、長い沈黙が流れた。

「……ティティス秘書官、全軍の指揮は貴官らに任せる。貴官らにろくに相談もせずに迎撃に向かい、無様に敗走してきた私の下に付けと言っても、貴官らの兵たちは納得しないだろうからな」

　マルケスの申し出に、ティティスは内心ほっとした。

　ここで指揮を任せろと言われても、いくら軍団長相手とはいえ
頷
 うなず

 くわけにはいかない。

　カイレンから預かっている第10
 軍団の兵士たちの命を、他人の手に
委
 ゆだ

 ねることはできないのだ。

「ありがとうございます。第６軍団の残余兵力に関しては、私たちが使ってもよろしいでしょうか？」

「それも任せる。だが、重傷者で移動できそうな者は内地に送らせてくれ。ここでは、治るものも治らんからな」

「はい、すぐに手配いたします。マルケス様は、いかがなさいますか？」

「ここにいさせてくれ。もちろん、戦いのさなかに口出しはしない。貴官らが戦死しない限りはな」

「分かりました。ですが、マルケス様にも防衛指揮の助言はいただきたいと思います」

「うむ。了解した」

　すんなりと決まった指揮権限の
委
 い

 
譲
 じよう

 に、ティティスは内心かなり驚いていた。

　今までマルケスにはあまりいい印象を持っていなかったが、すこぶる真面目で現実主義的な人間のようだ。

　おそらく、あまりにも生真面目すぎて、カイレンのように既存の概念を重視しない人間とは馬が合わないのだろう。

「では、防衛計画を練りましょう。すでに首都には伝令を送っていますが、援軍が間に合う見込みはありません。我々だけで、
砦
 とりで

 を守り切らなければ」

　

　数時間後。

　一通りの指示を出し終えたティティスは、
砦
 とりで

 内の
鍛
 か

 
冶
 じ

 場へとやってきた。

　トンカントンカンと、数十人の兵士たちが地面に座り込んで、板切れに
釘
 くぎ

 を打ち付けている。

　フィレクシアも彼らに混ざり、近場の兵士たちと笑顔で雑談しながら石板に絵を描いていた。

　どうやら、先ほどティティスの髪を見て思い付いた構造を使った兵器のようだ。

「フィレクシアさん、それは新兵器ですか？」

　ティティスが声をかけると、兵士と話していたフィレクシアは顔を上げてにぱっと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「はい！　アルカディアの人たちが使ってる兵器と、同じものを作ろうと思いまして。その下書きなのですよ」

「そうでしたか。上手くいきそうですか？」

「当然なのです！　試作が上手くいったら、改良してもっとすごい物を作ってやるのですよ！」

　何とも頼もしいことを言ってくれるフィレクシアに、ティティスも
頬
 ほほ

 を
緩
 ゆる

 める。

　かなり突飛な性格の彼女だが、周囲を常に明るい雰囲気にしてくれるのは非常にありがたい。他人に対して変に気負ったり気を使ったりもしないので、皆が気兼ねなく彼女に接していた。

　第10
 軍団のマスコット的存在として、すっかり定着している。

「あ、それ、
砦
 とりで

 に投げ入れられてきたものですね？」

　フィレクシアの
傍
 かたわ

 らに置かれていた防犯ブザーに気づき、ティティスがしゃがみ込んだ。

　丸く小さなそれは、薄い赤色で
綺
 き

 
麗
 れい

 な光沢を放っている。

「それ、何なのか分かりましたか？」

　ティティスが聞くと、フィレクシアは防犯ブザーを摘まみ上げて目の前にかざした。

「それが、よく分からないのですよ。中を開けてみたのですが、使っているもの１つ１つがどれも見たことがないような
代
 しろ

 
物
 もの

 でした」

「えっ、ばらしてみたんですか？」

「はい。中には緑色の小さな板切れが入ってて、色の付いた
紐
 ひも

 も入っていたですよ。よく分からなかったので、後で調べようと思って元に戻しちゃいました」

　防犯ブザーを手に入れてから、フィレクシアは数日がかりでその仕組みを調べようと頑張っていたのだが、何が何やらさっぱり分からなかった。

　中に入っている物や美しい光沢を放つ外装部の材質も気になったが、一番彼女の興味を引いたのは、接続に使われているネジだった。

「ここにくっついてるこれ。
釘
 くぎ

 の周囲が
螺
 ら

 
旋
 せん

 状になってるもので、同じ形に切られている穴にはめ込んでくっつける仕組みになってるんです。首都に戻ったら、作りかたを考えてみようと思いまして」

「
釘
 くぎ

 ですか？　そんなにすごいものなのですか？」

「はい、かなりすごいです。製造業に革命が起こる
代
 しろ

 
物
 もの

 ですよ」

「えっ、そ、そんなにですか!?
 」

　驚いた声を上げるティティスに、フィレクシアはこくこくと
頷
 うなず

 く。

「はい。これを使えば、モノ同士の接続がとんでもなく簡単になるのですよ。接続したい時はぐるぐる回して押し込んで、外したい時は反対側に回せば外すことができます。それで、またくっつけたくなったら同じように回して押し込めば、まったく同じように元に戻すことができるのですよ」

「えっと……
釘
 くぎ

 のように、ばらす時にその部分を
傷
 いた

 めずに済むってことですか？　打ち付けた物も、何度でも再利用できると」

「そのとおりです。さすがはティティスさん、理解が早いですね！」

　にこっとフィレクシアが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

　製造業に革命が起きるとフィレクシアは言ったが、そんなにすごいことなのかティティスはいまいちピンとこない。

　フィレクシアがそういうのなら、間違いなくそうなるのだろうが。

「これ、たくさん作る方法を考えれば、きっとものすごいお金
儲
 もう

 けできるですよ。それくらい便利なのです。ただ、大きいものならまだしも、こんな小さなものを作れるかどうか……」

　うーん、とフィレクシアは頭を
捻
 ひね

 っている。

　いい作りかたが思い浮かばないのか、はあ、と息をついて顔を上げた。

「それにしても、こんなすごい物を作るなんて、アルカディアの人たちはどうなってるんでしょうね。これ、すんごい音を出してたんですよね？」

　防犯ブザーが鳴り響いていた時、フィレクシアは気絶していた。

　なので、これが実際に爆音を発していたのを見ていないのだ。

　あまりの騒音に『破壊してしまおう』と進言する者もいたのだが、フィレクシアなら何か分かるかもしれないと考えたティティスがそれを拒否した。

　結局、防犯ブザーは１時間以上も鳴り続け、電池切れを起こしてようやく停止した。

「はい。
砦
 とりで

 の端にいても聞こえるくらい、大きな音が出ていました」

「ふむー。いったい何なんでしょうね。これに書いてある文字もどこの国のものだか分かりませんし。ティティスさんも分からないんですよね？」

「はい、初めて見る言語ですね」

「うーん……」

　
唸
 うな

 りながら、防犯ブザーをひっくり返して裏側の説明書きを見る。

　困ったような口ぶりとは裏腹に、表情はとても楽しそうだ。

「まあ、分からないものは仕方がないのです。後で、もう少し調べてみるですよ」

「お願いします。では、私はこれで」

　ティティスは立ち去ろうとして、ふと足を止めた。

「あ、そうだ。１つ思い出したのですが」

「はい、何ですか？」

「しばらく前の話ですが、
砦
 とりで

 を攻撃してる時に、新兵器がどうとか言ってたじゃないですか。あれって、何か考えたのですか？」

「はい。投石機より、もう少しだけ便利なものを設計したですよ。ただ、
砦
 とりで

 を攻略した後にこんなものがあっても意味がないって、描き上がってから気づいたんですよね……」

　はあ、とげんなりした様子でフィレクシアがため息をつく。

「ま、まあ、きっといつか役に立つ時が来ますよ。カイレン様にはお伝えしたのですか？」

「いえ、まだ秘密にしてます。ここぞ！　って時に伝えて、『さすがフィレクシアだ！　結婚してくれ！』って言わせようと思ってとってあります！」

「そ、そうですか。では、私は他を見てきますので」

「はい！　行ってらっしゃいなのです！」

　ひらひらと手を振るフィレクシアに見送られ、ティティスは
鍛
 か

 
冶
 じ

 場を後にした。

　

　朝もやが立ち込める平原を、長い隊列を組んだイステール領軍が進む。

　街道の周囲には、刈り取られないまま放置された麦畑が広がっている。

　たわわに実った金色の稲穂は
頭
 こうべ

 を
垂
 た

 れ、まさに大豊作といった様相だ。

「実ったままほったらかしか。もったいないな」

　ラタに揺られて進みながら、
一
 かず

 
良
 ら

 が言う。

　隣を進むリーゼが、「そうだね」と
頷
 うなず

 いた。

　２人の後ろには、バレッタとアイザックが続いている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちの両脇には、クロスボウを手にした村娘たちが歩いていた。

　先日の戦いで少し度胸がついたのか、皆表情に余裕がある。

「せっかくこんなに作ったのにね。収穫期に攻められちゃったから、仕方ないけどさ」

「そうだな……この辺りの
開
 かい

 
墾
 こん

 作業の監督って、ハベルさんがやってくれてたんだよな。せっかく井戸まで掘って
開
 かい

 
墾
 こん

 したっていうのに、ハベルさん、
凹
 へこ

 んでるだろうな……」

「やってた仕事が丸まる無駄になっちゃったもんね。でも、今から急いで収穫すれば間に合うんじゃない？」

「いや、穀物は収穫が遅れると、『
胴
 どう

 
割
 わ

 れ』とかいう現象が起きて実がぼろぼろになるらしいんだ。味も悪くなって、かなり良くないんだとさ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の説明に、リーゼが目を丸くする。

「えっ、そうなの？　そんなこと、よく知ってるね」

「農業については、本を読んで少し勉強したからな。こっちの作物にも同じことが言えるのかは分からないけどさ」

「へえ、偉いじゃん。まるで本物みたいだよ」

　にひひ、とリーゼが笑う。

「誰かさんに質問された時に『勉強したのにうろ覚え』ってならないように、ちゃんと覚えたんだぞ。偉いだろ」

「うっ……そんな、一年も前のこと言わないでくれるかな！」

「はは、茶化してくれたお返しだ……って、何でそんな嬉しそうな顔してるんだよ」

　言葉とは裏腹に、リーゼは
頬
 ほほ

 が
緩
 ゆる

 んでいてとても嬉しそうだ。

「にゅふふ、内緒」

「気になるだろうが。教えろよ」

「やーだー」

「……バレッタさん、どうかしましたか？」

　前を進む２人を見ながら少し暗い顔をしているバレッタに、アイザックが小声で声をかける。

「……いえ。何でもないです」

　はあ、とバレッタは小さくため息をついている。

　その時、リーゼが何かに気づいたのか、「あっ！」と声を上げた。

「ん？　どうした？」

「ほら、野生のカフクの群れだよ！」

　リーゼが指差す方に目を向けると、２００メートルほど先に、数十頭のイノシシのような動物――カフク――がいた。

　麦畑を踏み荒らし、もりもりと
美味
 おい

 しそうに麦の実を食べている。

「うお、でけえ。カフクって、あんなにでかいのか」

　遠目ではあるが、カフクは子牛ほどの大きさがあるように
一
 かず

 
良
 ら

 には見えた。

　たてがみを持った
雄
 おす

 のカフクが、一回り小さい
雌
 めす

 のカフクたちを従えている。

　子供のカフクも10
 頭近くいるようで、かなり大きな群れだ。

「こんなに
餌
 えさ

 があるんだし、そりゃ集まってくるよね。ほら、あっちにはミャギがいるよ」

　別の場所には、同じようにして群れを作っている野生のミャギの群れがいた。

　どうやらこの一帯は、野生動物たちのビュッフェ会場と化しているようだ。

　何とも、のどかな光景である。

「おお、あちこちにいるな……ロズルーさん、ああいうのを仕留めてたのか。すごいなぁ」

「お母様を助け出してくれた人だよね？　狩人なんだっけ」

「うん。真っ
暗
 くら

 
闇
 やみ

 の中にいるアルマル（真っ黒なウサギのような獣）の目玉を、弓で一発で
射
 い

 
貫
 ぬ

 いたのを見たことがある。あの人、マジで半端ないよ」

「それすごいね。イステール領の弓兵隊って、普段狩人してる人たちを集めて編成してるんだけど、皆それくらいすごいのかな？」

　そんな話をしていると、前方から騎兵が駆けてきた。

「全軍停止！　戦闘隊形！」と叫んでいる。

　どうやら、ここからは陣形を敷いて進むようだ。

　かなり遠目に、小さく
砦
 とりで

 が見える。

　今のところ、敵が陣を敷いている様子は見られない。

「……いよいよか」

「うん。大丈夫？」

　心配げな表情のリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 はしっかりと
頷
 うなず

 いた。

「２回目だし、この間の戦いの前よりはかなりマシだよ。ちゃんと最後まで見届けるさ」

「ちょっと、それって大丈夫って言わないんじゃない？　本当に平気なの？」

「平気だよ。この前だって、リーゼやバレッタさんがいる前で、俺だけ吐いてたんだぞ。村の女の子たちだって頑張ってるのに、いつまでも俺だけヘタレてられるか」

　そう言って、隣を歩くニィナに目を向ける。

　こちらをちらちらと見ていた彼女と、目が合った。

「え、えっと……そ、そんなに気にすることじゃないと思います！　カズラ様にとっては戦争なんて担当外のことですし、仕方ないと思います！」

　勢い込んで言うニィナに、他の村娘たちが同調して
頷
 うなず

 く。

「そうですよ！　あんなの見ちゃったら、誰だって無理ですって！　絶対吐きます！」

「私もあの後、カズラ様がいたところを通った時に吐きました！」

「私も吐きました！」

「私も！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 を気遣ってか、村娘たちが次々にゲロ報告をしてくる。

　それを聞いていた周囲の護衛兵たちが、
堪
 こら

 えきれずに噴き出す声が聞こえた。

　リーゼも隣で、くすくすと笑っている。

「ふふ。カズラって、愛されてるんだね」

「皆優しくて助かるよ」

　リーゼに
釣
 つ

 られて、
一
 かず

 
良
 ら

 も笑みをこぼす。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は背後を振り返り、バレッタを見た。

「バレッタさん」

「は、はい！」

　ぼうっと２人のやり取りを見ていたバレッタが、はっとして返事をする。

　それを見て、
一
 かず

 
良
 ら

 が小首を
傾
 かし

 げた。

「ご、ごめんなさい。少しぼうっとしていて」

「大丈夫ですか？　気分が悪いとか……」

「いえ、そうじゃないんです。本当に、何でもないので」

　にこりと、バレッタが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

　
一
 かず

 
良
 ら

 も納得したようで、
頷
 うなず

 いた。

「攻城兵器部隊のところに行きましょう。皆、待ってます」

「はい」

「リーゼ、また後でな」

「うん、気を付けてね。頑張って！」

「おう」

　ラタを操り、
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタとともに軍団後方へと駆けて行った。

　

　
砦
 とりで

 まで約７００メートルの距離に到達したイステール領軍は、いったん動きを止めた。

　周囲には、刈り取られた麦畑が広がっている。

　どうやらこの１ヶ月の間に、バルベール軍が刈り入れを行ったようだ。

「……まさか、まったく兵を出してこないとはな」

　隣に控えるジルコニアに、ナルソンが声をかける。

　敵は防壁の外に部隊を展開させず、防壁の上にずらりと兵を並べている。

　こちらが近づけば、矢と投石で迎え撃つつもりだろう。

「前回の戦いでスコーピオンとクロスボウの威力を痛感してるだろうし、仕方ないんじゃない？　理にかなってると思うわ」

「そうだな。戦いを長引かせて、援軍が到着するまで持ちこたえるつもりか。だが、そうはいかんぞ」

　頭上では、先日の戦いの時と同様に、大きな鳥が軍団の上空を
旋
 せん

 
回
 かい

 している。

　ナルソンはそれを
一
 いち

 
瞥
 べつ

 してから、胸元の無線機に手を伸ばした。

「お父様」

「ん、なんだ。どうした？」

　リーゼに声をかけられ、ナルソンが手を止める。

「カズラへの連絡は、私にやらせていただけないでしょうか」

　現在、
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタはここにはおらず、砲撃部隊の準備を手伝っている。

　カノン砲やスコーピオンの使用なら兵士たちに任せておいて問題ないのだが、カタパルトに使う火炎壺は取り扱いが非常に危険だからだ。

　下手に扱うと攻撃どころか自爆する羽目になってしまうため、直前まで２人が
傍
 そば

 にいることになっている。

「それは別にかまわんが、どうしてだ？」

「私も、カズラと同じものを背負いたいんです。お願いします」

　真剣な表情のリーゼに、ナルソンが驚いた顔を見せる。

「……カズラ殿に、心底惚れこんでいるんだな」

「はい」

　真面目な顔で即答するリーゼに、ナルソンが
頬
 ほほ

 を
緩
 ゆる

 める。

　ナルソンは昔から、リーゼには本当に好きになった相手と一緒になってもらいたいと考えていた。

　そうしたいと思う相手が見つかったことは、実に喜ばしい限りだ。

　後は、
一
 かず

 
良
 ら

 がそれに応えてくれれば万々歳なのだが。

「いいだろう。任せたぞ」

「はい！」

　ナルソンに代わり、リーゼが無線機を手に取る。

　イヤホンマイクと無線機は、リーゼ、ジルコニア、マクレガーも付けている。

　ちなみに、アイザックは今回も、第２騎兵隊長として軍団の左翼に待機している。

　やはり騎兵隊にも無線があったほうが便利だということで、アイザックも無線を装備している。

　右翼の第１騎兵隊には、連絡係として無線機を持たせたルートを置いた。

　第１騎兵隊長には、『細かいことは気にせずルートから伝えられた指示どおりに動け』と指示してある。

　そんな騎兵隊長もスラン家の人間なので、四の五の言わずに二つ返事で了承してくれた。

　ハベルは引き続き、ハンディカメラを使って撮影係をすることになっている。

　もう１台のハンディカメラはマリーに持たせ、ハベルの隣で兄妹そろって撮影班ということになった。

　リーゼは無線機の送信ボタンを押し、通話状態にした。

「こちらリーゼ。カズラ、聞こえる？　どうぞ」

　ザザッというノイズ音とともに、通話が切り替わる。

　
傍
 はた

 から見ると、まるでひとりごとを言っているような奇妙な光景だ。

『あれ、リーゼか？　どうした？　どうぞ』

「私が連絡係をすることになったの。よろしくね。どうぞ」

『……そっか。一緒に頑張ろう。ありがとな。どうぞ』

「っ、うん！」

　嬉しそうに
頷
 うなず

 くリーゼを横目で見ながら、ナルソンがふっと
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「射撃兵器の準備はできているか確認しろ。それと、敵兵が全員
砦
 とりで

 内に引っ込んでしまっていて、射撃兵器では打撃を与えるのが困難だ。例の毒の煙……毒ガス弾といったか。それが使えるか聞け」

「カズラ、カノン砲とかの準備はできてる？　どうぞ」

『ああ、できてるぞ。火炎壺は荷馬車でまとめて運ぶと危ないから、荷車でいくつかに分けて運ぶことにしたよ。どうぞ』

　
砦
 とりで

 からは、敵の大型投石器の攻撃が予想される。

　荷馬車にまとめて火炎壺を入れて運ぶと、一発石弾が直撃しただけで、全弾使用不能になる恐れがある。

　手間ではあるが、分散して運んだほうが安全だろう。

「うん、分かった。それと、毒ガス弾は使える？　敵が皆
砦
 とりで

 に引っ込んじゃって、軍議の時にカズラが言ってたのと同じ状況になっちゃってるけど。どうぞ」

「……ああ、分かってる。もちろん使うよ。先にそれを
砦
 とりで

 に放り込んでから、火炎壺を使おうと思う。どうぞ」

　無線報告を聞き、ナルソンが「よし」と
頷
 うなず

 いた。

　毒の煙が
一
 かず

 
良
 ら

 たちの説明どおりの効果を発揮するならば、敵兵の殺傷と同時に士気の低下にも大きな成果を挙げてくれるはずだ。

　今までもそうだったように、今回も必ずや期待に応えてくれるだろう。

「奴らに考える時間は与えんぞ。一気に畳みかける。全砲撃部隊に前進命令を出せ。ハンドキャノン部隊と軽装歩兵も一緒だ」

　太鼓手が太鼓を叩き、砲撃部隊が動き出す。

　前回の教訓も踏まえて、砲撃部隊を守らせるハンドキャノン兵は手持ちの半分だ。

　残りは２つに分けて、軍団の両脇に置いている。

　火力的にはかなり落ちることになるが、狙いは砲撃時の
轟
 ごう

 
音
 おん

 によってラタをパニックにさせることなので、何とかなるだろう。

　もし敵が歩兵を出して来たら、その時はこちらも重装歩兵とクロスボウで対抗すれば問題ない。

　騎兵は混乱した敵兵を
殲
 せん

 
滅
 めつ

 する際に投入する予定だ。

「ジル、突入の際は、歩兵部隊にはお前が突撃命令を出せ。突入するまで
随
 ずい

 
伴
 はん

 して鼓舞しろ」

「分かった。任せておいて」

「間違っても、一緒に突っ込むんじゃないぞ。あくまでも命令を出して、途中まで付いていくだけだ」

　念押しするナルソンに、ジルコニアが苦笑する。

「分かってるわよ。私、そんなに信用ない？」

「６年前までの自分の行動を思い返してみろ。何度止めても勝手に突っ走りおって……軍団長自ら敵兵と
斬
 き

 り合うやつがあるか」

「大丈夫よ。もう、あんな無茶はしないわ。
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 以外にも、大切なものがいっぱいできちゃったしね。できれば、長生きしていたいし」

　ジルコニアが柔らかく
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「そうか、それならいい。しかし、人とは変わるものだな。お前からそんな言葉を聞けるとは、少し前までは思いもしなかったよ」

「そうね。私も、自分がこんなふうになるなんて思ってなかったわ。人生、何があるか分からないものね」

「うむ。おかげで、私も気が休まる時間が増えた。感謝しているよ」

「何よ、改まって。おかしな人ね」

　ジルコニアが、くすくすと笑う。

「本心を言ったまでだ。この11
 年間、よくやってくれたな。今後とも、よろしく頼む」

「約束はしっかり果たすわ。安心して」

「……うむ」

「お父様、カノン砲の射撃準備が整ったようですが」

　
一
 かず

 
良
 ら

 から無線連絡を受けたリーゼが、ナルソンに声をかける。

　もちろんナルソンの耳にも通信は入っているので、承知済みだ。

　ナルソンは砲撃部隊へと目を向けた。

　スコーピオンとカタパルトが、ハンドキャノン部隊とともに前進を続けている。

　行く手は
緩
 ゆる

 やかな斜面になっているため、押して進むそれらの速度はかなりゆっくりだ。

　スコーピオンは60
 基。

　カタパルトは５基が、防壁を目指して進んでいる。

　カタパルトはグリセア村にあったものを改良した新型で、大型化したおかげで射程がやや延びていた。

　投射する兵器が石弾から火炎壺といった特殊兵器になったため、スリング（革製のカップが付いた
紐
 ひも

 ）ではなく、木製の受け皿に投射物を載せて投げ飛ばす方式になっている。

「……しかし、本当にあんなところからでも届くのか？」

　進んでいく部隊のはるか後方で、ちょこんと２つ置かれたカノン砲を見てナルソンが言う。

　バレッタと
一
 かず

 
良
 ら

 はカノン砲の
傍
 そば

 で何やら話しているようで、２人並んで笑顔を見せている。

　街なかの訓練場で射撃試験を行った時は、ナルソンも
一
 かず

 
良
 ら

 たちと一緒に立ち会った。

　
轟
 ごう

 
音
 おん

 とともに発射された砲弾が、積み上げたレンガの山を
粉
 ふん

 
砕
 さい

 する様も、その目で見ている。

　だが、砲弾が実際にどこまで届くのか、訓練場の広さの制約から、最大射程までは確認していないのだ。

　バレッタ
曰
 いわ

 く、『絶対に安全な距離から一方的に射撃できます』とのことだが、正直少し不安だった。

「お父様、カズラとバレッタが大丈夫だと言ってるんですから、絶対に大丈夫です」

「しかし……いくらなんでも、遠すぎるように思えるんだがな……」

　不安げにカノン砲を見つめるナルソン。

　その隣では、ジルコニアが進んでいく砲撃部隊を眺め続けている。

「ナルソン、敵が投石を始める前に、先に撃っちゃったほうがいいんじゃない？」

「いや、やるなら一斉射撃だ。全部まとめて撃ち込んでやったほうが、敵も混乱して被害が増すからな」

「うーん……砲撃部隊が石弾でやられないか心配だわ。あれ、動いてる標的にはそうそう当たるものじゃないとは思うけど、飛んでくるのを見るだけで、ものすごく怖いのよね……」

　ジルコニアは直撃を喰らった時のことを思い出し、ぶるっと身を震わせている。

　正直、少しトラウマになっていた。

「仕方あるまい。それに、ジルの言うとおり、まず当たらんさ。防壁を狙うのとはわけが違うんだからな」

「そうね……あ、言ってる
傍
 そば

 から！」

　防壁を飛び越えて、黒い点が１つ、ゆっくりと飛んでくる。

　それは砲撃部隊のはるか手前に、どすんと落ちた。

　２、３回地面を跳ね、コロコロと転がって止まる。

　おそらく、
測
 そつ

 
距
 きよ

 用の試射だろう。

　アルカディアの運命を決める戦いが、静かに幕を開けた。





　

第４章　慈悲なき戦場

　

　どすん、と大きな音を響かせて、
砦
 とりで

 内から飛来した石の
塊
 かたまり

 が地面に落ちる。

　その様子を数百メートル後方から見ていた
一
 かず

 
良
 ら

 が、「うわ」と声を漏らした。

　１カ月前の防御塔での体験を思い出し、腹の奥がきゅっと縮こまるような感覚が湧き起こる。

　それを見て、バレッタが心配そうに
一
 かず

 
良
 ら

 を見た。

「いや、すみません。防御塔でアレを喰らった時のことを思い出しちゃって」

「そうですね……あれは、本当に危なかったです」

　ぎり、とバレッタが歯を噛みしめる。

　たまたま無事だったからよかったものの、下手すれば
一
 かず

 
良
 ら

 は死んでいたかもしれないのだ。

　そう思うだけで、頭のなかが怒りで熱くなる錯覚を覚えた。

「大丈夫かな、当たらないといいけど……」

「……あれなら、よっぽど運が悪くない限り当たらないですよ。きっと大丈夫です」

　バレッタは一呼吸おいて心を落ち着かせ、努めて柔らかい口調で言う。

「確か、大型投石機は３基あるんでしたっけ」

「
砦
 とりで

 を攻められた時点ではそうでしたね」

「てことは、今はもっと持ってたりするのかな。10
 基とか20
 基とかあったら、さすがにやばそうだ」

「相手にしてみれば、先日の会戦に敗れること自体想定外だったはずですし、新たに作りはしてないんじゃないですか？　あれは攻城兵器ですから、軍隊を狙うような使いかたには向いてないですよ」

「なるほど、それもそうですね……てことは、この戦いはかなり一方的なものになりそうですね」

「そうですね。本当なら、もっとカノン砲の数をそろえられればよかったんですが」

　カノン砲の製造にはものすごく手間がかかり、最優先で作ったにもかかわらず２基しか完成しなかった。

　現在もイステリアで製造中だが、半月に２基がせいぜいといったところだろう。

　他の武具や兵器も並行して生産しているので、こればかりは仕方がない。

　ちなみに、火薬に使う
硝
 しよう

 
石
 せき

 の採取は、グリセア村に残った人々にお願いして、以前バレッタが立ち寄った廃坑から集めてもらっている。

　
硝
 しよう

 
石
 せき

 の存在自体が極秘なため、それを知っているのは
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタを含めたグリセア村の人々だけだ。

　全員防毒マスク着用の上、防護服を着用しての採掘作業である。

　とてもキツイ作業のはずなのだが、誰一人文句を言わず必死に取り組んでくれているようだ。

「あ、また飛んできた……」

　再び石弾が１つ飛来し、今度は砲撃部隊の頭上を飛び越えて、30
 メートルほど後方に着弾した。

「こっちの射撃位置までは、あとどれくらいですかね？」

「カタパルトはもう少し。スコーピオンは、あと50
 メートルくらいです。ずいぶん手間取ってますね……」

　車輪の付いたカタパルトは坂道の移動が困難なようで、前進速度はかなりゆっくりだ。

　停止すれば、木製の車止めをはめ込んで固定することができるのだが。

　前からは４人の兵士が
牽
 けん

 
引
 いん

 用のロープで引っ張り、後ろからも４人が押している。

　スコーピオンは数人がかりで持ち上げて、えっちらおっちらと運んでいる。

「また撃ってきた」

　石弾が飛来し、部隊の20
 メートルほど前方に着弾する。

　だんだんと、狙いが正確になってきていた。

「……着弾地点が近くなってきましたね」

「ですね。ちゃんと考えながら撃ってますね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 のつぶやきに、バレッタが
頷
 うなず

 く。

　少し時間を置いて、今度は３つの黒い点が、
砦
 とりで

 内から空に飛びあがった。

　どすんどすんどすんと、砲撃部隊の至近距離に石弾が着弾する。

　カタパルトが停止し、射撃準備に取りかかった。

　荷車から一抱えほどもある陶器の壺を下ろし、カタパルトの受け皿に乗せる。

　スコーピオンは時折降りかかる石弾のなかを、なおも進んでゆく。

　敵の矢が届かないギリギリの距離まで近づき、できるだけ正確な射撃を行うためである。

　カタパルトは
砦
 とりで

 内に投げ込めさえすればいいので、射程ギリギリでかまわないのだ。

　その時、
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタの耳に、リーゼの声が響いた。

『カズラ、攻撃を開始して。どうぞ』

「了解。分かってるとは思うけど、城門を破壊したのが見えても、こっちからいいって言うまで突入しちゃダメだからな。どうぞ」

『うん、分かった。大丈夫だから安心して』

　
一
 かず

 
良
 ら

 がバレッタを見る。

　バレッタは
頷
 うなず

 き、
一
 かず

 
良
 ら

 の左手をぎゅっと握った。

　前方に待機しているカタパルトの
傍
 そば

 では、射撃指揮官が振り返ってこちらの合図を待っている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタの手を握り返し、右手を上げて攻撃合図を出した。

　

「……怪しいですね。攻撃兵器にたったあれだけの歩兵しか
随
 ずい

 
伴
 はん

 させないなんて」

　ゆっくりとこちらへ向かってくるスコーピオンの一団を眺めて、ティティスが
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔をする。

　隣では、セイデン副軍団長もそれらを眺めていた。

　まるで、『
美味
 おい

 しい
餌
 えさ

 があるから騎兵を送ったほうがいいぞ』と誘われているようだ。

「そうですな……それに、あれでは防御塔はともかく、防壁は壊せないでしょうに。それにしても、あんなに数をそろえていたとは」

　スコーピオンの威力はマルケスから聞いているが、あれで防壁や防御塔を攻撃してもほとんど意味をなさないだろう。

　もちろん、寄ってくる歩兵を狙う弓兵や投石兵には効果はあるだろうが、そもそも歩兵が前に出てきていないのだ。

　はるか後方の、重装歩兵隊の間には
梯子
 はしご

 が見えるので、壁をよじ登ってくる気はあるようなのだが。

　そうしていると、防壁の階段をフィレクシアが駆け上がってきた。

　先ほどまで投石機の
傍
 そば

 にいたのだが、着弾地点が気になって上がってきたのだ。

「どうです？　そろそろ１発くらいは命中しましたか？」

「いえ、全然当たりませんね。近くには落ちるのですが」

「そうですかぁ、仕方がないですね。当たったらめっけもんなくらいに考えていてください」

　あはは、とフィレクシアが
朗
 ほが

 らかに笑う。

　それを見て、ティティスがため息をついた。

「しかし、もっと何かいい方法はなかったのですか？　あんなものをたくさん作って、まるで負けを前提にしているようなものではないですか」

　敵軍がここに到着するまでの間、フィレクシアの強い勧めで、
砦
 とりで

 にこもる兵士たちは大量の罠をこしらえていた。

　それは木板に
釘
 くぎ

 を打ち付けただけの簡単なもので、地面に
敷
 ふ

 
設
 せつ

 して進んでくる兵士の足を狙うものだ。

　だが、それは
砦
 とりで

 の周囲には設置しておらず、木箱に詰められて広場に山積みにされている。

　城門や防壁にも、いくらか分散して配備されていた。

「今できるのはこれくらいなのです。無理して小難しい物を作ろうとしても、こんな短時間じゃハナから無理なのですよ」

「ですが、それならそれで、せめて敵の進路にばらまくとかすればいいじゃないですか」

「隠し玉というのは、使いどころが肝心なのです。敵が迫ってきたら、敵兵の真上からばら撒けば無駄にもなら……あっ」

　声を上げたフィレクシアに、ティティスが顔を向ける。

「どうしました？」

「ティティスさん、これはまずいですよ」

「まずいって、何がです？」

「あの弓の形をした兵器の後ろの、５つあるやつ。あれ、投石機ですよ。石弾で防御塔とかを壊す気ですよ」

「えっ!?
 　あ、あれは投石機なのですか!?
 」

　驚きに目を
剥
 む

 くティティスとは違い、フィレクシアは興味深げにそれらを眺めている。

「ふむふむ。あの大きさでも、あんなところから届くんですか。勉強になりますねぇ」

「何を悠長なことを言ってるんですか！　セイデン副長、騎兵隊に出撃命令を！」

「ティティス殿、落ち着きなさい。あれはどう見ても罠です。今出て行っては、敵の新兵器のいい的ですぞ」

　慌てふためくティティスとは違い、セイデンは落ち着いた様子でティティスをたしなめる。

「し、しかし、このままでは城門や防壁を破られてしまうではないですか！」

「侵入されたらされたでいいのです。兵数はやや敵のほうが多いですが、個々の戦闘能力はこちらが勝っています。白兵戦なら望むところです」

「……分かりました。取り乱して申しわけございません」

　セイデンの言葉にようやく冷静さを取り戻し、謝罪する。

　ティティスはただの秘書官であり、今まで軍の指揮などは
執
 と

 ったことがない。

　いつもカイレンの隣にいて、
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 との戦いでは彼の指揮する様を見ていた。

　そしてそれを学んでいたつもりだったが、いざ自分が指揮を
執
 と

 る立場になるとどうしていいか分からなくなってしまったのだ。

　カイレンから出立前に『後のことは任せた』と言われていたため、何としても
砦
 とりで

 を守らねばと気がはやっていた。

「むむ、あの歩兵たちが持ってる筒みたいなやつは……あれ？」

　カタパルトに壺のようなものが載せられたことに気づき、フィレクシアが小首を
傾
 かし

 げる。

　次の瞬間、カタパルトのはるか後方から、どかんという
轟
 ごう

 
音
 おん

 が響いた。

　そして、ひゅんっ、と風を切る音が聞こえた瞬間、城門から木の
爆
 は

 ぜる音が響き渡った。

　３人は防壁から身を乗り出し、城門を見る。

　ばらばらと砕けた木片が地面に散らばり、衝撃で起きた砂煙が
薄
 う

 っすらと舞っていた。

「な……」

　ティティスが思わず声を漏らしたと同時に、再び敵陣から
轟
 ごう

 
音
 おん

 が響く。

　先ほどとまったく同じ風切り音が聞こえ、今度は防御塔の柵がはじけ飛んだ。

「な、何なんですかあれは!?
 　何が起こってるんですか!?
 」

　ティティスがフィレクシアの肩を掴んで、強く揺さぶる。

　フィレクシアは目を真ん丸に見開いて、真っ白な煙に覆われている２基のカノン砲を見つめていた。

「なに……あれ……」

「っ！　セイデン副長！」

　セイデンが
頷
 うなず

 き、防壁内に顔を向ける。

　罠だとは分かっているが、あんな兵器を敵が有しているとあっては放置するわけにはいかない。

　大きな被害を出そうとも、何が何でも撃破しなければ士気に関わる。

「うろたえるな！　重装歩兵、敵の侵入に備えろ！　騎兵隊、西門から出撃して投射兵器を叩け！」

　その時、３人の頭上を飛び越えて、カタパルトから発射された大きな壺が５つ、
砦
 とりで

 内に飛び込んできた。

　地面や建物に着弾すると同時に壺が
爆
 は

 ぜ、壺の口で燃えていた炎に中身が引火して盛大に燃え上がる。

　もうもうたる黒煙が、
砦
 とりで

 内に広がり始めた。

　煙を吸い込んだ兵士たちが、激しく
咳
 せ

 き込む音が聞こえてくる。

「火を消せ！　水を――」

「待って！　近づかせちゃダメです!!
 」

　
砦
 とりで

 内を振り返ったフィレクシアが、兵士たちの様子に気づいて叫んだ。

　煙を吸った者が次々に、喉を押さえてその場に倒れ始めたのだ。

「な、何だ？　いったい何だと言うのだ!?
 」

「あれは毒の煙なのですよ！　皆を
砦
 とりで

 の奥に避難させてください！　早く!!
 」

「け、煙を吸ってはならん！　退避しろ!!
 」

　この煙は、
硫
 い

 
黄
 おう

 と
硝
 しよう

 
石
 せき

 の混合物の燃焼によって発生する
窒
 ちつ

 
息
 そく

 性の毒ガスである。

　古代スパルタ軍が使用した
硫
 い

 
黄
 おう

 を用いた
亜
 あ

 
硫
 りゆう

 
酸
 さん

 ガスを、さらに凶悪にした
代
 しろ

 
物
 もの

 だ。

　本来、毒ガスというものは風が少し吹いただけで散り散りになってしまうが、防壁と建物に囲まれた
砦
 とりで

 内ではそうはいかない。

　しかも今回使用されたものには、燃焼を促進するためにガソリンを染み込ませた
藁
 わら

 が混ぜ込まれていた。

　そうこうしている間にも、城門はカノン砲の砲撃を受け続けて、すでに半壊している。

　防御塔を狙っていたもう一基のカノン砲も城門に照準を変え、交互に砲火を浴びせている。

　新たな毒ガス弾も２撃目が放り込まれ、
砦
 とりで

 内は修羅場と化していた。

「そ、そんな……こんなことって……」

「ティティスさん！」

　呆然とその光景を見つめるティティスの腕を、フィレクシアが掴む。

「不測の事態に
遭
 そう

 
遇
 ぐう

 した場合は？　はい！」

「……い、いったん退いて守りを固める？」

　以前、何度かカイレンに聞かされたことのある言葉をティティスが答えると、フィレクシアはにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「正解です！　行きましょう！」

　フィレクシアに引っ張られ、ティティスは防壁上を駆け出した。

　

　黒煙が立ち上る
砦
 とりで

 に目を向けながら、
一
 かず

 
良
 ら

 は脂汗を流して歯を食いしばっていた。

　
砦
 とりで

 の中からは、大勢の人々の怒声が響いてくる。

　どうやら、毒ガス攻撃は期待どおりの効果を発揮しているようだ。

「カズラさん、ガス弾を撃ち尽くしたみたいです」

　バレッタが冷静な声で、カタパルトの
傍
 そば

 にいる射撃指揮官からの合図を伝える。

　ガス弾の後は、今度は火炎壺を防御塔に向けて投射する手はずになっている。

「……中はきっと、地獄でしょうね」

　そのつぶやきに、バレッタが心配そうに
一
 かず

 
良
 ら

 を見上げる。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタの手を握りしめたまま、もう片方の手で無線機を取った。

「……毒ガス攻撃は完了。突入は、あの黒煙が収まってからにしてくれ。どうぞ」

『うん、分かった。城門、なかなか破れないね。どうぞ』

　リーゼの声に、２人が城門へと目を向ける。

　カノン砲の砲撃によってボロボロになってはいるのだが、いまだに崩れ落ちていない。

　門は所々に穴が空き、いつ破れてもおかしくはないように見えるのだが。

　正直、一番最初に破壊できると考えていたので、かなり意外だ。

「内側から何かで押さえつけてるのかもしれないな。それとも、弾が小さすぎたか……どっちにしろ、すぐに破れるさ。どうぞ」

『そうだね。煙が収まったら、一斉攻撃を仕掛けるわ。それまでに、防御塔は
潰
 つぶ

 しておいて。どうぞ』

「ああ。すぐに終わるよ」

　そう言っている間に、カタパルトが火炎壺を防御塔に向けて投射した。

　複数の防御塔が、その中腹や兵士たちが詰めている開口部に直撃弾を喰らい、オレンジ色の炎に包まれる。

　味方から盛大な歓声が
沸
 わ

 き起こり、早くも勝利を確信した兵士たちが、手にした武器を頭上に掲げていた。

「カズラさん、左から敵の騎兵隊が！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が燃え盛る防御塔を黙って見つめていると、バレッタがその腕を引いた。

　防壁のすぐ外側を、敵の騎兵が突っ走ってくる。

　こちらのクロスボウ攻撃を警戒しているのか、５列縦隊の縦長の隊形を組んでいた。

　目標は、どうやらカタパルトのようだ。

『第２騎兵隊は待機。迎撃はハンドキャノン部隊に任せて。カノン砲も砲撃中止。音を立てないようにして』

　無線機からの声に、
一
 かず

 
良
 ら

 たちがアイザックのいる左翼に目を向ける。

　第２騎兵隊長のアイザックが、困惑した顔でナルソンのいる方を見ていた。

「ハンドキャノンの威力を試すつもりか」

「そうみたいですね……今しか使うチャンスはないでしょうし、どれくらい効果があるのか見たいんだと思います」

　ハンドキャノン部隊と軽装歩兵が、素早く横列を組んで敵騎兵を迎え撃つ態勢になった。

　自軍の圧倒的な戦果を目にしているせいか、砲撃手の正規兵とグリセア村の村人たちだけでなく、護衛に付いている市民兵の軽装歩兵までが実に冷静だ。

　新兵器の性能に、
全
 ぜん

 
幅
 ぷく

 の信頼を寄せているのである。

　
短
 たん

 
槍
 そう

 を手にした敵騎兵が、
鬨
 とき

 の声を上げてハンドキャノン部隊に迫る。

　先頭の騎兵が、あと30
 メートルと迫った。

　その瞬間、数十
挺
 てい

 のハンドキャノンが一斉に火を噴いた。

　先頭付近にいた騎兵たちがラタごとハチの巣になって即死し、転倒する。

　後から続く騎兵たちも、ラタが火薬の炸裂音に驚いて急に足を止めたため、大半が転倒したりラタから地面に放り出された。

　後尾の騎兵も倒れ伏した味方に衝突し、次々に転倒していく。

　ここぞとばかりに、軽装歩兵が歓声を上げて襲いかかった。

『やった！　上手くいったね！　……あっ、第２騎兵隊も突撃せよ！　カノン砲も砲撃を再開して！』

　リーゼの弾んだ声が、
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタの耳に響く。

　自陣からは、再び大歓声が
沸
 わ

 き起こった。

「ざまあみろ！」や「やっちまえ！」といった声も多数聞こえてくる。

　その熱に浮かれていないのは、
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタ、そして２人を守る村娘たちだけだ。

　あまりにも悲惨な光景に心が折れたのか、すすり泣いている村娘も何人かいる。

「カズラさん、もう少しです。もう少しだけ、頑張りましょう」

　バレッタが
一
 かず

 
良
 ら

 の腕を抱き、目に涙を浮かべて訴える。

「分かってます。大丈夫です」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は目の前で起こる
殺
 さつ

 
戮
 りく

 の光景から目をそらさず、しっかりと
頷
 うなず

 いた。

　
傍
 そば

 にいるカノン砲の射撃手に、砲撃開始の指示を出す。

　他の者たちと同じように拳を上げて歓喜していた彼らは、元気に返事をすると射撃準備に取りかかった。

　

　敵の騎兵隊が壊滅していく様子を、ジルコニアはラタ上からじっと見つめていた。

　努めて冷静であろうと心では思っているのだが、身体が歓喜に打ち震えているのが分かる。

　消えかけていた
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 の炎が、ふつふつと燃え上がっていくのを感じる。

　この光景を、自分は望んでいたのだ。

　この
殺
 さつ

 
戮
 りく

 を、自分は求めていたのだ。

　自分からすべてを奪い去った奴らに、ついに
鉄
 てつ

 
槌
 つい

 を下すことができる。

　一方的に
蹂
 じゆう

 
躙
 りん

 される恐怖を、今度は奴らが体験する番だ。

「ジル、突入準備だ。重装歩兵のところへ行け」

　隣から、ナルソンが静かに声をかける。

「予備隊が最前列だ。援護にクロスボウ兵を付けろ。何が何でも、城門を突破するんだ。
長
 なが

 
槍
 やり

 兵は隊列を組んだまま、路地を制圧して回れ」

「分かった。防壁の弓兵はお願いね」

「任せておけ。防壁にも同時に攻撃を仕掛ける」

「よろしくね。じゃあ、行ってくるわ」

　駆け出そうとするジルコニアの腕を、ナルソンが掴んだ。

「いいか、早まって突っ込むような真似は絶対にするな。お前に死なれては困るんだからな」

「分かってるって。本当に心配性ね」

　苦笑するジルコニアに、ナルソンは真剣な眼差しを向ける。

「リーゼに、２度も母親を失わせたくはないんだ。お前はもう、
仮
 かり

 
初
 そめ

 の存在じゃない」

「……うん、分かった。大丈夫」

「よし、行ってこい」

　ナルソンが手を放し、ジルコニアの背を叩く。
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　無線機に向かって元気に話すリーゼを横目に、ジルコニアは歩兵隊の
下
 もと

 へと駆け出した。

　兵士たちが並ぶ列を走り抜け、軍団の正面へと向かう。

　彼女が前を通ると皆は叫ぶのを止め、口を閉ざしてその姿を追った。

　ジルコニアは整列する兵士たちの前で止まり、彼らの顔を見渡す。

　皆、表情は明るく、自信に満ち溢れていた。

　早く攻撃させてくれと、その目が訴えている。

　はやる気持ちを抑え、ジルコニアは大きく息を吸い込んだ。

「兵士たちよ、ついにこの時がやってきたぞ！」

　万感の思いを込めて、ジルコニアが叫ぶ。

「友を、家族を死に追いやったバルベールの野蛮人どもに、罪を
償
 つぐな

 わせる時がやってきた！」

　兵士たちから、大気を震わせるような
鬨
 とき

 の声が響き渡る。

　つい１カ月前に
砦
 とりで

 で苦渋を舐めさせられた者が、ここには多数混ざっている。

　５年前までの戦いで、家族や友人を亡くした者も大勢いるのだ。

　皆が、怒りと
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 の念に燃えていた。

　
怯
 おび

 えている者など、ただの１人もこの場にはいない。

「この戦いに慈悲などいらない！　奴らの罪は、奴らの血をもって
償
 つぐな

 わせるのだ！　予備隊、前へ!!
 」

　ジルコニアの指示で、予備隊が一斉に重装歩兵隊の前に駆け出して横陣を組む。

　鉄の長剣を装備し、統一された鉄の防具に身を包んだ最精鋭の正規兵たちだ。

　多数の貴族兵も混じっており、全員が日々
血
 ち

 
反
 へ

 
吐
 ど

 を吐くような訓練に身を投じてきた。

　バルベール重装歩兵を相手にしても、決して引けを取るような者たちではない。

「クロスボウ兵、予備隊の後に続け！　重装歩兵はその後ろだ！　突入後も隊列を崩さず、各中隊長の指示に従え！」

　ジルコニアが剣を抜き、その剣先で
砦
 とりで

 を指す。

「前進せよ！」

　数千に及ぶ歩兵たちが、足並みをそろえて
砦
 とりで

 を目指して歩き出す。

　その間にも、カタパルトからは火炎壺が防壁と防御塔に向かって投射され、爆発音があちこちから響いてくる。

　他の戦列からは、防壁に向かって
梯子
 はしご

 を装備した部隊が進みだした。

『カズラ、スコーピオン部隊に防壁上にいる敵兵を攻撃させて。どうぞ』

『了解。カタパルトは今ので全弾撃ち尽くしたから、もう下げるぞ。どうぞ』

『うん。カズラたちも、こっちに戻ってきて。どうぞ』

『いや、カノン砲がまだ撃ち続けてるから、それが終わるまではここいるよ。くそ、弾はあるんだけど、火薬がもうほとんどないな……』

　リーゼと
一
 かず

 
良
 ら

 のやり取りが、無線を通じてジルコニアの耳にも入ってくる。

　そのおかげで、頭が少し冷めた。

『こちらバレッタ。城門の上に弓兵がいます。ジルコニア様、注意してください』

『こちらナルソン。ルート、第１騎兵隊を予備隊の右手に回せ。敵騎兵の襲撃に警戒しろ。どうぞ』

『わ、分かりましたっ！』

『カズラ、もう毒の煙は収まってるよね？　どうぞ』

『ああ、もう大丈夫だろ。思ったより、ずいぶん早く燃え尽きたな。どうぞ』

『そうだね。少し風も吹いてきたし、タイミングが悪かったら上手くいってなかったかも。ていうか、まだ城門を破れないの？　どうぞ』

『ちょっと待ってろ、今から２発同時に打ち込んでみるから』

　次々に入る無線通信に、ジルコニアの
頬
 ほほ

 が
緩
 ゆる

 む。

　まるで、皆で隣り合って戦っているような錯覚を覚えた。

　戦いのさなかに近しい者の声が聞こえることが、これほどまでに心を落ち着かせるとは知らなかった。

　後方から
轟
 ごう

 
音
 おん

 が響き、城門の下部に砲弾が直撃した。

　片側の扉が、メキメキと音を立てて崩れ落ちる。

「門が壊れたぞ！　進めッ！」

　予備隊指揮官の叫びで、予備隊が盾を掲げながら一斉に城門へと走り出す。

　防壁側でも、兵士たちが歓声を上げながら突撃を開始した。

　防壁上や城門の上にいる弓兵たちが、次々に射撃や投石を開始する。

「おっと！」

　ひゅん、と風を切って飛来した１本の矢を、ジルコニアは剣の刃で受け止めた。

　キン、と鋭い音とともに火花が散り、矢が弾き飛ばされる。

　背後にいた重装歩兵たちが、「うわ！」と声を上げた。

　城門の上にいた弓兵の１人が狙ってきたようだ。

　距離にして、約１５０メートルはあるだろうか。

　かなりの腕の持ち主だ。

　ジルコニアが剣で防いだのを見て、ぎょっとしているのが遠目にも見て取れた。

「ジルコニア様、お下がりください！」

「そうするわ。皆、後はよろしくね」

　ジルコニアが戦列を離れ、後方に退避する。

「……あの人、すげえな。斜め上から飛んでくる矢を剣で受けるって、どういう反射神経してるんだ？」

　ジルコニアに声をかけた兵士が、去っていく彼女を見送りながら隣の兵士に話しかける。

「神の祝福だよ。ジルコニア様は、グレイシオール様の加護を受けてるんだ。グレイシオール様と特別仲良しだって
噂
 うわさ

 だからな」

「仲良しってなんだよ……それにグレイシオール様の加護って、さっきあの人、『慈悲などいらない』とか言ってたぞ」

「何言ってんだ。現にこうして、俺たちは
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 の機会を与えられてるじゃないか。これ以上、慈悲深い話があるもんか」

「なるほど、確かにそのとおりだ」

　２人の話に、他の兵士たちが笑い声を上げる。

　前方では、予備隊の兵士が
砦
 とりで

 内に突入を開始したようだ。

　クロスボウ兵が援護射撃を開始し、敵の弓兵がばたばたと倒れていくのが見て取れる。

　開戦からわずか数時間で、
砦
 とりで

 を巡る攻防戦は早くも最終局面を迎えようとしていた。





　

第５章　歴史の分岐点

　

「おい！　ティティス秘書官、これはいったい何の真似だ!?
 」

　担架に乗せられて運ばれてくる第６軍団の負傷者たちの姿に、マルケスが怒声を発する。

　前線の方からも、続々と負傷者が仲間に肩を借りて逃げてくる。

　ティティスは額に汗を浮かべて、周囲の兵士に矢継ぎ早に指示を飛ばしていた。

　内容はすべて、守備部隊の後退と
怪
 け

 
我
 が

 人の輸送準備に関するものだ。

「敵を足止めしながら撤退します。おそらく、この
砦
 とりで

 はあと１日も持ちません」

「なっ!?
 　ふざけたことを抜かすな！　こちらにはまだ、十分な兵力が残されているではないか！」

　マルケスの言うとおり、第６軍団の生き残りも合わせれば、戦闘可能な兵力はかなり残っていた。

　防壁上と城門付近に割り当てられた兵士たちは、今も必死に敵の侵攻を食い止めようと戦っている。

「そうですね。今はまだ、たくさん残っています」

「ならば、徹底抗戦するべきだろう!?
 　この
砦
 とりで

 を
喪
 そう

 
失
 しつ

 するということが、何を意味するのか分かっているのか!?
 」

「分かっています。ですが、異常な事態の連続で、兵士たちは
怯
 おび

 えきっています。これ以上は戦えません。煙による負傷者も多すぎます」

　
唸
 うな

 りを上げて、はるか遠方から飛来する鉄の弾。

　着弾と同時にすさまじい火災を引き起こす火炎壺。

　騎兵をラタごと穴だらけにするハンドキャノン。

　そして、煙を吸い込んだだけで身動きが取れなくなる毒ガス弾。

　これらを短時間の間にまとめて浴びせられ、バルベール兵の士気はガタガタになっていた。

　
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 との戦いを何年も生き抜いてきた兵士たちが、未知の恐怖にさらされて
怯
 おび

 え切っているのだ。

　それに対して、敵兵の士気の高さはすさまじいものだ。

　皆が
憎
 ぞう

 
悪
 お

 と怒りに
瞳
 ひとみ

 を燃やし、恨みを晴らさんと死をもいとわず突っ込んでくる。

　このまま戦ったとしても、よくて相打ち、下手すれば
砦
 とりで

 を枕に皆殺しの憂き目に
遭
 あ

 う可能性すらある。

「私には、兵士たちに『ここで死ね』などと言うことはできません。そこまでする必要性があるとも思えません」

「バカ者！　路地を封鎖し、中央の邸宅を中心に防衛線を敷けば、友軍の到着までは――」

「マルケスさん。死んじゃったら、もう何もできないのですよ」

　マルケスの背後から、フィレクシアがとてとてと駆けてきて話をさえぎった。

　手には、丸められた
皮
 ひ

 
紙
 し

 が握られている。

　木炭を使って何かを描いていたのか、手のひらが真っ黒になっていた。

「危ないなと思ったら、さっさと逃げるに限ります。また準備を整えて、今度こそ勝てるように戦えばいいじゃないですか」

「我らは軍人だぞ！　そんな
腑
 ふ

 
抜
 ぬ

 けたことを言ってられるか！」

「うー、感情論について話しているのではないのですよ。どっちが理にかなっているかの話なのです」

　フィレクシアが困ったように、口端を曲げる。

「重要なのは結果なのです。何をやっても、最終的に勝てばそれでいいのですよ。一時の激情に駆られて下手を打つと、どんどん深みにはまって立ち上がれなくなります」

「む……」

　何をやっても、最終的に勝てばいい。

　その
台詞
 せりふ

 に、マルケスは言葉を詰まらせた。

　この11
 年間、彼自身が自らに言い聞かせていた言葉だからだ。

「なので、今は逃げちゃいましょう。今逃げれば、きっと大勢助かります。立て直しも容易なのですよ」

「……」

　マルケスが
苦
 く

 
渋
 じゆう

 の表情で押し黙る。

　フィレクシアはティティスに顔を向けた。

「ティティスさん、作っておいた罠を使う時が来ました。逃げながら、あれをとにかくばら撒くのです。
砦
 とりで

 の出口には、これでもかっていうくらいたくさん埋めて砂をかけておきましょう。敵の足を鈍らせる程度には、役に立つのですよ」

「分かりました。フィレクシアさんは、そこの馬車に乗って先に逃げてください。護衛も付けますから」

「了解であります！　ではまた！」

　フィレクシアは笑顔で
頷
 うなず

 くと、さっそうと馬車に乗り込んでいった。

　護衛の騎兵をいくらか従え、北門へ向けて走り出す。

「マルケス様、全軍に撤退命令を出します」

「……あい分かった。建物すべてに火を放て。敵に物資を残してはならんぞ」

「かしこまりました。マルケス様は、先にお逃げください」

「ティティス秘書官、撤退戦の経験はあるのか？」

「カイレン様とともに、
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 相手にしょっちゅう逃げ回っていましたので。セイデン副長もいますから、大丈夫です。負傷者たちをよろしくお願いいたします」

「……うむ」

　マルケスが
頷
 うなず

 き、背を向けて去っていく。

　ティティスは息をつくと、南門の方へと目を向けた。

　たくさんの人々の叫び声や、金属同士がぶつかり合う音が聞こえてくる。

「カイレン様……」

　ここにはいない、敬愛する者の名をつぶやく。

　彼がもしここにいたら、この状況を打破することができるのだろうか。

　自らを奮い立たせるように、ティティスは拳を握りしめた。

　

　兵士たちが
砦
 とりで

 に突入してから数時間が経過し、太陽は頭上高く昇って昼になっていた。

　
砦
 とりで

 から５００メートルほど離れた場所では、突入部隊以外の兵士たちがその場に座り込んで、
砦
 とりで

 から立ち上る黒煙を眺めている。

　敵は建物に火を放ったようで、戦いが終盤に差しかかっているのが見て取れた。

　現在、
砦
 とりで

 の中にはマクレガーが入っており、兵士たちを取りまとめて敵兵を北部へと追い詰めているとのことだ。

　荷車を引いた使用人たちが兵士たちの間を行き交い、昼食の灰焼きパン（日本の小麦入り）を配っている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 やナルソンたちはラタに乗ったまま、
一
 かず

 
良
 ら

 が持ってきたエネルギーバーをかじっていた。

　ハベルはハンディカメラを片手に、エネルギーバーをかじりながら皆の様子を撮影している。

　完全にカメラマン状態だ。

　別にこんなシーンは撮らなくてもいい気がするのだが、撮影している本人が楽し気なので放っておいた。

　マリーの姿を映している時間が妙に長く感じるのだが、気のせいだろうか。

　ちなみに、バッテリーは２個目に交換済みである。

「ふむ、これはなかなか
美味
 うま

 いですな……」

　チョコレート味のエネルギーバーを
咀
 そ

 
嚼
 しやく

 しながら、ナルソンがその味に
唸
 うな

 る。

　しっとりとした食感とほのかな甘みで、実に
美味
 うま

 い。

　携行食料にもかかわらず、カチカチに乾燥していないことにもかなり驚いていた。

「本当、すごく
美味
 おい

 しいわね。あら、ナルソンのそれ、チョコレート味なのね」

　ナルソンの手にしている包装を、ジルコニアが隣からのぞき込む。

　ジルコニアは、ストロベリー味を食べていた。

「ん？　そうなのか？」

「ええ、袋に書いてあるわよ」

「ふむ。確かに、前に食べたチョコレートと似た風味が……ジル、お前、この文字が読めるのか？」

　ナルソンが驚いた顔を向ける。

　ジルコニアは、ふふん、と得意げだ。

「時々、カズラさんの本を読んで勉強してたの。パソコンを使う時に、覚えてると便利だと思って頑張ったんだから」

「いつの間に……そういえば、エイラも時々本を読んでいたな。まさか、お前も読めるのか？」

　ナルソンが背後を振り返り、控えているエイラに目を向ける。

　エイラも、ブルーベリー味のエネルギーバーを手にもぐもぐしていた。

　その隣では、マリーがバナナ味のエネルギーバーをかじっている。

「は、はい！　ひらがなとカタカナと、漢字も少しなら何とか」

「えっ！　エイラすごいじゃん！　私だって、まだカタカナしか覚えてないのにさ」

　リーゼが驚いた顔をエイラに向ける。

　そんな彼女に、エイラはにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「はい。毎日、かなり頑張ったので」

「毎日？　よくそんな時間あったね」

「え、えっと……そ、それより、バレッタ様のほうが全然すごいですよ！　漢字は全部読めますし、英語だって読めるんですから！　ね、バレッタ様？」

「は、はい。一応、辞書に載っていた単語は一通り読めます」

　リーゼとナルソンが、怖い物でも見るような目でバレッタを見る。

「……バレッタの頭ってどうなってるんだろ。一度、中をのぞいてみたいわ」

「ううむ、私も勉強せねば置いてけぼりにされてしまうな……」

　皆でそんな話をしていると、
砦
 とりで

 の防壁にイステール領軍の軍団旗が掲げられるのが見えた。

　座り込んでいた兵士たちが、わっと歓声を上げる。

　どうやら、
砦
 とりで

 の制圧が完了したようだ。

　敵が
砦
 とりで

 から脱出を開始しているという報告は、２時間ほど前に受けていた。

　どれくらい時間がかかるかは未知数だったが、予想外に早く済んだようだ。

「よし、どうやら終わったようだな。我々も中に入るとしよう」

「ナルソンさん、
砦
 とりで

 に着いたら、すぐにイステリアに無線で連絡しましょう。きっと、イクシオスさんたち、気が気じゃないですよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がプレーン味のエネルギーバーをかじりながら進言する。

「はい。そのつもりです。バレッタ、用意を頼む」

「携帯用アンテナを使えばここからでも連絡できますけど、どうしますか？」

「いや、
砦
 とりで

 に着いてからでいいだろう。中の様子を見た後にしたいからな」

「分かりました。アンテナを取ってきますね」

　バレッタはココア味のエネルギーバーを口に放り込み、ラタを降りて荷馬車へと駆けて行った。

「お母様の食べてるやつ、
美味
 おい

 しいですか？」

　リーゼが隣のジルコニアに声をかける。

「ええ、
美味
 おい

 しいわよ。あなたのそれ、緑色だけど、何味なの？」

「抹茶味です。ほろ苦くて、すごく
美味
 おい

 しいですよ」

「そうなの。エイラ、私にも同じやつを１つちょうだい。あと、ストロベリー味もリーゼに１つあげて」

「かしこまりました」

　風に
翻
 ひるがえ

 る軍団旗を眺めつつ、少しの間、のんびりとした昼食を続けた。

　

　ジルコニアを先頭に、護衛兵を従えて皆で
砦
 とりで

 の城門をくぐる。

　あちこちに死体が横たわっており、城門付近は血みどろだった。

　味方の兵士たちが、ジルコニアの姿を見て歓声を上げている。

「すごいな、死体だらけだ……」

　すさまじい数の死体を目にし、
一
 かず

 
良
 ら

 が
呻
 うめ

 くようにつぶやく。

　先日の戦いで嫌というほど目にしていたせいか、吐き気も嫌悪感も湧かなかった。

　どうやら、慣れてしまったらしい。

　兵士たちは皆の進行の邪魔にならないようにと、せっせと死体を道の脇に寄せている。

　仲間の死体はすでに別のところに運ばれているようで、横たわっているのは敵兵の死体ばかりだ。

　
砦
 とりで

 の中央へと向かってしばらく進むと、マクレガーがラタに乗って駆けてきた。

「首尾はどうなっている？」

「敵は全員、北門から逃げて行きました。
砦
 とりで

 内には、もう残っておりません」

「うむ。追撃戦はどうなった？」

「それが、敵は逃げる際に地面に大量の罠を仕掛けていったようで、負傷者が続出したために歩兵での追撃は中止いたしました」

　そう言って、マクレガーが手に持っていた小さな板切れをナルソンに渡す。

　細い
釘
 くぎ

 が幾本も打ち付けられたそれを受け取り、ナルソンが感心した表情になった。

「
釘
 くぎ

 罠か。これはたまらんな」

「はい。北部を中心に、おそらく１０００では利かないほどにばら撒かれております。丁寧に砂までかけて隠してあり、足裏を貫かれた者が大勢います」

　兵士たちの装備は基本的に革製のブーツやサンダルのため、
釘
 くぎ

 を踏みつけると当然のように
貫
 かん

 
通
 つう

 して足裏に突き刺さる。

　非常に地味な罠だが、安価で製造でき、殺傷力もあるうえに感染症まで起こすという非常に
厄
 やつ

 
介
 かい

 な
代
 しろ

 
物
 もの

 だ。

「騎兵には追わせているのか？」

「はい。東門から出撃した騎兵が敵を追っております。近接戦闘はするなと命じてあります。投げ
槍
 やり

 を使い果たしたら、戻ってくるかと」

「うむ、それでいい。
砦
 とりで

 内の兵士たちは、死体のないところに集めて食事をとらせてくれ。そのまま、夕方まで休憩させてやれ」

　そう言って、ナルソンがマクレガーに布包みを差し出す。

　アップル、ピーナッツ、ミックスベリー、プレーンのエネルギーバーが計４本。

　それとリポＤだ。

「カズラ殿からだ。すまんが、これを食べて夜まで頑張ってくれ」

「お任せください。これさえあれば、朝までだろうが目一杯頑張れます」

　マクレガーが
一
 かず

 
良
 ら

 に顔を向け、礼を述べて頭を下げた。

　どういたしまして、と
一
 かず

 
良
 ら

 も片手を上げて返事をする。

「ナルソン様、その辺の建物の屋上から、イステリアに通信してもよろしいでしょうか？」

　バレッタが近場の建物を見上げる。

　すでに敵兵がいないことを確認した目印に、窓辺に白い布が
垂
 た

 れ下がっている。

　

「いや、中央の館に行くとしよう。今後の指示も、すべてそこから出さねばならんからな」

「お父様、早く行きましょう。早く連絡してあげないと」

　
急
 せ

 かすリーゼに、ナルソンが苦笑する。

「分かった、分かった。そんなに
急
 せ

 かすな」

「民を早く安心させてあげたいんです。きっと皆、心配しているはずです」

「連絡はするが、民に伝えるのは３日後だぞ。彼らは無線機のことを知らないんだからな」

「それでも、早く伝えてあげたいんです。今連絡すれば、３日後の昼には伝えることができるのでしょう？」

「まあ、そうだが……ようし。では、館まで走るか。競走するとしよう」

　ナルソンがラタの腹を
蹴
 け

 り、駆け出して行く。

「えっ!?
 　ま、待ってください！　そんないきなり！」

「日頃の訓練の成果を見せてみろ！　私にも追いつけないようでは、程度が知れているぞ！」

「こ、このっ！　絶対に抜かしてやるんだから！」

　走り去っていく２人を、ジルコニアが「あらあら」と笑って見送る。

「あの２人、仲良くなったわねぇ」

「えっ？　仲良くって、前から仲良しじゃないんですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が小首を
傾
 かし

 げる。

「ああやってはしゃぐようになったのは、カズラさんが来てからですよ。リーゼはどこか遠慮がちでしたし、ナルソンも常に気が張りっぱなしで、遊ぶ暇なんてありませんでしたから」

「そうなんですか……」

「さあ、私たちも行きましょうか。あんまり遅れると、文句を言われちゃいます」

　ジルコニアが、２人を追って駆け出して行く。

「ちょ、速く走るのは苦手なんだけどな……」

「カズラさん、私が手綱を持ちますよ。走らせるのだけ、やってください」

「すみません、お願いします」

　バレッタに手綱を預け、
一
 かず

 
良
 ら

 も彼らの後を追うのだった。

　

　館に到着した
一
 かず

 
良
 ら

 たちは、皆で屋上に上がって
砦
 とりで

 内を見渡した。

　死体を片付けている者や、負傷者の傷の手当をしている者たちがそこかしこに見られる。

　いまだに炎上している建物も複数あるようで、あちこちから黒煙が立ち上っていた。

　これ以上燃え広がらないよう、炎上している建物は打ち壊すように指示してある。

　館は石造りなために放火されておらず、特に破壊の跡もなく
綺
 き

 
麗
 れい

 なままだった。

　バレッタがナルソンの無線機に携帯用アンテナを取り付け、イステリアの方角へ向ける。

「どうぞ」

「うむ」

　ナルソンが無線機を受け取り、送信スイッチを押す。

「こちらナルソン、イステリア応答せよ。どうぞ」

　ナルソンが言葉を発してすぐ、皆の耳に声が響いた。

『こちらイステリア。イクシオスです。どうぞ』

「
砦
 とりで

 は制圧した。被害も多少は出たが、２個軍団ともほぼ健在だ。そちらは変わりないか？　どうぞ」

『おめでとうございます。こちらは２つ、報告がございます』

　無感動なイクシオスの言葉に、皆が苦笑する。

　もう少し、喜んでくれてもいいとは思うのだが。

『１つ目です。昨晩、グレゴルン領より騎兵と軽装歩兵の一団が来援いたしました。どうぞ』

「何？　ダイアス殿まで、こんなに早く援軍を寄越したのか？　数は？　どうぞ」

　ナルソンが驚いた声を上げる。

　グレゴルン領はバルベールと国境を接しているため、あまり多くこちらに援軍を出す余裕はないはずだ。

　元々騎兵を送ってくるとは言っていたのだが、軽装歩兵まで寄越すとは予想外だった。

『騎兵が２００、軽装歩兵が６００ほどです。すぐにそちらへ向かうと言い出したので、今行っても間に合わないからここにいろと伝えて、街に滞在させています。どうぞ』

「ふむ、何とも中途半端な……いや、訓練期間を考えればそんなものか。３日後、
砦
 とりで

 制圧の報を伝えてから帰ってもらえ。あっちにも兵力が必要だ。どうぞ」

『かしこまりました。フライス領から来ている援軍はいかがいたしますか？　どうぞ』

「そっちは大急ぎで送り返せ。使える船はすべて使ってかまわん。今クレイラッツに攻められたら、フライス領はえらいことになるぞ。どうぞ」

　フライス領から来援した重装歩兵３個中隊と騎兵４００は、
砦
 とりで

 攻略軍が万が一敗北した時のことを考えてイステリアに滞在させていた。

　だが、
砦
 とりで

 での戦いに完勝した今となっては、今度はクレイラッツとの国境の守備が一番の
懸
 け

 
念
 ねん

 材料だ。

　１日でも早く彼らに兵力を返し、守備に当ててもらわなければならない。

『それについてなのですが、かなり気がかりな報告が今朝入りました。どうぞ』

「それ？　クレイラッツのことか？　どうぞ」

『はい』

　ついにクレイラッツが動き出したかと、皆に緊張が走る。

『７日ほど前から、クレイラッツの全都市で、参政権を持つ全市民による投票が行われているとのことです。どうぞ』

「投票……？　いったい、何の投票だ？　どうぞ」

　予想外の内容に、皆の顔に困惑の色が浮かぶ。

　だが、その後発せられたイクシオスの言葉に、その場にいる全員が息をのんだ。

『自由を賭けてアルカディアとともに戦うか、生き延びるためにバルベールに屈するかを決める投票です』





　

転章

　

　晴れ渡った空の下、カイレンはラッカとラースに挟まれて、刈り入れが半分ほど進んでいる麦畑の間を進んでいた。

　ラッカの第13
 軍団、ラースの第14
 軍団はカイレンの軍団との合流がすんなり認められ、近いうちに
砦
 とりで

 に集まる予定となっている。

　そこにマルケスの第６軍団を加え、イステール領を攻略せよとのお達しだ。

　その時には、多数の元老院議員が組み込まれた部隊もやってくる。イステール領側の要望である『元老院との会談』を叶えるためである。

　大兵力を盾にほぼ
恫
 どう

 
喝
 かつ

 するようなかたちになるだろうが、それも予定のうちだ。

　元老院はハナからアルカディアと和解するつもりなどなく、休戦協定の期限が切れると同時に、バルベールに屈するか戦うかの二択を迫る予定だった。

　それが、カイレンが勝手に
砦
 とりで

 を攻めてしまったせいで大幅に繰り上げられることになったのである。

　11
 年前からの戦争の目的は『領土の拡充』と『大陸側だけに意識が向けられるように
後
 こう

 
顧
 こ

 の
憂
 うれ

 いを絶つ』ことだ。

　理由は、年々強まっている、北方から押し寄せてくる
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 の圧力に対抗するためである。

　
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 は装備こそ粗末なものばかりだが、その数がすさまじく、戦闘意欲も
旺
 おう

 
盛
 せい

 で非常に厄介な相手だ。

　近年では徐々に戦術も巧みになってきており、バルベールは非常に手を焼いていた。

　彼らに対抗するためにも、南側の同盟諸国は何が何でも撃破する必要があるのだ。

　これだけは絶対に変更することができない方針なので、元老院としてもカイレンに協力するほかなかったのである。

　もちろん、市民がカイレンを英雄として祭り上げていることが一番の要因だが。

　これらの理由と、カイレンがエイヴァー執政官に根回ししたおかげで、すべては円滑に進めることができた。

　アロンドのことをカイレンに黙っていた件だが、エイヴァー
曰
 いわ

 く『事前に知っていると驚いた反応がわざとらしくなってヴォラスに感づかれる』との理由だそうだ。

　本当にそれが理由なのか、お前を全面的には信用していないぞというパフォーマンスだったのか、どっちとも取れる言動である。

「それにしても、あいつ、若いのに大したタマだな。自分の家族も財産も地位も全部投げ捨てて、こっちに寝返るなんてよ。連れてきた仲間も、たった数人だって話じゃねぇか」

　右隣を進むラースが、カイレンに声をかける。

　対するカイレンは仏頂面で、黙ってラタに揺られていた。

「元老院も大したものですよ。領政の
中
 ちゅう

 
枢
 すう

 に携わっていた者を寝返らせるなんて、いったいどんな手を使ったやら」

　反対側を進むラッカが、兄に同調して
頷
 うなず

 く。

　あの後３人は昼食をとりながら、ヴォラス同伴のもとでアロンドからアルカディアの現状について話を聞いた。

　アロンド
曰
 いわ

 く、アルカディアはイステール領を中心として技術革新が始まっており、軍事内政両面で急激に発展をしているとのことだ。

　もっとも、事態が好転したのはここ１年足らずの出来事であり、イステール領以外では、そこまで大きな発展は見られていない。

　ただ、イステール領に限っては以前より内政を犠牲にしてまで推し進めていた軍事政策が功を奏して、武力は
侮
 あなど

 りがたいものがあると説明された。

　これらの内容は、カイレンも
間
 かん

 
者
 じや

 から得た情報で
把
 は

 
握
 あく

 していた。

　ちなみに、３人とも首都には５日ほど滞在していた。

　カイレンはアロンドらとの昼食を終えた後、元老院議会で今回の件の説明をした。

　特に責められるといった雰囲気はなく、
砦
 とりで

 の制圧までの経緯の説明と、今後の対応についての話し合いで議会は終わった。

　その後、元老院議員たちに
挨
 あい

 
拶
 さつ

 回りという名の根回しをするためあちこち
奔
 ほん

 
走
 そう

 し、こうしてラッカ、ラースと顔を合わすのも５日ぶりである。

「どうした、カイレン。そんな難しい顔してよ」

　話に加わってこないカイレンに、ラースが
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔を向ける。

　首都を発ってから、カイレンは何やら考えごとをしていてずっと険しい顔だ。

　アロンドと話していた時は、笑顔で実にフレンドリーだったのだが。

「いや……あいつの言っていた、２人のことが気になってな」

「水車とかの道具を発明した奴らか。確かに、気になるよな」

　アロンドは、イステール領の重要人物としてカズラとバレッタの名を挙げていた。

　その２人は非常に抜きんでた才能と知識を持っており、彼らのおかげでイステール領の復興は成し遂げられたと言っても過言ではないとのことだ。

　特に、バレッタという女の天才ぶりはすさまじく、水車などの工作機械の開発は彼女がいなければ成功しなかっただろうとアロンドは言っていた。

　バレッタは領内の
寒
 かん

 
村
 そん

 出身で、何かの経緯で村に立ち寄ったカズラがその才能を見出して、イステール家に進言して取り立てたらしい。

　カズラの出自についてはナルソンが厳しく情報統制を行っていて、アルカディアの隣国クレイラッツ出身ということ以外は何も分からないそうだ。

「カイレン、あなたはイステール領についてあれこれ調べていたようですが、その２人のことは知らなかったのですか？」

　ラッカの問いかけに、カイレンは「いや」と首を振る。

「それなりには知ってたよ。アロンドの言ってたとおり、バレッタって女はどこだかの村から引き抜かれてきた平民で、いきなり製造関係全般の統括責任者になったって話だ。歳は16
 なんだってよ。珍しい経歴だったから、印象に残ってる」

「16
 歳？　いくらなんでも、それは情報が間違っているんじゃないですか？　そんな年齢で、しかもただの平民に、そんな重要な役職を任せるなんて不自然です」

「俺もそう思ったんだけどさ、どうやら間違いじゃないらしいんだ。まあ、きっとフィレクシアみたいなやつなんだろ。常識を超えた超天才なのかもしれないな」

　カイレンの話に、ラッカは納得がいかないような顔つきだ。

　たとえ本当に天才だったとしても、それまで一介の農民だった女をそんな責任ある役職につけるだろうか。

　もし自分が領主の立場なら、絶対にそんなことはしないだろう。

「んで、もう１人のカズラって男は何者なんだ？」

　横からラースが口を挟む。

「それが、そいつに関してはやたらと情報が少なくてな。クレイラッツから来たイステール家の客人で、ナルソンの娘の婚約者らしい。内政にも関わってるってのは知ってたが、それ以外のことは今日初めて知った」

　アロンド
曰
 いわ

 く、バレッタにあれこれ指示を出しているのはカズラで、イステール家と彼女の間を取り持っているのも彼とのことだ。

　バレッタはカズラに非常に
懐
 なつ

 いていて、ほとんど彼専属の部下のような関係らしい。

　カズラもなかなか頭が良く、新しい道具の開発を得意としているという話だ。

「ん？　ナルソンの娘の婚約者だなんてこと、あいつは言ってなかったぞ」

「だな。もしかしたら、俺のほうの情報はデマかもな。まあ、そこはどうでもいい……いや、そんなこともないか」

　カイレンが考えるように眉根を寄せる。

　それを見て、ラースが口を開いた。

「まあ、その２人のことなら別に気にする必要もないだろ。それともあれか？　アルカディアを降伏させたら、そいつらを引っ張ってきて手元に置くつもりか？」

「ああ。優秀な人材はいくらいても困らないからな。もし婚約者ってのはデマでそいつら２人が恋仲なら、男のほうを取り立てれば女も付いてくるだろ」

　それほどまでに優秀な人材なら、戦争後の
粛
 しゆく

 
清
 せい

 やらなにやらで処刑されたり
奴
 ど

 
隷
 れい

 にされたりする前に保護してしまうに限る。

　
砦
 とりで

 の攻略が
易
 やす

 
々
 やす

 と成ったのも、新兵器をネタに元老院に恩を売ることができたのも、すべてフィレクシアという天才技師がいてこそなのだ。

　彼女と同レベルまではいかないにしても、優秀な人材を囲うことができれば今後の力になることは間違いない。

「問題は、そいつらがフィレクシアみたいに新兵器を考えていないかってことだ。
砦
 とりで

 を攻めた時に、投石機が敵に見られてるからな。
模
 も

 
倣
 ほう

 されるとみて間違いないだろ」

「別に、
模
 も

 
倣
 ほう

 されたってどうってことないだろ。戦力はこっちが圧倒的なんだし、あっちは同盟関係だって上手く機能してないって話なんだろ？」

「それはそうだけど、新兵器の力を
侮
 あなど

 ると痛い目を見るぞ。モノによっては、ちょっとした油断で軍団が全滅なんて羽目にもなりかねないんだからな」

　カイレンの言葉に、ラースはあからさまに不満げな顔つきになった。

「いくら何でも、そりゃ言いすぎだろ。戦いは腕っぷしと数、それに加えて個々の戦意だよ。道具に頼ってどうこうしようなんて甘ったれたこと考えてると、そのうち肉弾戦で痛い目見るぞ」

　ラースは新兵器の威力に
懐
 かい

 
疑
 ぎ

 的らしく、こういった話にはあまりいい顔をしない。

　兵士一人一人の腕っぷしこそが絶対的な戦力指標だと、本気で思っているのだ。

　もちろんそれも正しいのだが、もっと柔軟な考えかたをして欲しいとカイレンは常々考えていた。

　もっとも、ラースはまだそういった兵器を一度も目にしたことがないので、そんな考えでも仕方がないのだが。

「あのな、一度も見たことがないようなモノだから『新兵器』っていうんだぞ。喰らうまで何が起こるか分からないんだ。危なくて仕方がないだろ」

「分かってるよ、そんなこと。そういうのも含めて、どんな時でも柔軟に対応できるように日頃から鍛えとけって話だろうが」

「カイレン、兄上には何を言っても無駄です。
諦
 あきら

 めてください」

「この
脳
 のう

 
筋
 きん

 め……」

　げんなりしてため息をつき、カイレンはラタに揺られていた。

　

　数日後。

　ラッカ、ラース兄弟といったん別れたカイレンは、
砦
 とりで

 へと続く街道を進んでいた。

　首都から
砦
 とりで

 まではかなり遠く、延々とあちこちに点在する村や街を経由して行軍していく。

　バルベールという国はかなり広大な国土を持っており、端から端に移動する場合などは１カ月以上かかる。

　それに比べれば、今回の行軍はずいぶんと楽なほうである。

「カイレン様は、戦争が終わったらどうするんですか？」

　部下たちと雑談しながら道を進んでいると、そんなことを聞かれた。

「どうするって、別にどうもしねぇよ。このまま満期まで働いて、除隊したら退職金で悠々自適に生活するさ。海の
傍
 そば

 の街にでも住んで、毎日
釣
 つ

 りとかしながらさ」

「お、それいいですね。んで、ティティスちゃんとはいつ結婚するんです？」

「そうそう。あれだけ懐かれてるんだから、そろそろ応えてやらないと可哀そうっすよ」

「ティティスちゃんって、今18
 歳でしたっけ？　結婚するにはいい頃合いじゃないですか」

　やいのやいの言ってくる部下たちに、カイレンがため息をつく。

「そんなの、お前らが気にすることじゃねぇよ。ほっとけ」

「いやいや、カイレン様には早く身を固めてもらわないと」

「そうですよ。そしたらフィーちゃんだって、さすがに
諦
 あきら

 めて俺らにも目を向けてくれると思うし」

「何だお前ら、フィレクシアに気があるのか？」

　驚いた顔をするカイレンに、皆が一斉に
頷
 うなず

 く。

「だって、かわいいじゃないですか。いつもニコニコしてるし、一緒にいると楽しいし」

「そうそう。ちょっと病弱だけど、そこがまた守ってあげたくなるというか」

「少しくらいアホの娘のほうがかわいい感じがして、たまらないんですよ」

「アホの娘って……」

　そんな話をしていると、道の先から１騎の騎兵が駆けてきた。

　カイレンたちの前で急停止し、荒い息を吐く。よく見ると、知った顔だ。

「カイレン様、アルカディアのイステール領軍が２個軍団、９日前にイステリアから出撃しました。現在、マルケス将軍率いる第６軍団が迎撃に向かっております」

「何だと？　こんな短期間で兵を集めたってのか？　他の領地の援軍は？」

　
怪
 け

 
訝
 げん

 そうに、カイレンが問いかける。

「イステール領軍が単独で出兵してきました。期間的に、
徴
 ちよう

 
募
 ぼ

 
兵
 へい

 にはほとんど訓練らしい訓練もできていないと思います。正直、どうしてそんな状態で出撃してきたのか、さっぱり分かりません」

「だよな。どうしてそんな半端な状態で……それより、迎撃するにしたって、
砦
 とりで

 で迎え撃てばいいだろうに。マルケスのやつめ」

「おそらく、
駐
 ちゆう

 
屯
 とん

 軍の今後の主導権を握るためでしょう。単独で敵を撃破して、功名を立てるつもりなのでは」

　カイレンが大きくため息をつく。

　おそらく、連絡にきた彼の言うとおりだろう。

　それに、マルケスは11
 年前にナルソンが率いる軍にこてんぱんにやられている。

　今回の単独での迎撃は、その
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 もかねているに違いない。

　それにしても、まさかアルカディア側がこんなに早く出兵してくるとは意外だった。

「くそ、これでマルケスが大勝なんてした日には、いろいろと面倒なことになるぞ」

「第６軍団は装備は旧式ですが、兵士はかなり精強です。
徴
 ちよう

 
募
 ぼ

 
兵
 へい

 の寄せ集めでは、相手にもならないかと。それと、もう１つ重大なご報告が」

「何だ、まだあるのか？」

「はい。その数日前に
砦
 とりで

 に敵が侵入し、ジルコニアに逃げられてしまいました」

「……おい、それは本当か？　冗談じゃないんだな？」

　途端に声色を変えたカイレンに、兵士が
頷
 うなず

 く。

「はい。倉庫の床に隠し通路がありまして、納骨堂に繋がっていました」

「
砦
 とりで

 内への侵入経路はどこだ？」

「防壁です。敵兵が１人、見張りを弓で射殺し、壁をよじ登って侵入してきました。脱出経路も同じで、防壁を飛び降りて逃げて行きました」

「……あの高さを飛び降りたのか？　
梯子
 はしご

 も使わずに？」

　
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔になるカイレン。他の兵士たちも困惑顔だ。

「間違いありません。それとその際、兵が９人殺されています。偶然その場に居合わせたフィレクシア嬢も、軽傷を負いました」

「なっ、フィレクシアが!?
 　無事なのか!?
 」

「はい、気絶させられただけとのことで、少し
擦
 す

 りむいた程度です」

「そ、そうか……」

　カイレンがほっと息をつく。

「第10
 軍団の指揮はティティスが
執
 と

 ってるんだな？」

「はい。セイデン副軍団長とともに、皆を取りまとめています」

「よし、急いで戻るぞ。騎兵だけで先行する。荷物の用意をしろ」

　部下たちに指示を出し、カイレンは道の先へと目を向けた。

　すべて自分の思いどおりに進むと思っていたが、どうも一筋
縄
 なわ

 ではいかないようだ。

「ジルコニアを救い出し、その勢いに乗って無理を押して出撃か。訓練不足の
徴
 ちよう

 
募
 ぼ

 
兵
 へい

 だけで
砦
 とりで

 を落とせるとでも思ってるのか？」

　ナルソンの指揮能力に関してはカイレンは重々承知しており、このような馬鹿な真似をする人物だとはとうてい考えていなかった。

　元老院との話し合いによる解決のチャンスを自ら捨ててジルコニアを救出し、出撃してきたということは、何かしらの勝算があるに違いない。

　だが、
砦
 とりで

 を有した完全装備の２個軍団を相手に、訓練不足の
徴
 ちよう

 
募
 ぼ

 
兵
 へい

 が大多数を占めるような即席軍団で勝てるような策があるのだろうか。

「……どうにも、嫌な予感がするな」

　言いようのない不安感に、カイレンがぽつりと漏らす。

　ちょうどこの時、まさに
砦
 とりで

 は修羅場と化しており、カイレンの予感は当たっていた。

　この世界に住む何百万、何千万人もの人々を巻き込んで、事態は誰も想定していない方向へと転がり出していた。





　

番外編　たまごのぐちゃぐちゃ

　

「カズラ様、カズラ様、起きてください。朝ですよ」

　ある日の朝。

　優しく肩を揺すられ、
一
 かず

 
良
 ら

 は目を覚ました。

　ぼんやりと目を開けると、にっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 むマリーの姿があった。

「おはようございます、マリーさん。ふあぁ……」

　眠い目を
擦
 こす

 り、背伸びをしながら大あくびをする。

　そんな
一
 かず

 
良
 ら

 に、マリーはくすっと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「おはようございます。もうすぐ朝食のお時間ですが、起きられそうですか？」

「うん、大丈夫です。すぐに着替えちゃいますね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が答えると、マリーは姿勢を正して腰を折った。

「かしこまりました。本日も一日、よろしくお願いいたします」

「はい、今日もよろしくお願いします」

　毎朝行われる
恒
 こう

 
例
 れい

 の
挨
 あい

 
拶
 さつ

 を交わし、
一
 かず

 
良
 ら

 はベッドから這い出した。

　マリーはぱたぱたと窓まで行くと、勢いよく開いた。

　太陽の光が部屋に差し込み、春の
清
 すが

 
々
 すが

 しいそよ風が流れ込む。

「今日はすごくいい天気です。お布団がいつもよりふかふかになりそう」

　すっきりと晴れ渡った空を嬉しそうに見上げながら、マリーが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「そういえば、ここ数日は曇りだったり小雨が降ったりでしたね。晴れの日は久しぶりか」

「はい。シーツなどがしばらく日干しできなかったので、今日はまとめて干さないとです」

「屋敷中の布団を干すってなると、かなりの重労働ですよね。手が足りないんじゃないですか？」

「そんなことないですよ。皆で役割分担して流れ作業でやりますし、カズラ様も手伝ってくださいますし」

　マリーは少し振り返り、いたずらっぽく言う。

　朝日を浴びたその姿は、とても美しく魅力的に見えた。

「そうですね。朝ごはん食べたら、午前中は俺も手伝いますね」

「あ！　じょ、冗談です！　大丈夫ですから！」

「いやいや、手伝いますって。
侍
 じ

 
女
 じよ

 長さんには、『マリーさんがどうしても』というのでと伝えておきますから」

「うう、カズラ様、意地悪です……」

「へっへっへ、お返しです」

　マリーは壁際の鏡台へ行き、
櫛
 くし

 と寝ぐせ直しの霧吹きを取った。

　そこに着替えを終えた
一
 かず

 
良
 ら

 がやってきて、イスに腰を下ろす。

　手早く髪に霧を吹きかけ、丁寧に
櫛
 くし

 でといてドライヤーをかける。

　マリーは
一
 かず

 
良
 ら

 の髪を整えながら、そういえば、と口を開いた。

「今朝はジルコニア様が調理場にいらして、朝食作りを手伝ってくださったんです」

「へえ、そうなんですか。珍しいですね」

「はい、『何だかやってみたくなった』とのことで。でも、なかなか上手くいかなくて
頬
 ほほ

 を膨らましてました」

　マリーはその時のことを思い出して、くすくすと笑っている。

　対する
一
 かず

 
良
 ら

 は、意外そうな表情で鏡に映るマリーを見た。

「上手くいかなくてって……ジルコニアさんって、家事はかなり慣れてるんじゃなかったですっけ？」

「まあ、前に比べればそうですね。でも、まだ包丁を持つのも何だか危なっかしいですし、誰か付いていないと怖いです」

「……んん？」

　話の内容が上手くのみ込めず、
一
 かず

 
良
 ら

 がいぶかしんだ視線をマリーに向ける。

　ジルコニアは、故郷で生活していた時は炊事洗濯といった家事を毎日こなしていたはずだ。

　それに、彼女はすご腕の剣士であるともナルソンやリーゼから聞いたことがある。

　そんな彼女が、包丁を持つ手が危なっかしいとはどういうことか。

　マリーはそんな
一
 かず

 
良
 ら

 の視線には気づかず、いつものように見事な手際で
一
 かず

 
良
 ら

 の髪型をセットし終えた。

「はい、できました。お手洗いはいかがなさいますか？」

「あ、今は大丈夫です。食堂へ行きましょう」

「かしこまりました」

　マリーに先導され、
一
 かず

 
良
 ら

 は首を
傾
 かし

 げながら食堂へと向かった。

　

　食堂にやってきた
一
 かず

 
良
 ら

 は、先に席に着いていたナルソン、リーゼ、バレッタといったいつもの
面
 めん

 
子
 つ

 の中に、見慣れない顔を見つけて首を
傾
 かし

 げた。

　いつもジルコニアが座っている席に、小さな女の子がちょこんと腰かけていたのだ。

　肩にかかるくらいの長さの銀髪と、おっとりとしたタレ目が印象的な女の子である。

　歳は６歳か７歳といったところだろうか。

　どことなくだが、ジルコニアに似ている気がする。

「おはようございます。えっと、そちらのお嬢さんは？」

　女の子の隣に座っているナルソンに、
一
 かず

 
良
 ら

 が問いかける。

　ナルソンはその女の子と顔を見合わせた後、困ったように苦笑して
一
 かず

 
良
 ら

 を見た。

「カズラ殿、その……先ほどリーゼとバレッタにも言ったのですが、我々にはその遊びがどう面白いのか、よく分からないのですが……」

「は？」

　ぽかんとした顔になる
一
 かず

 
良
 ら

 。

　何が何やら分からず、もう一度その女の子を見る。

　彼女もナルソンと同じように苦笑いしながら、
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向けていた。

「カズラ、とりあえず座りなよ。朝ご飯食べよう？」

「あ、ああ」

　リーゼにうながされ、
一
 かず

 
良
 ら

 も席に着く。

　斜め前に座るバレッタに目を向けると、彼女も困惑した表情でこちらに目を向けていた。

「さあ、いただきましょう。今日の朝食は私が作ったのよ！」

　やや興奮気味に、そう宣言する銀髪の幼女。

　テーブル上には、大皿に盛られた焼き立ての丸パン、湯気を立てる野菜スープ、そしてスクランブルエッグが並んでいた。
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一
 かず

 
良
 ら

 はそれらを見て数秒考え、「ああ！」と手を打った。

「なるほど、ドッキリを仕掛けたんですか！　いやあ、本当にびっくりしました！」

「ドッキリ、ですか？」

　何のことか分からない、といった様子のナルソン。

　銀髪の幼女は、ぽかんとした顔で
一
 かず

 
良
 ら

 を見ている。

「いや、ドッキリなんでしょ？　しかし、確かにこの子はジルコニアさんに似てますね！　よく見つけて……」

「ちょ、ちょっとカズラ！」

　ぐいっ、とリーゼが
一
 かず

 
良
 ら

 の腕を強く引っ張る。

「うおっ！　な、何だいきなり？」

　驚く
一
 かず

 
良
 ら

 の腕をさらに引き、リーゼはその耳元に口を寄せた。

　ナルソンたちに聞こえないように、手を添えて小声で
囁
 ささや

 く。

「あのね、そうじゃないらしいの。あの子、本当にお母様ってことみたいなのよ。私もわけが分からないんだけどさ」

「は？」

　何を言ってるんだこいつは、といった顔で、
一
 かず

 
良
 ら

 はリーゼを見る。

　困惑顔ながらも、目は真剣だ。

「いやいやいや、さすがにそれは無理があるって。ていうか、お前もグルだったのかよ。で、本物のジルコニアさんはどこにいるんだ？」

「本物？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に、幼女が反応する。

「うん。本物のジルコニアさんはどこにいるか、キミは知ってるかな？　ドッキリはこの辺にして、皆で一緒にご飯食べよう」

「……カズラ殿、いくらなんでもその言いかたはないでしょう」

　その声に、
一
 かず

 
良
 ら

 がナルソンを見る。

　険しい顔をしているナルソン。

　もう一度、幼女に目を向ける。

　目に涙を浮かべている銀髪の幼女。

　あ、これはやばい、と思った瞬間、幼女の
瞳
 ひとみ

 が決壊した。

「ふぐっ……うぅぅ！」

「えっ!?
 　な、何で!?
 」

　幼女は歯を食いしばって
一
 かず

 
良
 ら

 を
睨
 にら

 み付け、
嗚
 お

 
咽
 えつ

 を噛み殺しながらぼろぼろと涙をこぼしている。

「あ、あわわ！」

　リーゼは慌てて席を立ち、幼女に駆け寄って抱きしめた。

「ううう！　リーゼ！　カズラさんがぁ！」

　幼女がリーゼの胸にしがみついて号泣する。

　ナルソンは深くため息をつき、
一
 かず

 
良
 ら

 はそんな彼らにおろおろするばかりだ。

　バレッタは思考停止状態に
陥
 おちい

 っているのか、置物のように固まってリーゼたちを見ている。

「お母様、泣かないでください！　カズラは冗談を言ってるだけですから！」

「ううっ……じょう……だん？」

「お、おか……ええっ!?
 」

「カ、カズラさん！　そうですよね!?
 　冗談ですよね!?
 」

　わけが分からず混乱する
一
 かず

 
良
 ら

 に、バレッタが慌てて声をかける。

　何が何だかさっぱり分からないが、とりあえずはリーゼとバレッタの指示に従ったほうがよさそうだ。

「そ、そう！　冗談ですよ！　ごめんなさい、ちょっと意地悪でしたよね！　すみません！」

　ぺこぺこと
一
 かず

 
良
 ら

 が頭を下げると、リーゼにしがみついていた幼女は口をへの字にしながら
一
 かず

 
良
 ら

 をじっと見つめた。

　そして数秒して、泣き顔のままこくりと
頷
 うなず

 いた。

　ふう、と皆が一斉に
安
 あん

 
堵
 ど

 のため息をつく。

　リーゼもやれやれといった様子で席に戻った。

「じゃあ、冷めちゃう前にいただきましょう！　ね、お母様？」

　リーゼがぱちんと手を合わせ、やたらと明るい声で言う。

「うん。このタマゴのぐちゃぐちゃを私が作ったのよ！」

　そう言って、幼女はフォークを手に取った。

　子供用サイズのそれには、柄の部分に『ジル』と書かれていた。

「は、はは……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は乾いた笑いを漏らしながら、目の前の皿を見る。

　なんの変哲もないスクランブルエッグが、こんもりと盛られている。

　ふと、視線を感じて、斜め向かいに座る幼女に目を向けた。

　彼女は食事には手をつけず、じっと他の
面
 めん

 
子
 つ

 の様子を
窺
 うかが

 っていた。

　自分が作った料理を食べてもらえるのを、見届けるつもりのようだ。

「いただきます……わあ、このスクランブルエッグ、すごく
美味
 おい

 しいです！　お母様、さすがです！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 よりも先にスクランブルエッグに手をつけたリーゼが、満面の笑みを幼女に向けた。

　それを受け、幼女も嬉しそうに「えへへ」と
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでいる。

「ほんとですね！　すごく
美味
 おい

 しいです！　ジルコニア様、お料理上手なんですね！」

　リーゼに呼応するように、バレッタもスクランブルエッグを口にしてすぐ、幼女に賛辞の言葉を向けた。

　そしてちらりと、カズラに視線を送ってきた。

　早く食べろ、と言いたいらしい。

「い、いただきます」

　カズラも慌ててフォークを手に取り、スクランブルエッグをすくった。

　ごく普通の、半熟スクランブルエッグに見える。

　そのまま口に入れると、少し塩気が強すぎるような気がしたものの、まあ及第点だろうといった味だ。

　と、思った瞬間。

　――ガリッ！

「カズラさん、どうですか？　
美味
 おい

 しいですか？」

　卵のカラを思い切り噛んで固まっている
一
 かず

 
良
 ら

 に、幼女はわくわく顔で問いかける。

「カズラ！　
美味
 おい

 しいよね!?
 」

「
美味
 おい

 しいですよね!?
 　カズラさん!?
 」

　その様子を察し、リーゼとバレッタが慌てて声をかけてきた。

　カズラは慌てて、こくこくと
頷
 うなず

 く。

「ええ、すごく
美味
 おい

 しいですよ！」

「えへへ、よかった！　たくさん食べてくださいね！」

　幼女は満面の笑みで、じっとカズラを見つめている。

　もっと食え、ということのようだ。

　口の中のカラ入りスクランブルエッグを何とか飲みくだし、仕方なくまたフォークですくう。

　隣のリーゼはひたすらに幼女を
褒
 ほ

 めちぎりながら、パクパクとスクランブルエッグを口に放り込んでいる。

　じゃりじゃりと音が聞こえてくるが、そんなことは
微
 み

 
塵
 じん

 も感じさせない食べっぷりだ。

　この世界のスクランブルエッグはカラ入りが普通だっただろうか、とカズラが考えながら食べていると、そういえば、と幼女が口を開いた。

「今日は天気がいいので、午後から士官練兵隊の視察に行こうと思うんです。よかったら、カズラさんも一緒にどうですか？」

「し、視察？」

「はい。最近忙しくて見に行けてなかったので、たまには行かないとと思って。たるんでるようだったら、気合いを入れ直してあげないといけないです」

　かわいらしく
微
 ほほ

 
笑
 え

 む幼女に、
一
 かず

 
良
 ら

 はどう返したものかと、正面に座るナルソンを見た。

　彼は
頷
 うなず

 きながら、じゃりじゃりと音を立ててスクランブルエッグを
咀
 そ

 
嚼
 しやく

 している。

　いい加減、このドッキリを終わらせて欲しいと思ったのだが、まだ続けるつもりのようだ。

　まさか今日一日、この幼女をジルコニアとして扱わなければいけないのだろうか。

「カズラ殿、私からもお願いいたします。何か気づかれた点がありましたら、どんなことでもいいので、ご指摘をいただければと」

「は、はあ……えっと、せっかくだし、リーゼとバレッタさんも一緒にどうかな？」

　とっさに
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、２人は即座に
頷
 うなず

 いた。

　

　朝食後、
一
 かず

 
良
 ら

 はリーゼとバレッタを連れて、自室へと戻ってきていた。

　３人とも、そろって困惑顔である。

「まさか、ナルソンさんがあんなドッキリを仕掛けてくるとは思わなかったな……」

「私も驚いたよ。こんなふうにお父様がおふざけするなんて、今まで一度もなかったし」

　やれやれ、とリーゼが疲れた顔でため息をつく。

「ていうか、何でわざわざこんなことするのかしら。いつまで経ってもドッキリだったって言わないし、すんごくめんどくさいんだけど」

「だよなぁ……バレッタさん、何か知りませんか？」

「私も何も……今朝、調理場で朝食を作ろうとしていたら、あの子がやってきて『今日は私が作るわ！』って言ってきたんです。『どこの子？』って聞いても、きょとんとした顔で『何言ってるの？』って言われてしまって……」

　その時のことを思い出し、バレッタは「うーん」と
唸
 うな

 る。

「それに、調理場にいた
侍
 じ

 
女
 じよ

 さんとか調理師さんたちが、あの子のことを『ジルコニア様』って呼んでたんです。もう何が何だか」

「え、それって、屋敷中の使用人に根回しして、俺たちにドッキリを仕掛けてるってことですか？」

「た、たぶん……でも、ずいぶんと大がかりですよね……」

　どうやら、屋敷の人間総出でこの３人にドッキリを仕掛けているようだ。

　何の目的で、と考えてみるが、わざわざこんな手間をかけてまでする意味が分からない。

「うーん……まあ、今日はやりたいようにやらせておきますか。さすがに明日になれば、おふざけも終わるでしょうし」

「そ、そうですね。仕事が回らなくなっちゃいますもんね」

「戻ってもらわないと困るよ。ていうか、あんなに演技派な子、どこから連れてきたんだか……お母様にも結構似てるし」

　しばらく相談した結果、今日一日はナルソンたちに付き合って、できる限りあの幼女をジルコニアとして扱おうということになった。

　目的は分からないが、ジルコニア本人が戻ってきた時に問い詰めてみればいいだろう。

　

　それから数時間後。

　幼女との約束どおりに、
一
 かず

 
良
 ら

 たちは街なかの訓練場にやってきていた。

　広々とした訓練場の中央には、びしっと整列した鎧姿の若き士官候補生たち。

　そして、彼らの前で腰に手を当てて胸を張っている鉄鎧姿の銀髪幼女。

　それを温かい目で見守るおじいちゃん、もとい、第２軍団副官のマクレガー。

　シュールを通り越して、実に珍妙な光景だ。

　幼女の腰には長剣が挿してあるのだが、身長に対して剣が長すぎるために地面に
鞘
 さや

 を引きずってしまっている。

「ま、まさか、あの子の鎧までわざわざ作らせるとは思いませんでしたね」

　隣に立つバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 が小声で話しかける。

「そ、そうですね……せっかくなら、剣も長剣じゃなくて短剣にしてあげればいいのに……」

「ですよね。むしろ、あの子に鉄鎧はさすがに重すぎるんじゃないですかね……ちょっとふらついて見えません？」

「確かに……何だか、足元が危なっかしいです」

「ねえねえ、カズラ」

　２人が話していると、リーゼが少し深刻そうな表情で
一
 かず

 
良
 ら

 に声をかけてきた。

「ん、どうした？」

「あのさ、２人と別れてからエイラに聞いてみたんだけどさ」

「ジルコニアさんのことか？」

「うん。朝食の席にいた女の子は誰？　って……そしたら真顔で、『はい？』って言われちゃってさ」

「うへ、エイラさんまで仕掛け人なのか。俺もマリーさんに聞いたけど、同じような反応だったよ。本当、壮大なドッキリだよな。もはや、ドッキリの
体
 てい

 を成してないけど」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が
呆
 あき

 れ半分にそう言うと、リーゼは「うーん」と
唸
 うな

 った。

「何だ、何か気になることでもあるのか？」

「あのね、エイラって、すっごく嘘つくのが下手なのよ」

　その言葉に、
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタが顔を見合わせる。

「え、えっと……エイラさんは嘘はついていない……ってことですか？」

　バレッタが言うと、リーゼは真剣な表情で
頷
 うなず

 いた。

「私、自分で言うのもなんだけど、その人が本当のことを言ってるか嘘をついてるかが、口調と表情で分かるのよ。何て表現したらいいのか分からないけど、感覚的に分かるの」

「……前から鋭いとは思ってたけど、マジでそうだったのか」

「うん。アロンドみたいに少し分かりにくい人もたまにいるけど、たいていの人は分かるよ。ただ、お父様だけはほとんど分からないんだけどね」

「俺とかバレッタさんは？」

「分かりやすさを１００点満点で例えるなら、２人とも１５０点くらいかな」

「ふ、振り切れてるんですか……」

　あまりにもな評価に、バレッタはショックを受けている。

「だから、エイラが嘘とか隠しごとをしてたら、分からないなんてことは絶対にない自信があるの。それなのに、エイラからは嘘をついてる感じが全然しなくてさ」

「何だそれ。それじゃあ、あの幼女は本当にジルコニアさんだっていうのか？」

「うん」

「いやいやいや、いくらなんでもそれはないだろ」

「だって、そう感じたんだもん」

　疑いの目を向けてくる
一
 かず

 
良
 ら

 に、リーゼが
頬
 ほほ

 を膨らませる。

「ジルコニアさんが一晩であそこまで縮んだっていうのかよ。どう考えてもありえないだろ」

「そ、そうですよ。さすがに非現実的っていうか、いくらなんでもそれはないですよ」

「だって……うーん」

　リーゼ自身もわけが分からないらしく、困った顔で首を
傾
 かし

 げている。

　そうこうしていると、マクレガーの指示で士官候補生たちは２人１組に分かれて、訓練用の木剣を使って戦闘訓練を始めた。

　訓練といっても真剣勝負のようで、あちこちから剣と盾が激しくぶつかる音が響き始める。

「……ああ、もう、やめやめ！　あなたたち、こっちを見なさい！」

　しばらくして、突然幼女が大声を上げた。

　士官候補生たちは戦いの手を止め、ジルコニアに身体を向ける。

「あなたたち、全然気合いが入ってないじゃない！　真面目にやってるの!?
 」

　士官候補生たちは、困ったように顔を見合わせる。

　それを見て、幼女は深くため息をついた。

「気合いを入れなおしてあげるわ！　１人ずつこっちにいらっしゃい！」

　幼女がそういうと、皆が一斉に顔を青ざめさせた。

　あちこちから、「マジかよ……」とか「お腹痛くなってきた……」といった
囁
 ささや

 きが聞こえてくる。

　いったい何が始まるんだ、と
一
 かず

 
良
 ら

 たちが見ていると、マクレガーが幼女に訓練用の木剣を差し出した。

　幼女はそれを受け取り、両手でかまえた。

　明らかに重すぎるようで、ふらふらしている。

「手合わせしてあげるわ！　かまえなさい！」

「「「ええ……」」」

　どう見ても無理があるシチュエーションに、
一
 かず

 
良
 ら

 たちが絶望したような声を漏らす。

　彼女の前に１人が進み出て、剣と盾をかまえた。

「さあ、いつでもかかって――」

「ちょ、ちょっと待って！　待ってください！」

　まさか本当に始めるとは思っていなかったリーゼが、慌てて幼女に駆け寄った。

「お母様、さすがに危なすぎます！　私が代わりますから！」

　リーゼがそう言うと、幼女はいぶかしんだ視線を彼女に向けた。

「私がって……これから全員を相手にするのよ？　あなたには無理よ」

「で、ですが……」

　お前のほうがよっぽど無理だろ、という言葉を飲み込み、手合わせ相手となる若い士官候補生へと目を向ける。

　彼は緊張した様子ながらも、２人のやり取りをじっと見守っている。

　まさか、この幼女相手に本気で斬りかかるような真似はしないだろう。

「……分かりました。でも何かあったら、すぐに割って入りますから」

「あのねぇ……まあいいわ。ほら、そっちに戻りなさい」

「はい、お母様。あと、その剣はお預かりしますね」

「あら、ありがと。お願いね」

　もぞもぞと、幼女が腰のベルトを外そうとする。

　だが、金具が硬すぎて外れないらしく、いつまで経っても外すことができない。

　仕方なく、代わりにリーゼが外してあげた。

　リーゼはベルトを自分の腰に付け、
一
 かず

 
良
 ら

 の隣に戻ってくる。

「……バレッタ、投げナイフは得意？」

　リーゼが護身用の小型の短剣を左腕から引き抜き、バレッタに差し出す。

「得意です。一応腕を狙うようにしますが、最悪、大
怪
 け

 
我
 が

 することになるかもしれません。いいですね？」

　バレッタは迷わずそれを受け取り、刃先を右手でつまむようにして腕を下ろした。

「うん。いざという時はお願い。私もいつでも飛び出せるようにしておくから」

　何やら物騒な会話をしている２人を横目に、いったいどうなるのかと、
一
 かず

 
良
 ら

 は少しだけ期待した眼差しを幼女たちに向ける。

「さあ、始めましょう」

「はっ！」

　幼女の宣言に、彼は緊張しきった返事を返す。

　じりじりと、幼女との距離を詰める。

　バレッタが腕を少し振りかぶって
投
 とう

 
擲
 てき

 の態勢に入り、リーゼは腰の剣に手をかけた。

「はあっ！」

　大きなかけ声とともに、彼が突きを繰り出す。

　まるで、スローモーションのような動きで。

「「「……」」」

　
唖
 あ

 
然
 ぜん

 とした表情で、それを見守る
一
 かず

 
良
 ら

 たち。

　幼女は、木剣を大きく振りかぶった。

「やあっ！」

「うわー！」

　振り下ろされた木剣が自分の突き出した剣にこつんと当たった瞬間、彼は悲鳴を上げてその場に尻餅をついた。

「「「ええ……」」」

　マクレガーが大声で「そこまで！」と宣言すると、見守っていた者たちから拍手が起こった。

　倒れていた彼はすぐに立ち上がり、皆の下に戻っていく。

　そして、別の兵士が小走りで幼女の前に立った。

「始めいっ！」

　マクレガーの威勢の良いかけ声とともに、先ほどの彼とまったく同じ動きで兵士が幼女ににじりよる。

「……リーゼ」

「……何？」

「……これなに？」

「……私が聞きたいわよ」

　その後も約１時間にわたり、まったく同じ作業が繰り広げられた。

　

　半日後。

　昼間の出来事をやたらと楽し気に、そして自慢げに話す幼女を中心に夕食は終わり、３人は心底疲れた顔で
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋へと集まっていた。

「何か俺、すげえ疲れた……」

「疲れましたね……」

「もう二度と、こんなのごめんだわ……」

　はあ、と３人の大きなため息が響く。

　訓練？　を見学後も３人は解放されず、幼女にあっちへこっちへと引っ張りまわされたのだ。

　その過程で分かったのだが、どうも屋敷内だけではなく、軍部も巻き込んで幼女をジルコニアとして扱っているらしい。

　結局、今の今までネタばらし的なことは一切なかった。

「まあ、明日になればジルコニアさんも戻ってくるだろ。どういう理由でこんなことをしたのか、じっくり教えてもらおうじゃないか」

「そうだね……今日はもうお風呂入って寝るね。何もする気力が湧かない」

「私も、今日はもう休むことにします……」

「俺も寝よう……しかし、もし明日もこれが続い……あ、ごめん、何でもない」

　２人から心底嫌そうな目を向けられ、
一
 かず

 
良
 ら

 が謝る。

「もしそうだとしたら、本気でお父様を問い詰めるわ。悪ふざけにしては度が過ぎてるし」

「でも、もし悪ふざけじゃなかったらどうしましょう……」

　バレッタの恐ろしすぎる言葉に、
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼの顔が引きつる。

「……何か怖くなってきた。カズラ、今日はここで寝てもいい？　１人になりたくない」

「私もここで寝たいです……」

「別にいいよ。２人は一緒にベッドで寝てくれ。俺はソファーを使うから」

「カズラも一緒に寝てよ」

「一緒に寝てください」

「マジか……まあ、いいか」

　一対一だとさすがにまずいが、２人一緒なら別にいいかと
一
 かず

 
良
 ら

 は
頷
 うなず

 いた。

　

「……カズラ様、カズラ様、起きてください。朝ですよ」

　優しく肩を揺すられ、
一
 かず

 
良
 ら

 は目を覚ました。

　ぼんやりと目を開けると、にっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 むマリーの姿……が、なかった。

「ん？　あれ、マリーさん？」

　寝ぼけ
眼
 まなこ

 のまま、彼女のかわいらしい笑顔を探す。

「はい？　どうかしましたか？」

　声はすれども姿が見えない。

　なんじゃこりゃ、と
一
 かず

 
良
 ら

 は体を起こしかけ、両腕に重さを感じて思い出した。

　そうだ、昨晩はリーゼとバレッタと一緒に寝たのだった。

　左腕に目を向ける。

　自分の腕にしがみつくようにして、すうすうと寝息を立てる寝間着姿のリーゼがいた。

「リーゼ、起きてくれ」

「ん……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が左腕を揺すると、リーゼはぼんやりと目を開いた。

　数秒ぼうっとした後、
一
 かず

 
良
 ら

 に気づいて目を向ける。

「……おはよ」

「おはよう。よく眠れたか？」

「うん……カズラがちっちゃくなっちゃう夢見たよ。私が抱っこできるくらいにまで小さくなってるの」

「なんつー恐ろしい夢を見るんだお前は」

　そんな彼女に苦笑しつつ、反対側にいるバレッタを起こそうと顔を向ける。

「バレッタさ……ひっ」

　びくっと身体を硬直させ、引きつった悲鳴を漏らす
一
 かず

 
良
 ら

 。

　そんな彼を見て、リーゼはいぶかしんだ顔で体を起こし、
一
 かず

 
良
 ら

 が見つめている場所へと目を向けた。

「……えっ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 と同じように、リーゼも硬直した。

　寝間着姿の５歳くらいの金髪幼女が、
一
 かず

 
良
 ら

 の腕にしがみついて寝息を立てていたからだ。

　どことなく、バレッタに顔つきが似ている気がする。

「えっ、えっ、な、なに!?
 　何なのよこれ!?
 」

「おおお、落ち着け！　これはきっとバレッタさんの仕掛けたドッキリだろ！」

「あ、あの、どうかなさいましたか？」

　その声に、
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼが振り返る。

「「ひえっ!?
 」」

　
侍
 じ

 
女
 じよ

 服姿のマリーが、そこにはいた。

　いたのだが、明らかに小さい。

　７、８歳くらいの年齢にまで縮んでいるように見える。

「ま、マリーさん……ですよね？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が問いかけると、マリー（？）はきょとんとした顔になった。

「え？　あ、はい。そうですが……」

「何だか、身体がちっちゃくなってません？」

「えっ!?
 」

　マリー（？）は驚いた顔で、慌てて自分の身体を見た。

　そして、ほっとした様子で、再び
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向ける。

「そ、そんなことはないと思いますが……」

「い、いや……あの、マリーさんって何歳でしたっけ？」

「歳ですか？　今年で８歳になりますが」

「「いやいやいやいや！　おかしいでしょ!?
 」」

　
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼが同時に突っ込みを入れる。

　すると、その声で目が覚めたのか、バレッタ（？）がもぞもぞと動いた。

「んう……どうしたんですか？」

　ぎぎぎ、と
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼが彼女を見る。

　体を起こし、目を
擦
 こす

 る金髪幼女。

　バレッタ（？）はぼんやりした表情で、２人を見ている。

「……バレッタさん？」

「はい？」

「……カズラ、ごめん、私吐きそう」

　当然のように
一
 かず

 
良
 ら

 の呼びかけに返事をした幼女に、リーゼが頭を抱えて膝に顔を伏せる。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はあたふたしながらも、その小さなバレッタらしき人物に目を向ける。

「え、ええと……バレッタさん、ですよね？」

「あ、はい。え、どうしたんですか？　何かあったんですか？」

「あの……すごくちっちゃくなってませんか？」

「えっ!?
 」

　バレッタ（？）は驚いた顔で、慌てて自分の身体を見た。

　そして、ほっとした様子で顔を上げた。

「び、びっくりさせないでください。いつもどおりじゃないですか」

「ええ……」

　絶望した声を漏らす
一
 かず

 
良
 ら

 を、バレッタ（小）は不思議そうに見つめている。

　そうこうしていると、マリー（小）がいつものように部屋の窓を開けた。

　昨日の朝と同じ、明るい陽射しと爽やかな空気が部屋に入り込む。

「カズラ様、今朝は朝食はどうなさいますか？」

「……どうする？」

　顔を伏せているリーゼに問うと、彼女はそのままの姿勢で
頷
 うなず

 いた。

　

「……マジか」

　身支度を整えて食堂にやってきた
一
 かず

 
良
 ら

 は、目に入った光景に呆然と立ち尽くした。

　昨日と同じ、幼女姿のジルコニア。

　そしてその隣には、６歳くらいの男の子が席に着いている。

　
面
 おも

 
影
 かげ

 から察するに、ナルソンのようだ。

　壁際にいる
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちも、全員が幼女になっていた。

　テーブルの上には、昨日とまったく同じ、スクランブルエッグがこんもりと盛られた皿がそれぞれの席に置かれている。

「うう……もうやだ」

「リ、リーゼ様、どうしたんですか？　大丈夫ですか？」

　半泣きになっているリーゼに、彼女と手をつないでいるバレッタ（小）があたふたと声をかける。

　すると、そんなバレッタを、背後からやってきたエイラがひょいっと持ち上げた。

　エイラは大人のままだ。

「はいはい、席に着きましょうね。カズラ様とリーゼ様も、お座りになってください」

　慣れた手つきで、イスにバレッタ（小）を座らせるエイラ。

　彼女はいつもどおりに見える。

「あ、あの、エイラさん？」

「はい？」

「……何でもないです」

　いつもの様子でこちらを見るエイラに、
一
 かず

 
良
 ら

 は質問するのを
諦
 あきら

 めた。

　何を聞いても、絶望しか返ってこない気がしたからだ。

　その後、
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼはお通夜のような表情で食事を済まし、食堂を出た。

　２人の後から、バレッタ（小）が小走りで追いかけてくる。

「私は今日も工房のほうに行ってきますね。カズラさんは、今日はどうされるんですか？」

　ちょこんと
一
 かず

 
良
 ら

 の前に立ち、見上げてくる幼女なバレッタ。

　どうやら、この状況にまったく不自然さを感じていないらしい。

「き、今日は一日屋敷の作業部屋にいますよ」

「なら、お昼時になったら、いったん戻ってきますね。昼食は私が作りますから」

　にぱっと、バレッタ（小）が、かわいらしい笑顔を
一
 かず

 
良
 ら

 に向ける。

「い、いや、無理しなくても大丈夫ですよ。自分で作れますから」

「いえ、今日はそんなに忙しくない予定ですから。えと、メニューはタマゴのぐちゃぐちゃでいいですか？」

「……」

　ジルコニア（小）特製カラ入りスクランブルエッグを思い出し、
一
 かず

 
良
 ら

 の表情が引きつる。

　バレッタ（小）はそれを肯定と受け取ったのか、にっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 むと、ぱたぱたと走って行ってしまった。

「……リーゼ」

　去っていく小さな背を見つめながら、
傍
 かたわ

 らで壁に額を付けて置物状態になっているリーゼに声をかける。

「……何？」

「……今日は俺と、ずっと一緒にいてくれないか」

「……嫌だって言っても離れないわよ」

　それから２人は何をするでもなく、何かに
怯
 おび

 えるようにして
一
 かず

 
良
 ら

 の自室でぴったりと引っ付いて過ごした。

　いつものリーゼならべたべたと
一
 かず

 
良
 ら

 にちょっかいを出すところだが、今日はそんな気力もなく黙ってくっついていた。

　

　そして、夕食時。

　３人の幼児と一緒に、
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼは席に着いて、本日３度目となるスクランブルエッグを口にしていた。

　相変わらず、じゃりじゃりとしたカラの食感が口に広がる。

　ちなみに、昼食に出てきたバレッタ特製スクランブルエッグにもカラが入っていた。

「それでね、それでね！　今日も軍部で１００人抜きしてきたのよ！」

「そうかそうか、さすがジルだな！　私も鼻が高いぞ！」

「ジルコニア様、すごいですね！」

　わいわいと、幼児たちはにぎやかに言葉を交わしながら、スクランブルエッグを
頬
 ほお

 
張
 ば

 っている。

　その時気づいたのだが、どうやら彼らが食べているものにはカラが入っていないようだ。

　カラ入りは大人専用なのだろうか。

「ふふ、ナルソン様、ほっぺにタマゴが付いていますよ」

「ん？　おお、すまんな」

　壁際でにこにことそれを見守っていたエイラが歩み寄り、ナルソン（小）の
頬
 ほ

 っぺたに付いたタマゴをナプキンで
拭
 ふ

 き取る。

「皆様、ちゃんとお野菜も食べてくださいね。好きなものばっかりじゃダメですよ？」

「「「はーい」」」

「「……」」

　彼らの会話を、
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼは死んだ魚のような目で眺める。

　そんな調子で食事は進み、
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼは一言も言葉を発しないまま食事を終えた。

　食後、幼児たち（
侍
 じ

 
女
 じよ

 も含め）が出て行った後、食堂には
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼ、そしてエイラだけとなった。

　ご機嫌な様子で鼻歌混じりに食器を片付けるエイラに、
一
 かず

 
良
 ら

 は恐る恐る歩み寄る。

「あ、あの、エイラさ――」

「私、保母さんになるのが夢だったんです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉をさえぎり、エイラは片付けを続けながらそう言った。

「え？　あ、そ、そうなんですか」

「はい。なので、皆様がちっちゃくなってくださったのが嬉しくて」

「……え？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が声を漏らすと、エイラがくるりと振り返った。

　その妖艶な笑顔に、
一
 かず

 
良
 ら

 の表情が引きつる。

「どうして、カズラ様は大人のままなんですか？」

　エイラはそう言い、
一
 かず

 
良
 ら

 の隣を指差す。

　そこには、きょとんとした表情でこちらを見上げるかわいらしい幼女が――。

　

「っていう夢を見たんです。叫びながら飛び起きちゃって、マリーさんを驚かせてしまって」

「……カズラ様、普段私にどんな印象を持ってたんですか」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が話し終えると、対面でティーカップを手にしたエイラが不満げな顔になった。

　深夜の調理場は静まり返っていて薄暗く、２人の他には誰もいない。

　いつものように恒例のお茶会をしていたところ、話題が『怖い話』になったので、
一
 かず

 
良
 ら

 が最近見た夢を話して聞かせたのだ。

「しかも、ほとんどリーゼ様とバレッタ様がメインで、私なんて最後の落ち担当じゃないですか。何だか黒幕みたいな扱いになってますし。夢のなかとはいえ、格差が
酷
 ひど

 すぎます」

「い、いや、そう言われても。本当にそういう夢だったんですし」

「もう……でも、夢にしては細かいところまで、ずいぶんと具体的に覚えてらしたんですね」

「いや、まあ……たまたまですよ。たまたま」

　視線を泳がせる
一
 かず

 
良
 ら

 に、エイラがジト目を向ける。

「……もしかして、作り話ですか？」

「いやいや！　確かに少し盛りましたけど、大筋でこんな感じでしたから！」

「……ふーん。でも、私が落ち担当だったのは本当なんですね。そんな扱いなんですね」

「あの、夢の話ですからね？　別にエイラさんを軽んじてるわけじゃないですからね？」

「でも、夢ってその人の本心が出るっていいますよ？」

「ええ……そんなこと言われても……」

　その後、何とかエイラをなだめてお茶会を終え、その日は眠りについた。

　翌日の朝食では山盛りのスクランブルエッグ（カラなし）が出され、ジルコニアに根回しをされて『ジル』と名前入りのフォークを使うドッキリを仕掛けられたのだが、それはまた別のお話である。





　

あとがき

　

　今年の夏、植木鉢に植えた朝顔がまったく咲かず、ただ緑の葉を茂らせるだけの
蔓
 つる

 植物になってしまってガッカリしたすずの木くろです。いつもご購読、ありがとうございます。

　今年の夏はとんでもなく暑かったですね。前述したように、今年は植木鉢で朝顔を栽培したのですが、残念ながらただの１つも花が咲きませんでした。たまたま種が悪かったのか、育て方に問題があったのかなと思ったのですが、それを父に話したところ、「いや、それはたぶん違う」とのことで。

　父も朝顔が花を付けないことが気になっていたらしく、あちこち回って他の朝顔を観察していたらしいのです。結果、地植えされている朝顔は花を咲かせており、鉢植えされている朝顔はほとんど花を付けていなかったとのこと。

　それから推測するに、今年は暑さが厳しすぎて、朝顔が植えられている鉢が温まりすぎてしまったことが原因だろうとのことでした。なるほど確かに、地面よりも鉢のほうが温まりやすいように思えます。『何で咲かないのかな』だけで終わらせず、原因を探って次に活かそうとすぐに動く父の姿勢に感服。疑問を疑問だけで終わらせてはならないと痛感した出来事でした。

　ちなみにネットで調べてみたところ、花が咲かない要因は熱の他にも複数あるとのことです。

　朝顔の話だけではアレなので、たまには本作に関わる話も１つ。

　作中で登場している、ラッカ、ラース兄弟が指揮している第13
 軍団と第14
 軍団なのですが、13
 、14
 という数字を付けたことには一応理由があります。

　古代ローマ帝国の共和制後期に編成された軍団に、『双子』の名を持つ第13
 軍団と第14
 軍団という軍団が存在しておりまして、これはちょうどいいということで作中で用いました。

　第10
 軍団も、『双子』の名を持っているのですが、まあせっかくだからカイレンの軍団も同じにしよう、ということで第10
 軍団にしました。

　そんな裏話どうでもいいわ！　と感じたらごめんなさい。こういう設定を作るのも、何気に楽しいものでして……。

　そんなこんなで、「宝くじ～」シリーズ、９巻目を発売することができました。

　いつも応援してくださっている読者様、至高のイラストで本作を彩ってくださっている黒獅子様、素晴らしい装丁デザインに仕上げてくださっているムシカゴグラフィクス様、コミカライズ版を連載してくださっているメディアファクトリー様、キャラの表情豊かで躍動感のある素晴らしい漫画を描いてくださっている漫画家の今井ムジイ様、本作担当編集の山田様。ありがとうございます。これからも頑張りますので、今後ともよろしくお願いいたします。

　

２０１８年11
 月　　すずの木くろ
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